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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























口絵・本文イラスト　鈴木理華
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　あとがき

　解説　　安田　均









　一、







　藤ふじ菜なは駆かけた。

　袿うちきの裾すそが乱れるのもかまわず、汗が目に入ろうと拭ぬぐおうともしない。藤菜はただ駆けた。

　長い峠とうげの坂道が藤菜の行く先に延々と続いていた。坂道は果てしなく続いているようにさえ見えた。人があまり利用しない道なのか、石がころがり所々大きな窪くぼみがある。走りにくい道を藤菜は懸けん命めいに駆けた。

（御主人さま、御主人さま……）

　胸が潰つぶれそうなほど痛い。足は重く引きつりそうだった。爪先が傷付き血が滲にじみ出ている。汗が滝のように吹き出し、喉のどはひりひり乾いた。

（ああ、御主人さま……）

　朦もう朧ろうとした意識の中で藤菜は何度も呟つぶやいた。美しく残ざん忍にんな藤菜の主あるじの顔が明めい滅めつする。

　さわやかな風が藤菜を包んだ。苦しいのになぜか心がなごんだ。風に乗ってかすかに声が聞こえた。藤菜は苦しい息の中で耳を澄ませた。よく聞き取れない。しかし、心ここ地ちよい声。

　がくん……

　藤菜は石につまずいた。あわてて起き上がろうとしたが身体からだが言うことをきかない。意識が闇やみに落ちていくのを感じた。自分の身に起きたことなのにまるで他人事のように感じていた。闇の中で主が、鬼の顔をして藤菜を睨にらみ付けている。藤菜は使命をまっとうできないことを悟さとった。おめおめと帰れば、待っているのは死ぬよりも辛つらい折せつ檻かんだ。

　このまま死ぬもよし──

（お許しを……）

　藤菜の意識は完全にとぎれた。











令りよう顚てん倒どう衆しゆう生じよう　雖すい近ごん而に不ふ見けん　衆しゆ見けん我が滅めつ度ど

広こう供く養よう舎しや利り　咸げん皆かい懐え恋れん慕ぼ　而に生しよう渇かつ仰ごう心しん






　経きようを読む声がした。仏の大慈じ悲ひによる救いを表していると言われている法ほ華け経きよう自じ我が偈げだ。朗ろう々ろうとよく通る声は、鬱うつ蒼そうとした木々の間をすり抜けて、あまねく響きわたる。木にとまる鳥はさえずるのをやめ、樹間を行く鹿はその足を止め、兎うさぎは草をはむのをやめていた。そして、葉をそよがせる風さえもやんでいた。あたりに音はなく、経を読む声だけがあった。

　すうっと影が動いた。影は経に聞き入る動物たちの脇わきを抜け、声の方へ歩いていく。魅み入いられたように読ど経きようを聞く動物たちは、影がそばを通り抜けてもぴくりとも動かない。

　彫ちよう像ぞうのように立ちつくす鹿の首に影が手を触れた。それでも鹿は動こうとしない。影は読経する人物の背後に音もなく立った。





得とく入にゆう無む上じよう道どう　速そく成じよう就じゆ仏ぶつ身しん……






　読経が終わった。読経していた人物は深く一礼し、手にしていた数じゆ珠ずを懐ふところにしまうと後ろを振り向いた。結ゆわずに垂らした髪は銀色に近い白髪だ。顔に深く刻まれた皺しわとともに読経していた人物の年齢の高さを物語っている。窪くぼんだ眼がん窩かに隠れるように見える瞳ひとみは、慈じ悲ひと修しゆ羅らの炎を宿していた。老人が醸かもし出す雰ふん囲い気きは人が持てるものではない。なにかもっと──、なにか崇すう高こうな──。

　老人は自分の背後に立つ人物を見ると仏のように慈じ愛あいのこもった笑みを浮かべた。

『月王』

　老人の唇くちびるは、動くことも、音も発することなく背後の人物を呼んだ。その声は耳では聞くことのできない声だった。

　呼ばれた人物は老人のそばに歩み寄った。ほっそりと若木のようにしなやかな四し肢しが優美な舞を舞うように動く。とりたての果実のようにみずみずしい若者だった。整った涼すずやかな顔には老人と同じ微笑があった。

『月王、気をつけよ。そなたのすぐ前に切り株かぶがある』

　老人ははっとしたように身体を動かした。

「大だい丈じよう夫ぶ、おじいさま。あの琴こと弾ひき鳥どり（鷽うそ）が教えてくれました」

　月王と呼ばれた若者は頭上の枝にとまる小鳥に顔を向けた。月王の黒く澄んだ瞳にかわいい小鳥の姿が映うつる。が、月王には見えていない。月王は自分の瞳に映る小鳥の姿を見ることができなかった。

　月王は流れるような身のこなしで切り株をよけ、老人のそばに立った。その顔がなぜかくもっている。

「都みやこの怨おん念ねんを日に日に強く感じます。都は百ひやつ鬼き夜や行こうに苦しめられているとか……。毎年おこなわれる御ご霊りよう会えは年々盛大になっていると聞いておりますのに」

『鎮魂たましずめが間に合わないほど人が死んでおる。それもこの世に恨うらみを残して死ぬのじゃ。都には人の怨念が満ちあふれ、魔ま性しようが闊かつ歩ぽしておるわ。帝みかどやお公く家げ衆しゆうはよい。力ある陰おん陽みよう師じや法ほう力りきある僧が守ってくれる。あわれなのはいつの世も民たみ草くさじゃ』

　老人は悲しそうな目をして都のある西を見た。月王も見えない目を西に向けた。風が二人を慰なぐさめるように駆かけ抜けていった。老人の銀髪がふわと舞い、婦女のように垂髪すべらかしに結んだ月王の髪がなびく。

「おじいさまが毎日この地から鎮魂たましずめをなさっておいでなのです。都の鬼どもも、そうそう悪さはできませぬ」

『我が通つう力りきなど微力じゃ。どれほど役に立っていようか。都からの商人あきんどの話では菅公（菅すが原わらの道みち真ざね）は未いまだに雷神となって、藤原一門を苦しめておるそうじゃ』

「菅公がお亡くなりになって久しいというに……。人の恨みとはかくまでに深いものなのでしょうか……」

　月王は目を伏せた。老人が月王の肩に手を置いた。

『人というのはなかなかにおのれを捨てることができぬ。人の痛みがわからぬ。人を慈いつくしむはおのれも慈しむことぞ。それがわからぬ者が多いのじゃ』

　老人は月王の肩に置いた手にわずかに力を込めた。

　月王は肩に置かれている手に自分の手を重ねた。ごつごつと節くれだった乾いた手。しかし、いつも暖かく包んでくれる手。月王は老人の手を握にぎった。

「千せんの太夫だゆうさまぁ、月王っ」

　二人を呼ぶ声がした。がさがさと下生えをかき分けて若者が近づいてきた。筋肉の盛り上がったむきだしの腕と精せい悍かんな顔は小麦色に日焼けしている。男らしい太い眉まゆによく光る瞳が印象的な青年だった。青年は下生えを抜け出し、月王の前に立った。がっしりとした、それでいてしなやかな身体は月王より頭半分ほど大きい。

「須す佐さ、山仕事は終わったのか？」

「おう、柴しばも刈かったし、ほれ、こんなに立りつ派ぱな山の芋いもも掘ってきた。日本一の芋ぞ」

　須佐は背にした荷を置いて、荒縄でしばった芋の束たばを月王の前に差し出した。月王が手をのばし、山芋に触れた。

「須佐が自じ慢まんするのも道理じゃ。ほんに大きい。須佐、おじいさまもびっくりしておられる」

　月王の言葉を聞いて須佐がかしこまった。須佐の顔に誉ほまれと喜びの表情が浮かんだ。千の太夫のさりげない賛さん辞じがこの若者に大きな感かん銘めいを与えていた。

「この山の芋、おまえのところに届けようと思ってな、こっちの道から来た。やれ、ここでめぐり会えてよかった。山の芋は千の太夫さまの好物であろ？」

　千の太夫はやわらかな笑みを浮かべて頷うなずいた。

「須佐が届けてくれる山の物にはいつも感謝している、とおじいさまが言ってなさる。おれもありがたく思っておる」

「そんな……、千の太夫さまや月王にはこの里の者はみな、ひとかたならぬ世話になっている。この里に魔性が入らぬは太夫さまのおかげと誰もが知っておることじゃ。これくらい何でもないことよ」

　頰ほおを朱あけに染めて、須佐は照れたように足元の荷を背負った。千の太夫はにこにことその様子を見ている。須佐が荷を背負ったのを合図に、千の太夫を先頭にして、月王と須佐は肩を並べて歩きだした。

　月王は歩きながら須佐に顔を向けた。月王は自分たち二人に絶えず気き配くばりしてくれる須佐を親友──というより、兄弟のように頼たよりにしていた。実直で邪じや気きのない性質は月王の心しん眼がんに輝いて見えた。

　月王は物の形、姿を見ることはできないが、人の心、魂たましいを見ることができた。心の目で見るそれらは光の集合体として映うつった。美しい心ばえを持つ者ほど、月王の心眼はそれを眩まぶしく感じた。須佐の魂は目の見えない月王にとって、美しく心地よいものだった。

　須佐は自分をじっと見つめている月王に気づいてあわてた。

「おれの顔に何かついているのか？　山を歩いてきたから髪に草の種でもついているか？」

　須佐は自分の顔や髪を忙いそがしくなでさすり、はっとしたように手を止めた。

「すまぬ。おまえの目が見えないことを忘れていた。おまえを見ているとつい、忘れてしまう」

　須佐は月王の見えない目をじっと見た。月王の瞳はどこまでも澄み、その目が物を見ることができないとは、まったく信じがたいことだった。

　今度は須佐が月王を見つめた。

（綺き麗れいだな──）

　須佐は月王の顔から目を離すことができなくなった。いつ見ても月王は美しい。自分とは違って華きや奢しやな造りの目鼻だち。唇は紅をひいたように赤い。美形で評判の妹より、月王の方が美しいとさえ須佐は思った。自分の隣となりを晴眼者のように歩く月王の横顔を、須佐はうっとり眺ながめた。

「須佐、泉のほとりに妹いもうと御ごの若わか苗なえがいる、とおじいさまが言っておられる」

「え？　あ、本当じゃ」

　月王に見とれていた須佐は急に声をかけられ、思わず頰を赤らめた。あわてて取り繕つくろい、泉のほとりを見る。月王が言うとおり、泉のほとりには菜を洗う妹がいた。千の太夫が目を細めて若苗を見ている。須佐はその千の太夫を見て不思議そうに首を傾かしげた。

「一度聞こうと思っていた。──太夫さまは声を出しておられぬのに、月王はどうやって太夫さまの声を聞いているのじゃ。誰も不思議に思っておらぬようだが、おれは不思議でならぬ。それに太夫さまは読経なさるときは声を出されるのに、おれらとは言葉をかわしてくださらぬ……」

　須佐は日頃の疑問を尋ねた。誰も口にしなかった疑問だった。里の者は千の太夫の周辺で起こる不思議を、千の太夫のかかわっていることだからと不思議に思わなかった。千の太夫が起こす超常的なことは、千の太夫ゆえにあたりまえのこととして受け止めていた。

「おれがおじいさまの言葉がわかるのは、たぶん血のせいじゃ。血縁ゆえわかると思う。それからおじいさまの読経は、おれらのように〝声〟を使っておるのではない。霊力とおおせじゃ」

「霊力？」

「おのれの内にひそむ魂の力だと言っておられる。念をこらして読経するゆえ〝声〟になって聞こえるそうじゃ」

「それで動物たちが聞きほれておるのか……」

　納なつ得とくしたとばかりに須佐は頷いた。

「おじいさまに声はないのじゃ。だから、日頃は話すことはできぬ。おじいさまがおまえにわびておられる」

　須佐はおこりのように震ふるえて千の太夫を見た。千の太夫の白い眉がくもり、その奥にある目からは謝罪の光がもれていた。

「太夫さま、心ないことを申しました。お許しください」

　千の太夫に謝罪させるなど……。須佐は自分の浅はかな言動を畏おそれた。

「須佐、おじいさまが、おまえの疑問はもっともなことで、そんなに恐縮することはないと言っておられる。おれもそう思う」

　月王は大きな身体を小さくしている須佐に笑いかけた。その微笑は須佐の縮ちぢこまった身体をみる間にときほぐしていった。

「あにさん」

　菜を洗っていた若苗が立ち上がって手を振っていた。須佐が答えて手を振ると、若苗は洗った菜の入った籠かごを抱えて三人の方へ駆けてきた。

「千の太夫さま、月王」

　若苗は二人にぺこりと頭を下げた。若苗は月王を見ると薄うす紅べに色に頰を染めた。兄の須佐と違って小柄で優しい姿をしている若苗は、兄と同じように、よく光る瞳をした美少女だった。

　しかし、月王にはほんのり頰を染めた白い顔も、星のように光る瞳も見ることはできない。月王に見えるのは、若苗の透き通るように輝いている心だけだった。

「若苗は何を洗っていたのじゃ？」

　月王は見えない目を若苗の持つ籠に向けた。

「萵ち苣さを洗っておりました。あにさんが丹精なさるので、今年はほんにようできて……。少しお持ちなさいませ」

　若苗は籠からひとつかみ菜を取り出し、月王の手に渡した。

「こんなにもらってよいのか？　若苗たちの分は足りるのか？」

　月王は渡された菜の多さに驚き、心配そうな顔をした。

「なに、足りなければまた摘つめばよい。若苗が言ったとおり、今年は萵苣のできがたいそうよい」

　若苗の代わりに須佐が答えた。やがて四人は分かれ道に来た。

「おお、忘れるところだった」

　須佐は山芋をしばった荒縄をといた。そして、さり気なく一番大きな山芋を月王の腕にすべり込ませた。

　兄と月王のやり取りをにこやかに見ていた若苗が急に思いついたように月王に尋ねた。

「月王、明日も晴れるでしょうか。明朝は洗濯をしたいのです」

　普通の人がするようなたわむれの天気相談ではない。若苗の瞳は真しん摯しな光を宿し、月王の答えを真剣に待っていた。

　月王は若苗の質問に、眼を閉じて空を仰あおいだ。そして、何かを聞き取ろうとするかのように耳を傾けた。やがて、にっこり笑って若苗に顔を向けた。

「明日もよい天気じゃ。南の風がそう告げて通った」

「ああ、よかった」

　若苗は嬉うれしそうな声を上げた。

　月王が晴れると言えば必ず天気は晴れる。森しん羅ら万ばん象しよう、自然界のことは月王に尋ねれば間違いない。里の者はそう信じていた。実際、月王はこういった問いかけをはずしたことはなかった。千の太夫同様、月王にも不思議な力が備わっていたのである。

　四人は挨あい拶さつをかわし、須佐と若苗は右へ、千の太夫と月王は左へ、それぞれの道へ別れた。

『美しい兄妹じゃ』

　遠ざかっていく兄妹を目を細めて見送っていた太夫が呟いた。月王が同意して頷く。

「ほんに、そう思います。須佐は青せい玉ぎよく、若苗は紅こう玉ぎよくの心を持っております。ああ、二人の顔をこの目で見たい。きっと心ばえと同じ姿をしていましょうに……」

　千の太夫が低く笑った。月王は首を傾げながら千の太夫に顔を向けた。

「おじいさま、なぜ笑ったのです？」

『月王、心ばえが美しゅうても姿が美しいとは限らぬぞ。あの兄妹は心も姿も美しいが、なかなかそうはいかぬものじゃ……。目が見えると真実まことがくもって見えなくなることがある。おまえはいつもまことの人を見ておる。幸福な子じゃ』

「そんな幸福など……。おれは心眼ではなく自分の目で、普通の人が見るように見たい。いつもおれを助けてくれる鳥や獣を見てみたいのです……」

　千の太夫は月王の背に手を添そえた。月王の身体が小こ刻きざみに震えているのが手を伝わってくる。

『わしとていつも本当に声を出してみたいと思っておる。月王、ないものをねだるのはやめるのじゃ。心が貧しゅうなる。与えられたもので満足して楽しゅう生きる方がよい』

　月王は見えない目を太夫に向けた。千の太夫が月王の背を軽く叩たたいた。

「せんないことを申しました……」

『わかってくれたか、おまえは本当によい子じゃ。おまえには人をなごませ魅ひきつける能力ちからがある。わしは人を畏おそれさせかしこまらせる。おまえは人の心を開き、わしは心を閉ざさせる。おまえには人の中に入り、溶け込む能力が授けられているのじゃ。これはわしにはないとうとい能力じゃ。目が不自由なれど、それがなにほどのことぞ。天地はおまえを守しゆ護ごしておる』

　千の太夫は月王に慈じ愛あいの眼まな差ざしを向け、頰笑んだ。

『それに、足りぬところはわしら二人で互いに補おぎなえるではないか。そうであろ？』

　千の太夫は神妙に耳を傾けている月王の肩に手を置き頷くと、先に立って歩きだした。月王は太夫の言葉を嚙かみしめるように頷くと、すぐさま太夫の後を追った。

　いつの間にか若苗は足を止め、遠ざかる二人の姿をじっと見つめていた。銀色に見える千の太夫の白髪。濡ぬれたように輝く月王の黒髪。対ついをなす二人の髪は緑の木々に溶け込むことなく、いつまでも若苗の瞳に映った。

「ほんに美しい……」

　若苗は吐と息いきをつくように呟いた。

　じっと立ったままの妹の所へ引き返した須佐はそれを聞いて妹の見る先を眺ながめた。そして、妹が何を見ているか知るとからかうように言った。

「何が美しいのじゃ？」

「あれ、あにさん、聞いておいでだったのか？」

「おれは老人ではないそ。そのような大きな声で言えば、いやでも耳に入る」

「そんな大きな声で言いませぬ」

　蚊かの鳴くような声で否定して真っ赤に頰を染めた妹を見て、須佐は明るく笑った。

「月王は誰が見ても美しい。この里で男も女もよせて、月王にかなう者がいるか？」

「小こ萩はぎどの……」

　若苗が小さく言う。須佐は大きく頭を振って否定した。

「小萩はおまえとさほど変わらぬ。色の白い分おまえの方がきりょうよしじゃ」

　兄の言葉に若苗はますます頰を赤くした。須佐が言うように、この里で月王より見み目め良い人間に心当たりはなかった。若苗はほっとため息をついた。

　ふと気づくと須佐も小さくなった月王を見つめている。兄の熱っぽい瞳を見て、若苗はクスリと笑い声をもらした。その声を聞きとがめて須佐が怪け訝げんそうに若苗を見た。

「何を笑った」

「あにさん、月王は女おな子ごではありませぬ。立派な殿との御ごじゃ。あにさんの目付きはおなごに懸け想そうした殿御の目じゃ」

　若苗はからかうように須佐の顔を覗のぞき込んだ。

「あにさんは月王に懸想なさってか？」

「ばっ、ばかを言うでない！　ちょっと、見とれておっただけよ」

「やはり懸想しておいでじゃ」

「こいつ！　まだ言うか」

　須佐が拳こぶしを振り上げ、若苗を打つまねをした。若苗はひらりと身をかわし、笑い声をたてて逃げた。須佐も笑いながら若苗を追った。逃げていた若苗が急に足を止めた。

「こら、急に止まるな。ぶつかるではないか」

　若苗の後ろから駆けてきた須佐は、急に立ち止まった妹の身体をよけながら文句を言った。若苗は須佐の言葉など聞いていない。

「あにさん、あれ……」

　若苗が指さした。その先には旅姿をした少女が倒れていた。







　二、







　ポタリ、ポタリ……




　須佐は慎しん重ちように少女の唇くちびるに水をたらした。目を閉じて須佐の腕の中にいる少女は、この世のすべての醜みにくさを体現しているかのような醜しこ女めだった。見る者がみな、不快感を持つ。そんな醜さだった。そばで心配そうに見ている若苗が天女に見える。目をそむけたくなるほど醜い少女は固く目を閉じたまま動かない。

「大だい丈じよう夫ぶであろうか」

　少女の顔を見ながら若苗が呟つぶやく。醜い顔に透明な木こ漏もれ日が揺れた。須佐は竹たけ筒づつを傾かたむけ、もう一度、少女の唇に水をたらした。少女がうっすら目を開いた。

「気づいた」

　若苗がささやく。少女はうっすら開けた目を再び閉じようとした。須佐はあわてて少女の頰を軽く叩たたいた。

「これ、目を閉じるでない。これ！」

　少女は目を開いて須佐を見た。その瞳はぼんやり膜まくがかかったようで焦しよう点てんが定まらない。

「これ！　おれが見えるか？　おまえは誰じゃ？　どこから来た？」

　須佐は少女の身体を揺すりながら尋ねた。

　少女の瞳が焦点を結んだ。瞳の膜は消え、輝きが宿った。少女ははっとしたように須佐を見つめ、いきなり胸ぐらを摑つかんだ。

「お助けくださいまし、お願いでございます。わたしどもの主人が……主人が！」

　少女は叫ぶようにそれだけ言うと歯をカチカチ鳴らしてすがるように須佐を見つめた。両の手はしっかり須佐の胸元を摑んだままだ。

「おまえの主人がどうしたのだ。ちゃんと申せ」

　須佐は少女のうすい肩をがっしり摑むと元気づけるように力を込めた。若苗は少女を安心させるように頰笑み、竹筒を少女に持たせた。眼を開いた少女は不思議に醜さを意識させなかった。艶つやのない髪、青ざめて色のない肌、造ぞう作さくの悪い目鼻だち。それらがみな気にならなくなった。

　須佐は水を飲むように少女を促うながした。少女は竹筒の水を飲み、ほっと息をついた。須佐の手の中で堅くこわばっていた少女の身体が、にわかにやわらかくなった。

「さあ、順をおって話してみよ」

　須佐は子供をあやすように優しく言った。

「取り乱してお恥はずかしゅうございます……わたしは藤菜と申しまして、都から旅してまいった者でございます。実は、この道に通じる峠とうげで、わたしの御主人さまが急な発ほつ作さをお起こしになられ、お倒れになったのでございます。物ものの怪けに憑つかれたようなたいそうなお苦しみようで、それは恐ろしゅうて……。御主人さまが騎き乗じようされていた馬は逃げてしまい、御主人さまを運ぶこともできず、こうしてわたしがまいったのでございます。急を要することとて、ずっと駆けてまいりましたのがいけなかったのです」

「峠からここまで、ずっと駆けて？」

「はい……」

　須佐と若苗は顔を見合わせた。峠からここまでかなりの距離がある。屈強な男でもここまで走り続けられるかどうか……。

「よし、おれが行ってやろう」

　須佐は藤菜と名乗った少女を安心させるように笑いかけた。

「若苗、帰って床とこの用意じゃ。それから千の太夫さまをお呼びするのじゃ」

　須佐は若苗に指示を与えると藤菜に向きなおった。

「藤菜とやら、行こうか」

「あ、ありがとうございます」

　藤菜はよろよろと立ち上がり、先に立って歩きだした。始めはおぼつかなげな足取りであったのが、数歩行くうちにしっかり歩くようになった。やがて、須佐が舌を巻くほどの早足になった。

　須佐は藤菜の背を必死に追った。必死にならねば藤菜に置いていかれてしまう。それほどの早足なのだ。このやせこけた身体のどこにこんな体力があるのか──。気を失うまで駆けて力を使い果たしたはずなのに、前を行く藤菜の足取りは、そのことをまったく感じさせなかった。

「あそこでございます」

　藤菜が後ろを振り返り、須佐に指さした。須佐は荒い息をして藤菜のさした方を見た。目もあやなる桜さくら萌もえ黄ぎの狩かり衣ぎぬが須佐の目に飛び込んできた。みずみずしい緑の中で、そこだけが異世界のように浮かび上がっていた。衣装から察してかなりの身分の者に相違ない。須佐はつばきを飲み込むと、藤菜に導かれるまま狩衣の人物のそばへ近づいていった。

　近づいてみて狩衣の人物が一人でないことに気づいた。連れがいたのだ。連れは扇おうぎで顔を隠して横たわる狩衣の人物に膝ひざを貸している。身なりから察して随ずい身じんではなく奴やつこに違いない。須佐はひたとその男に視線を止めた。男は阿あ呆ほうのように藤菜を見つめ、にたにたと笑っていた。

「阿あ史し、里の方をお連れしました。御主人さまの御様子は？」

「わかんねえ」

　阿史と呼ばれた奴は舌足らずに答えた。そして、須佐に見つめられていると知ると、おどおどと顔を伏せた。

　男の身でありながら自分は主人のもとにとどまり、体力のない女を走らせたやつ──。そう考えて須佐は腹をたてた。須佐はぎゅっと阿史を睨にらみ付け、横たわる人物のそばにひざまずいた。

「もし、おかげんはいかがでございますか。おれは藤菜どのに請われてやってきたこの先の里の者でございます。少しは身体を動かせますか？」

　須佐は扇おうぎで隠された顔を見ながら問いかけた。

「お手数をかけます……。気分はさきほどよりずっと楽になったのですが……」

　横たわる人物は苦しそうな息づかいで答えた。顔を覆おおっている扇がそろそろとはずされていく。顔が白はく日じつのもとにさらされた。

　須佐は息をのんだ。扇の下から出てきた顔は、この世にある顔ではなかった。夢、あるいは物語の中でだけまみえることのできる美び貌ぼう──貴公子はかくやと思わせる美貌をそなえていた。

　すっと背中に走るものがあった。

　何かが妙だと感じた。気品ある容姿と豪華な衣装は、匂いたつばかりに都の香りを内在している。が、何かしっくりしない。この高貴な人は青ざめていて、確かに病やまい持ちであるはずなのに、何かが違った。

　何が？

　血の気のない顔色の中で、うっすらと紅を引いたように色を残す艶なまめかしい唇──。あるいは、弱りながらも強烈な気力を放射する妖よう艶えんな切れ長の眼──。須佐はぼんやりその高貴な顔を眺ながめた。

「里の方、手を貸してくださらぬか。起きてみましょう」

　狩衣の人物は白く優美な手を須佐に差し出した。野の良ら仕事でがさがさになっている須佐の手とは見事に対照的な手だ。須佐は反射的にその手を取り、びくりと身体を震わせた。

「何か？」

　狩衣の人物が形の良い眉をひそめて須佐をうかがった。

「いや、何でも……」

　須佐は立ち上がって、狩衣の人物を立たせた。狩衣の人物はよろよろとよろめき、須佐にすがった。須佐は再び身体を震わせた。何か得え体たいの知れないまがまがしいものが身体を這はうような、そんな嫌いやな感じが身体を抜けていった。

　須佐は自分に取りすがる人物を見た。何も変わったところはない。里の者とは違い、少々ひよわな感じがするだけだ。須佐の手を握りしめている手は、じっとり冷たく汗ばみ、少し震えている。よほど気分が悪いとみえる。

　須佐はもう一度自分が支えている人物を見た。この人物の何が嫌な感じを与えるのかまったくわからなかった。

「歩けなければ、おれが背負うて行きましょう。ここからはおれの家が一番近いが、それでもかなり道のりがあります」

「いやいや、そこまで世話はかけられませぬ。肩を貸していただければ自分の足で歩いてまいりましょう」

　ねばりつくような視線を須佐にあびせながら、狩衣の人物は答えた。

「藤菜、阿史、行くぞ。さあ、案内を願います」

　吸いつくような笑みを浮かべて、狩衣の人物は須佐を促した。須佐はぎこちなく頷くと狩衣の人物の肩を支え、歩きだした。










「千の太夫さま、千の太夫さま」

　若苗は戸を叩きながら叫んだ。サラリと戸が開く。戸の内には驚きの表情をたたえた月王が立っていた。若苗の緊きん迫ぱくした様子を察さつ知ちしているようだ。

「若苗、どうしたのじゃ」

「千の太夫さまは？」

「おじいさまはさきほど気になることがあると言われて、おでかけになった」

「ああ、月王、病人なの……。あにさんが病人を連れてくる」

　若苗がおろおろと戸口を行き来する。見えない月王にも若苗のあわてぶりが伝わる。

「おれが行こう。おじいさまのように診みられるかどうかわからぬが、多少のことならできよう。ちょっと待て、おじいさまの薬箱を取ってくる」

「ありがとう、月王」

　若苗はほっと息をついて笑顔を浮かべた。

　月王は急いで薬箱を取り出すと若苗のもとにとって返した。そして、若苗に手を差し出した。

「すまぬが手を引いておくれ。駆けるのであろう？　歩くなら一人で歩くが、駆けるとなると一人ではどうにもならぬ」

　若苗は差し出された手を握った。しっとりとやわらかな手だった。鍬くわを握って働いているはずなのに、月王の手は絹のようになめらかだった。若苗は不思議そうに月王の手を見た。それからはっと思い出したように手を握りなおすと、自分の家をめざして駆けた。

　須佐はまだ戻っていなかった。若苗は家の中に月王を案内し、自分は兄を待つために戸口に立った。いらいらと外を見続ける若苗を月王が呼んだ。

「若苗、立っておらずにここに座ったらどうじゃ。須佐はどうやって待っていてもここに戻ってくるのじゃ。それなら座って待ったほうがよいとは思わぬか？」

　月王の顔には言い知れぬ優しい笑みが浮かんでいた。若苗は見えないと知りつつも頰笑み返さずにはいられなかった。若苗は戸を閉め、月王の隣に座った。家の空気が静かに二人を包んだ。

「若苗の親おや御ごが亡くなられてどれほどたったかの」

「今年の秋で二年……」

「もう、そんなになるのか」

　月王は見えない目で家の中を見た。心地よい家だった。見えなくてもわかる。隅すみ々ずみまで掃そう除じが行き届き、きちんと物が置いてあるはずだ。

　土間の隅からは新しい藁わらの匂いがする。打ちかけの藁に違いない。須佐のやりかけの仕事だろう。月王はゆっくり頭をめぐらせた。この家を包む空気に抱かれる。月王は不思議そうに自分を見つめる若苗に頰笑みかけた。

「──優しい気きじゃ……。家中に親御の気がある。若苗も須佐も幸福じゃ。あの世から親御が見守っておられる」

「ほんとうに？」

「ああ、ちゃんと見ておられる」

　月王はこの家の優しい空気を味わうかのように目を閉じて答えた。

　この家にいるだけでふんわり温かくなるのは、死してもなお、子の行く末を案じる親の愛に包まれているからだった。山の事故で死んだ二人の両親が、まだ年若い兄妹をいかに心配しているかがうかがい知れる。月王は口の中でそっと経をとなえた。

　外に人の気け配はいがした。若苗ははじかれたように立ち上がり、戸を開いた。

「あにさ──」

　若苗は言葉を失って立ちつくした。若苗は兄が連れてきた一行をえも言われぬ気持ちで見つめた。

　奇妙な一行だった。藤菜と名乗った醜い少女。にない唐から櫃びつを背負った痴しれ者もののような小男。そして、兄が肩を貸すきらきらしい狩衣の人物。これほど調和のない一行を若苗は見たことがなかった。

「若苗、床とこの用意はできているか？」

「は、はい」

　須佐は家に入ると若苗が用意した床に狩衣の人物を横たえた。藤菜は黙って主人の枕元にはべり、阿史は土間にぺたりとすわった。

　座敷の端ですべてが整うのを待っていた月王は、その奇妙な一行が家に入ってきたとたん襲ってきた鉛なまりのような空気と闘っていた。

（つぶされる……）

　月王はあえいだ。呼吸がうまくできない。空気が肺に入ってこないのだ。

（魔!!）

　月王は心しん眼がんをこらした。これほど重い空気をもたらすものは魔以外にありえない。しかしながら月王の心眼に映るのは須佐の青玉の心と若苗の紅玉の心、床に臥ふした人物の黒雲渦うず巻まく心、黒雲からかいま見える水すい晶しようのように透明な心、そして土間にある汚お穢わいのような心、それだけだった。人しかいない。ここに魔はいなかった。

　月王は額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべた。身体中から生気が抜けていくのがわかる。あまりの苦しさに知らず手は印を結び、口は除じよ悪あく趣しゆ菩ぼ薩さつ咒しゆをとなえていた。
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　ふっ、と身体が軽くなった。月王は身体の釣つり合いを失って身体を壁に打ちつけた。鈍にぶい音が響きわたった。すべての視線が月王に集まった。

「月王、来てくれていたのか。はようこのお方を診てくれ」

　月王に気づいた須佐はほっとしたように肩の力を抜いた。──が、千の太夫ではないことに眉を曇らせた。一いち抹まつの不安が須佐をよぎったのだ。連れてきた人物の病は重い──。

　しかし、すぐに須佐はその思いを念頭から切り捨てた。月王とて不思議な通力を持っている。その能力ちからが千の太夫に比べて未熟なだけだ。太夫にかわって病人を治したという話もいくつか伝え聞いていた。須佐は芽め生ばえかけた不安を打ち消すように月王を見た。

　月王が立ち上がろうとしてよろけた。足に力が入らないらしい。あの重い空気は月王からあまたの生気を抜き去っていたのだ。

「月王、どうした。立てぬのか」

　須佐は心配そうに腰を浮かした。が、それより早く月王のそばに寄った者がいた。藤菜だった。

「大丈夫でございますか」

　藤菜が月王の前にひざまずき肩を支えた。そのとたん月王の心眼が眩まぶしさでくらんだ。あまりの眩しさに月王は見えない目をしばたたかせた。

「あなたは……？」

「藤菜と申します。御主人さまの婢はしためでございます」

　藤菜がにっこり笑ったのがわかった。眩しい乳白色の光が揺れたからだ。月王は見えない目を藤菜に向けた。月王は無意識に感嘆のため息をついていた。

　美しい心だった。中心に乳白色の光があり、光は広がるにつれて透明になった。心の持ち主の感情の強弱で様々な色が乳白色の中できらめくのが夢のようだ。これほど美しい心は見たことがなかった。この心は小さな極ごく楽らく浄じよう土どだった。

　月王はこのときほど自分の目が見えないことを恨うらめしく思ったことはなかった。月王は心眼に美しく映る少女を肉眼で見たいと願わずにいられなかった。

　自分を見つめたまま動かなくなってしまった月王を藤菜はそっとうかがった。月王の澄んだ瞳に自分の姿は映っているものの、月王が自分を見ていないことを悟さとった。藤菜は自分の主人に勝まさるとも劣らない月王の美び貌ぼうに驚くとともに、月王が普通の人間と異なる何かを持っていることに気がついた。藤菜はチラリと自分の主人を振り返り、月王にもう一度声をかけた。

「あの、お手を……」

　藤菜は月王の前に手を差し出した。月王は頷いて藤菜に手を取られて立ち上がった。そして、藤菜が導くまま、床にふせる病人の枕元にすわった。そのとたん月王の身体がかしいだ。床に横たわる人物の発する暗黒の凄すさまじさにめまいを起こしたのだ。普通の人間のはずなのに、この人物が発する暗黒の〝気〟は並ではなかった。

　月王の様子を見ていた須佐は、がまんも限界とばかりに月王のかたわらに来るとその肩を抱いた。

「月王、お前も病じゃ。病人を診るどころではない。若苗、すまんがもう一度行って、千の太夫さまをお連れしてくれ」

「──若苗、行かずともよい。須佐、だいじない。もう大丈夫じゃ。少し血が引いたようじゃ。心配にはおよばぬ」

　月王は肩にある須佐の手に自分の手を重ねて笑ってみせた。月王の右どなりに須佐、左に藤菜がいる。月王は二人の光で暗雲から守られたことを感じた。ことに藤菜の光は暗雲を払いさえした。月王は深呼吸して床の人物と向かい合った。

「もし、旅の方、御気分はいかがでございますか」

　月王はそっと声をかけた。狩衣の人物はうっすらと目を開き、弱々しく苦しげに月王を見上げた。

「あなたさまはこの里の薬くす師しなのですか？」

「薬師ではありませぬが、薬師のまねごとをしております。御心配めさるな。ひどい病でなければおれにも治せます。どのようにかげんが悪いか言ってくだされ。それに合った薬を調合いたしますゆえ」

　狩衣の人物はたよりなげに息をつくと、自分の身体の様子をとつとつと語り始めた。月王はその一言一言に頷きながら聞いている。頭の中で薬を組み立てているのだ。

　狩衣の人物が口を閉じるや月王は薬の調合を始めた。少しの逡しゆん巡じゆんもなく薬を調合すると若苗にそれを煎せんじさせた。すぐに、家中に薬の匂いが満ちた。かぐだけで清すが々すがしい気分になる匂いだった。若苗は煎じ終えた薬やく湯とうを椀まりにそそいで月王に渡した。月王は椀の薬湯を一口含み、でき具合をみた。そして、満足そうに若苗に頰笑みかけた。

「ようできておる。これならすぐに快かい癒ゆなさろう。さあ、旅のお方、お薬を」

　月王が差し出す椀を藤菜がうやうやしく受け取った。

「ありがとうございます。さあ、御主人さま、お薬でございます」

　藤菜はかたわらに椀を置き、狩衣の人物を宝物を取り扱うように慎重に起こした。そして、その背を支えると捧げるようにして椀を手渡した。

　狩衣の人物は細かく震える手で椀を受け取って薬湯を飲み干し、再び藤菜に助けられて身を横たえた。

「ああ、気分が晴れていくような気がいたします。ほんによう効きく薬じゃ。あなたさまは都の薬くす師しにまさる腕をお持ちのようじゃ」

　ねばるような視線を月王にそそいで狩衣の人物は言った。その言葉どおり早くも薬の効果があらわれ、頰に幾分血の色が戻っている。白はく磁じのような肌がほんのり色づいた様は、目の見える者すべてを魅了した。

　藤菜から返された椀を受け取りながら、若苗は床にふせる狩衣の人物を盗み見た。

（ほんに目がくらみそう……。お衣装も美しいが、おめしになられているご本人はそれ以上に匂うようなお方じゃ。都のお方はみなこのようなお方ばかりなのだろうか……）

　若苗は椀を片づけながらふっと息をもらした。
















　月王のかたわらにいて、須佐も狩衣の人物を見つめていた。

（なんと霧きりにかすむ桜のようなお方じゃ。このお方にまがまがしいものを感じたのはおれの迷いであった。月王が月光なら、このお方はさながら月影じゃ）

　須佐は自分の認識をきれいに改めた。そしてうっとりと床にふせる人物を眺めた。

　いくばくかの時が過ぎた。月王は暗雲渦巻く心に変化を感じた。

「だいぶ御気分が戻られたようですね。今しばらく横になっておられれば快復なさいましょう。旅のお方、これからどちらへまいられるのです？」

「気ままに彷徨さまよう旅、あてなどありませぬ。おお、そうじゃ、わたしのことは夜や叉しやとお呼びくだされ」

「夜叉？　その名はあなたさまにふさわしい名ではありませぬ。本当の御名がございましょうに……」

　いつも控えめでめったにでしゃばらない若苗が驚いたように口をはさんだ。若苗の言葉に須佐も頷く。

「若苗の言うとおりじゃ。本当の御名をお聞かせくだされ」

　夜叉と名乗った狩衣の人物は口くち許もとに妖艶な笑みを浮かべ、ゆっくり首を振った。

「官職を捨て、さすらっているわたしに名などありませぬ。夜叉こそわたしにふさわしい名なのですよ」

　夜叉は再び笑みを浮かべた。目の見える者はみなその微笑に惹ひきこまれたが、月王だけは別だった。月王は夜叉のまがまがしさに必死に耐えていた。

「お世話になりついでにお願いがあるのですが……」

　夜叉は須佐を見上げて言った。

「この里に我々が住まう家がありましょうか。馬に逃げられ、わたしの身体がこんな有り様では旅を続けることはとうていかないませぬ。この里は美しく、住みよいところとお見受けいたしました。ここで養よう生じようすればわたしの身体もすぐに癒いえましょう。嬉うれしいことに、都の薬師以上の腕をお持ちの方もおいでになる。わたしはしばらくこの里に住みたいと思うのですが……」

　須佐は吸い寄せられるように夜叉を見たままだ。何も言わない。

「あにさん……」

　若苗がそっと須佐に触れた。須佐は突然夢から醒さめたように身体を震わせた。

「おお、すまぬ、少しぼんやりした。家のことでありましたな。そのことは里さと長おさに相談いたしましょう。里長ならいいように取りはからってくださるはずです。夜叉どのが動けるようになりましたら、里長のもとに案あ内ないいたしましょう」

「では、今すぐに案内してくだされ。こういうことは一刻も早いほうがよいかと」

「しかし……」

「御ご案あんじめさるな。月王どのの薬湯のおかげで身体はすっかり軽うなりました。少々歩くくらいなら障さわりはありますまい」

　そう言うと夜叉は起き上がり、藤菜に手伝わせて立ち上がった。

「さあ、まいりましょう」

　夜叉は須佐を促うながした。須佐は傀儡くぐつのように立ち上がり夜叉に従った。夜叉は藤菜に支えられ、戸口に立った。そしてゆっくり振り返った。

「月王どの、後ほどお礼に伺うかがいます。このたびはこれにて失礼つかまつります」

　夜叉は深く一礼して出ていった。夜叉が出ていったとたん、若苗がへたへたとすわり込んだ。

「若苗、どうした？」

　月王は若苗の異状を感じて声をかけた。

「何やら力が入らない……。のう、月王、あのお方は不思議なお方じゃなあ。普通の人とは思えぬ。都のお方だからであろうか」

　若苗が小首を傾かしげた。夜叉の得体の知れぬ何かは、普通の人である若苗さえ感じるらしい。月王は何も言わず、優しくなった家の空気に身体を休めた。気力の消しよう耗もうが激しい。千の太夫との修行のときでさえこれほどの気力は使わない。夜叉と名乗る都の公く家げは月王の気力を吸い取るように奪うばっていた。

　夜叉は月王が近づきたくない心を持っていた。強いが不吉な影と邪じやを持つ心。ほとんど魔ま性しように近い心。それでいて夜叉は人なのであった。

（あの方はおれより強い霊力をお持ちなのであろうか……）

　月王は夜叉が消えた今もかすかに残る、邪悪な空気の淀よどみに目を向けた。







　三、







　わははは……




　豪快な笑いが響きわたった。楽しげなさんざめきが漏もれ聞こえてくる。日はとっくに沈み、闇やみがあたりを支配していた。それにもかかわらず、声のするあたりは、さながら真昼の明るさだった。

　その明かりの中に大きな屋敷が浮かび上がっている。声はこの屋敷から聞こえる。どうやら宴うたげが催もよおされているらしい。屋敷は豪華な寝しん殿でん造づくりだ。都の貴族に引けをとらない見事な普ふ請しんだ。屋敷の主あるじの富裕さがうかがえる構えである。数多くのかがり火と、屋敷内に惜おしげもなくともしている灯とう火かが広大な屋敷を更さらに華麗に演出していた。

　この山深い里でこれだけの普請ができるのは、広い耕作地を持つ者だけに許される贅ぜい沢たくだ。そんな贅沢ができるのはこの里ではただ一家。里さと長おさだけである。

　楽しげな笑いがまた響く。都からの不ふ意いの訪問客を迎え、里長は急きゆう遽きよこの宴を催した。宴といってもささやかなもので、出席者はごく少人数の身内に限られている。それでもできうるかぎり趣しゆ向こうを凝こらしているのがわかる。

　宴が催されている広い室内には、都から取り寄せた調ちよう度どがあまた置かれ、香が薫たかれている。調度はどれも驚くほど精せい緻ちな細さい工くがしてある。一見して高価とわかる品々だ。それらの品々は都からの客人のためにわざわざ置かれたものだった。都ぶりを演出したのだが、鄙ひなの悲しさ、泥どろ臭くさく垢あか抜ぬけていなかった。

　屋敷はもとより、この調度類を見ても里長の都かぶれが尋じん常じようではないことが知れる。里長は狂喜して都からの客人を迎えた。その喜び方は家人が心配するほど常じよう軌きを逸していた。夜叉の白はく襖おう狩衣に身を包んだ雅みやびやかなあで姿と、身体中にまとった都の香りは、里長を小こ躍おどりさせた。里長はただちに里に住むことを許し、みずからの使っていない離れ家を貸すことさえ申し出た。

　酒が入って更に上じよう機き嫌げんとなった里長は、都の客人にすっかり心を奪われていた。

「ほう、夜叉どのは陰おん陽みよう寮りようにご出しゆつ仕しなされておいでだったのか」

「陰陽頭がしらの加か茂もの保やす憲のり様のもとにおりました」

「おお、あの希代の陰陽師の安あ倍べの清せい明めい様の師し匠しようの……。このような鄙なれど、都のことはちゃんと伝え聞いておりますぞ。夜叉どのは陰陽道にたけておいでなのじゃな」

「わたしなどたいした術は使えませぬ。加茂様の見よう見まねで卜ぼく占せんをするだけで……」

「いやあ、御ご謙けん遜そん、御謙遜」

　里長はひときわ大きく笑うとぐっと杯を飲み干した。

　そんな二人のやり取りをじっと聞いている者がいた。里長の一人息子の比ひ古こ丸まるだ。歳の頃は月王、須佐と同どう輩はいで、なかなか見目がよい。しかしながら、富裕でわがままな育ちのせいか、癇かんが顔に滲にじみ出ている。比古丸は夜叉が陰陽師と聞いて瞳を光らせた。

「では夜叉どの、失うせ物を占うらなってもらえませぬか。おれは大切な小刀をなくして困っているのです」

「これこれ比古や、そのようなことを突然に。お客人に失礼であろう」

　里長は息子を諫いさめた。しかしその顔には期待の色がうかがえる。

「なに、いっこうにかまいませぬ。今こ宵よいから家一軒借り受ける身なれば、お礼の意味を込めて占ってしんぜましょう」

　夜叉は懐ふところから暦こよみを取り出し静かにそれをめくった。

「本日は甲きのえ・寅。十二直は成なる。二十八宿は角すぼし。比古丸どの、お生まれは？」

「戌いぬ年生まれじゃが」

「本ほん命みよう星しようは禄ろく存ぞん星せい。寅は木もく、刀は金きん……金剋こく木──」

　夜叉が何事かを考えるように沈黙した。比古丸と里さと長おさ、宴に列席している人々は夜叉の言葉を待って口くち許もとをじっと見つめた。

「卦けは天てん山ざん遯とん、〝土〟とでました。比古丸どの、お庭の築つき山やまで小刀を使われたのではありませぬか？　お庭の方向は今月あなたにとって対たい気き殺さつ、何事も裏目にでる方向なのです。小刀は築山の〝木〟、すなわちあの松のそばにありましょう」

　夜叉は月の光で黒々とその姿を映す松の木を指さした。

　比古丸はすぐに奴やつこを呼びつけ、夜叉の示した松の周辺を探させた。奴たちは松明たいまつを掲かかげ、丹念に松のまわりを調べる。比古丸と里長は縁えんに出て興味深く作業を見守った。規則正しく揺れていた炎のひとつが大きくゆらいだ。奴の一人が屋敷に向かって駆けてくる。

「比古丸さま、ありましてございます。ありましてございます！」

　小刀を持った奴は喜き色しよく満まん面めんの面おも持もちで比古丸に小刀を差し出した。比古丸は灯台の明かりでそれを確かめる。

「た、確かにおれの刀……。あんなに探して見つからなかった物を……。おい、これはどこにあった」

　怒ど鳴なるように比古丸は尋ねた。問いかけられた奴は比古丸の激しさに動じた様子もなく興奮して答えた。

「比古丸さまのご指摘どおり、あの松の根元に埋まるようにしてございました」

　比古丸は夜叉に目を向けた。夜叉は涼すずしい顔をして杯をあけている。

「夜叉どのありましたぞ。おおせのとおり築山そばの松の根元にありましたぞ」

　比古丸は土で汚れた小刀を夜叉の前に置いた。夜叉はチラリと小刀に視線を走らせ、婢はしためがそそいだ酒を飲み干した。里長は満足げに頷きながら席に戻った。

「さすが都の陰陽師。こうもやすやすと失せ物を捜し当てるとは……。あの小刀は我が家の家宝でしてな、先年この比古丸に譲ゆずり渡したものなのです。それをこのうつけものがなくしたと申す。家をあげて探しましたがとうとう見つからず、難なん儀ぎしておりましたところなのです。いや、まことにもってありがたいことです」

　里長は上機嫌で頭を下げた。比古丸は瞳を輝かせて小刀についた土を落とし、鞘さやを磨いている。

「まったく見事な術じゃ。月王など足元にもおよばぬわ」

　比古丸が刀を磨きながら呟いた。月王の名を耳にした夜叉は、口に運びかけていた杯を止め、比古丸を見た。

「月王どのとは盲目の薬師ですな。あのようにきらきらしいお顔をなさっておいでなのに盲めしいとはなんともお気の毒なことです。ですが、薬師としての腕はなかなかとお見受けいたしました。まことこのような鄙にはおしい……あ、いや、これは失礼なことを申しました」

「いやいやなんの。都のお方から見ればどこもみな鄙でありましょう。お話にでた月王ですが、あの者はこの里を守護する一族の末まつ裔えいでしてな。天の声、地の声、風の声、水の声、獣けものの声、そして草木の声を聞きます。およそこの世のあらゆるものの声を聞いて我らを守ってくれております」

「ほう、それではあの方も陰陽道を？」

「わたしにはようわかりませぬ。陰陽道……あるいは宿すく曜よう道どう、修しゆ験げん道どう、すべてに通じておるやもしれませぬ。まこと、あの二人は凡人にはうかがい知れぬところがありましてな」

「二人？」

　里長の言葉を夜叉は聞きとがめた。その目がほんの一いつ瞬しゆん、赤く光った。

「夜叉どのは須佐の家で千の太夫さまにお会いにならなかったのですか？　月王の曾そう祖そ父ふ……だと思うのだが」

「思う？」

「その──わしが子供のころから千の太夫さまは今のお姿なので……。わしはよく知らんのです。もっとも、あのお方のお歳を知る者はこの里にはおらぬはずです。ほんに不思議なお方で、おかげさまでこの里には一いつ切さいやっかいごとがないのですよ」

　里長は目を細めて笑った。

　夜叉は手に持った扇で顔を隠すようにして杯を取った。扇に隠れた夜叉の瞳が赤く、不気味に光っている。

「千の太夫さまはよい。したが、なぜ里の者は月王まで崇あがめるのじゃ。おれはそれが気に入らぬ」

　むっつりした表情で比古丸が言う。かなりの酒量をこなしたとみえ、顔が朱を塗ったように赤い。そのうえ目がすわり、ギラギラと挑戦的な光を放っていた。

「誰もかれも月王、月王じゃ。豆を蒔まくにも、水路を引くにも、なぜ月王に問わねばならぬ。千の太夫さまゆかりの者でも、おれは月王を認めぬ。みなは太夫さまのお力に目がくらんでおるだけじゃ」

「これ、比古丸！　いいかげんにせぬか。同じ里の者を悪く言うものではない。月王は千の太夫さまをつぐ者ぞ。確かにまだ、太夫さまのような通力はないが里のために働いておるではないか」

「あやつの力などたかが知れておる。みながありがたがるほどのものではないわ」

「比古！　戯ざれ言ごともたいがいにせよ」

　里長は比古丸に一いつ喝かつすると恥ずかしそうに夜叉に詫わびた。

「どうもお見苦しいところをお見せいたしまして……。伜せがれめは酒を過ごしすぎたようです」

「なんの、まだお若いから──。どれ、わたしはそろそろおいとまつかまつりましょう。病を得ている身でありながら、楽しゅうてつい長なが居いをしてしまいました。里長どのが御用意くだされた家がもう整っているころです」

　夜叉は何か言おうとしている里長に気づかぬふうをして、すっくと立ち上がった。赤く光っていた目はもとに戻っている。

　里長は夜叉を引き止められないと知ると素早く立ち上がった。

「それでは明かりを持たせて送らせましょう。──これ、誰ぞある」

　里長は奥に向かって手を打った。婢がかしこまって出てきた。里長は婢に素早く指示を与えると夜叉を送って出た。門ではすでに奴やつこが松明を持って控ひかえていた。

「この家はあなたさまの母おも家やでございます。またのおこしをお待ちしておりますぞ」

「今こ宵よいは楽しいひとときを過ごさせていただきありがとうございました。これにておいとまつかまつります」

　夜叉は優雅に挨あい拶さつすると奴の導きに従って帰っていった。

　里長は月に照らし出される夜叉の姿を見ながら、突然、うずくまりたくなるような不安に包まれた。不安は夜叉を見ることで増幅している。あの雅みやびやかな姿のどこに不安を感じるのか、里長は自分の気持ちをはかれないでいた。

「比古の戯れ言のせいかの……」

　里長はひとつため息をついた。そして闇に溶けていく夜叉に視線を戻した。

「あのお方の陰陽師としての腕はなかなかのものじゃ。それにあの美しさ──。都のお公家が美しいというのはうわさに聞いておったが、あれほどとはな……。ぶしつけに見ないようにするのに、ほんに骨を折った。月王もじゃが、あのお方も人離れしておる」

　里長は夜叉の姿が闇に消えるのを見届けて屋敷に入った。首筋や肩が妙に張り、身体が重かった。重労働をした後のように疲れている。里長は首筋を揉もんだ。──凶きよう兆ちようという言葉が頭をかすめた。先刻感じた不安といい、首筋のことといい、普段はまったく感じたことのないものだった。鬢びんに多少白いものがまじるようになったが、まだまだ壮健と信じていた体力が今こ宵よいばかりは里長を裏切っていた。

　その夜、心の揺れをかかえたまま床とこについた里長は、眠れない夜を過ごすことになった。










　翌、早朝──

　夜叉から砂金の小袋が届けられた。その小袋を前に置いたとたん、里長の心にあったわだかまりはすべて消されていた。







　四、







「藤菜よ、わたしはこの里が気に入った。何もかも純粋で汚けがれがない。われらにふさわしい里だと思わぬか」

　里長の屋敷から帰るなり、夜叉ははしゃいだように藤菜に語りかけた。

　住む者がなく荒廃するにまかせていた里長の離れ家は、藤菜と阿史によって都の公きん達だちが住むにふさわしい体てい裁さいに整えられていた。

「ああ、里に住む人々を見たか。みな若く、生気にあふれ、美しい……。喉のどが鳴ってたまらぬ」

　そう言うと夜叉はぬらりと光った唇くちびるを上げてニタリと笑った。血を塗ったように赤い唇の端に細くとがった歯が現れた。嬉うれしそうに細めている目は不気味に赤く、鈍にぶい燐りん光こうを放っていた。夜叉は、ふと、何かに気づいたように扇で顔を隠した。そろりと扇の陰から出てきた顔は普通の人となんら変わるところはなかった。

「この里には強力な呪じゆ者しやがおるらしい。あの月王が呪者かと思っていたがどうやら違うらしい。もっと強力な呪者がおるようじゃ。里長の話ではかなりの通力を持っておるということだが──」

　夜叉がくすりと笑った。灯台の光が妖あやしくその横顔を照らす。

「人間を憑より坐ましとして間違いではなかった。こんなものに取り憑ついておるから結界破りで力を消しよう耗もうさせてしまったが、なんの、これはなかなか役に立つ。今しばらくはこの身体にいて、じわり、じわりとこの里をせめたててやろう。この身体の中に在あるかぎり、わたしを魔と見破る者はないはずじゃ。のう藤菜、のう阿史」

　藤菜は黙ってうつむいた。阿史は主人の言葉を聞いてニタリと笑った。

「呪じゆを使うにも、まず、この身体を治なおすのが先じゃ……。ええ、くちおしや。人を喰らえばたちまち治るものを」

　藤菜はのろりと顔を上げ、夜叉を見た。夜叉は藤菜が見ているのに気づくと妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

「心配いたすな。急ぎはせぬ。少しずつ、少しずつゆっくりとな……。特に、月王という者。あれは決してのがすまい。気をつけねば我が身に災わざわいを呼ぶ相手なれど、あやつを我がものにいたせば寿じゆ命みようが千年延のびようぞ」

　夜叉を見つめている藤菜の目が大きく見開かれた。夜叉は酔ったように語りつづける。

「月王の味はいかばかりであろうか。これまで味わったことがないほど甘美な味がするに違いない。──ああ、思っただけで喉のどが鳴る。とにかく月王は最後の楽しみじゃ。のう、藤菜」

　夜叉は意味ありげな眼まな差ざしを藤菜に向けて、にたりと笑った。

　藤菜は顔をうつむけ、袿うちきをしっかり握りしめた。恐ろしさで身体中がわなないている。藤菜はもはや自分の主人を正視できなかった。

　夜叉のかんだかい残酷な笑いが藤菜に降ふり注いだ。顔を伏せている藤菜を夜叉は意地悪く見つめていた。

「どれ、式しき神がみをうって、この里の様子を探らせようか」

　夜叉はひそやかに呪をとなえ始めた。




　──オンッ




　空気が鳴った。生臭く吐き気をもよおすような臭気があたりに立ち込め、暗闇で木々がざわめいた。庭でキキッと板をこすりあわせたような声がした。その声を耳にすると夜叉は縁えんに立った。庭にはぼうっと赤黒い不気味な火がいくつもともっていた。
















「式神、この里を探れ。ことに人を念入りに探るのじゃ。よいものを捜し当てたものには褒ほう美びをやろう」




　キキッ、キキ……




　闇の中の火が嬉しげにゆらめいた。

「これだけはきつく申しおく。千の太夫の結界に決して触れてはならぬ。お前たちのことを知られれば類は我が身に及ぶ。今はまだ我が正体を悟さとられるときではない。よいか、肝きもに命じよ。行けっ！」

　式神は瞬時に消えた。夜叉は式神の消えた闇を見つめ、口の端はを上げた。藤菜が掲かかげている手て燭しよくの明かりに浮かんだ夜叉の顔には、見る者を凍こおりつかせる微笑がはりついていた。そして、手燭を持つ藤菜が震えているのを見るや、その残酷さは色を増した。

　藤菜は夜叉から放射される悪意と執着に必死で耐えていた。早く夜叉のそばから離れたいと願った。今夜の夜叉は何な故ぜか、なかなか藤菜を離さない。下がれと命じられないまま下がることはできない。藤菜は震えながらその命令を待っていた。

　奇妙な主従であった。

　藤菜は物心つくまえから夜叉のそばにいた。夜叉のそばにいて楽しかったことなど一度もない。いつも辛つらい目にあわされていた。幼いころはそれが不思議でならなかった。なぜ、自分はこの主人のもとにいるのか、なぜ、この主人はこうまでひどく扱うのか──。

　長じて、主人が人と違うことに気づいた。やがて、ただ人と違うのではなく、主人は人に属していないことを知った。主人、夜叉は、人の器うつわを持ちながら〝魔〟だった。ふだんは人として振る舞い、人の世界に溶け込んでいるが、人を喰らう〝魔〟だった。

　都にはあまたの魔が巣くっていた。毎日多くの人間が原因不明のまま死んでいた。住む人の多い都とはいえ、それは尋常ならざることだった。人は病やまいでも、事故でも、老ろう衰すいでもなく死んだ。原因は誰にもわからない。人々は〝鬼〟の仕し業わざと言って怖れた。法ほう力りきある高僧や、力ある陰おん陽みよう師じは呪術で結界を張り、依い頼らい者しやを守った。守られるのは身分や金のある者に限られていた。

　しかしながら、大勢の人が死んでいくのを見過ごせず、宮中ではたびたび鎮魂たましずめが行われた。魔力の弱い魔はそれで祓はらうことができたが、夜叉のように通力強大なる魔は人に正体を知られることなく人の中に紛まぎれた。それでも一度、人に疑われれば紛れることは難むずかしくなり、人を狩れなくなった。

　夜叉は陰陽師だった公達の身体を奪い、平然と成り代わって暮らしていた。魔でありながら宮中に参さん内だいし、何食わぬ顔をして人の中にとけていた。ところが自分にかかわった人人を多く狩り過ぎ、疑心を招いてしまった。都の全陰陽師を相手に戦うとなれば夜叉自身の命が危うい。それゆえ夜叉は官職を捨て、都を出たのだった。

　藤菜は夜叉が人に手をかけるのを直接目にしたことはない。しかし、夜叉が人をあやめているのを知っていた。人を喰った後の夜叉は人としての姿をとどめることができず、しばしば魔の片へん鱗りんを見せたからだ。血のように赤い瞳。耳まで裂けた口。口からのぞく太く鋭い牙きば。正体を現した夜叉は〝鬼〟そのものだった。

　藤菜は夜叉を恐れた。人の中に住まう魔が恐ろしかった。それほど夜叉を恐れていながら何故か逃げることができなかった。精神こころは常に逃げたいと願いつつ、身体がはりついたように離れなかった。

　同じように夜叉に仕つかえている阿史は藤菜と異なっていた。阿史は夜叉を少しも恐れていない。恐れるどころか崇すう拝はいしていた。神のようにあがめているようにさえ見えた。阿史は夜叉がどんなに傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞おうと、ひたすらあがめ奉たてまつった。阿史にとって夜叉は絶対的存在だった。藤菜が身をすくめるほど恐れる鬼の顔も、阿史はにたにたと嬉うれしそうに眺ながめるのだった。

「藤菜、何を見ておる。わたしの顔がどうかしたのか？」

　赤く光る目が藤菜にひたと止まった。藤菜はあわてて目を逸そらせ、顔を伏せた。夜叉が薄気味悪く笑った。

「案ずるな。すぐには手を出さぬ。しばらくは人のいとなみを楽しもうではないか。すぐに廃はい墟きよにしてしまってはつまらぬでな。ゆっくり、ゆっくり──とな。楽しみは長く続くほうがよい」

　夜叉が嬉しそうにくすくす笑った。

「御主人さま、どうかおやめください。この里はお助けください……」

　藤菜は自分の恐怖を押し殺してようようこれだけを言った。震えが身体の芯しんからのぼってくるのがわかる。自分の意思に逆らったときの夜叉の怒り。藤菜はそれを承知していながらあえて言わずにはいられなかった。自分にそそがれる夜叉の視線──。激しい怒ど気きを含んだチリチリと肌を刺すような視線。藤菜はそれを感じながら次に起こることを待った。

「──婢の分際で、よくも──。……まあ、よい。──そなたとて。ふ……ふふふ、後の楽しみじゃ、楽しみじゃ」

　夜叉は藤菜の僭せん越えつな意見は許したらしい。が、里を許すつもりはないのだ。藤菜は身体の震えを止めることができなかった。藤菜は震える身体を両手でそっと抱いた。

（ああ、わたしには何の力もない）

　夜叉がこの里を離れるのは、この里が死に絶えたときだ。これまでもそうだった。夜叉が滞在した里では人影が消えた。残るのは人の住まなくなった家ばかりだった。そうやって里がひとつ消えるたびに、夜叉はますますあでやかになった。

　この里は美しい。藤菜が訪れた中でも群を抜いている。豊かな風景と清い魂たましいを持つ里人たち。この里は大きなものに守られ、愛されていた。その証拠に夜叉はすんなり里に入れなかった。魔を退しりぞける結界が里周辺に張られていたからだ。人の器にあるとはいえ、正体は魔だ。夜叉は里に入るため結界を破らねばならなかった。夜叉が里の入り口で倒れた背景にはこうした事情があった。

　藤菜はたった半日暮らしただけで、この里に愛着を持った。何としても夜叉の蹂じゆう躙りんを防ぎたかった。しかし、何の力もない者にとって夜叉は強大過ぎた。

「ここはほんによい里じゃ。すべてが健すこやかで麗うるわしい。千の太夫とやらが入念に守ってきたようじゃ。──おかげでこの地に入るために通力を使い果たしてしまった。それもかまわぬ。人、一人喰えば通力はすぐに戻ってくる。のう、藤菜……、わたしはこの里で二千年寿命を延ばせようぞ」

　夜叉は高らかに笑った。

　ざわわ……と草が鳴った。ポウッと赤黒い火が灯った。

「式神か……。ほう、千の太夫の家の周辺にはそれほど強力な結界が……。申しつけたとおりいっさい触れなかったであろうな。……ふむ、それでよい。やはりそうとうの呪者と見たほうがよいな。と、するとむやみに動けぬ。わたしの回復が遅れるな……。阿史、月王の薬をもて」

　庭で控えていた阿史は、深く一礼して炊かしき屋やに入っていった。

「今は迂う闊かつに動けぬ。人を喰うなどもってのほかじゃ。人を喰えぬとあらばわたしとて人の薬で身体を癒いやすほかあるまい。のう藤菜、そうであろう？　さいわい月王の薬はよう効きく。結界を破るときに傷めた身体はそれで回復しよう。まこと、この里はよい所じゃ」

　夜叉は声をあげて笑った。

　庭の草木はますますざわめき、赤黒い火の数が増えていった。夜叉のうった式神が次々に帰ってきた。式神は人に聞こえない声で里の報告をする。式神の報告を聞くたびに夜叉の顔に喜き悦えつが広がっていく。夜叉のぬらりとした赤い唇はもはや人間のそれではなかった。

　藤菜は恐怖で身体を震わせながらも夜叉の顔から目を逸らすことができなかった。手燭の明かりに照らされている顔は人であって人でなかった。

　夜叉の通った後には死が残る。藤菜はそれを見ているだけだ。何かしようとすると手足が石のように凍りついた。口さえもきけなくなる。藤菜は夜叉のことを知らせることもできずに木で偶くになった。藤菜はそれが夜叉の呪じゆ縛ばくだと知らない。だから、自分の不ふ甲が斐いなさを嘆なげき、力ないことを呪った。何もできない藤菜はいつも心が砕くだけ散らんばかりの悲しみを味わわされていた。

　いつも、いつも──

　優しくしてくれた若夫婦。いっしょに遊んだ少年や少女。ふりわけ髪のかわいらしい童女。孫のようにかわいがってくれた好こう々こう爺や。藤菜を好いて親しくしてくれた人達。その人達のために藤菜は指一本動かすことができなかった。

　藤菜は何度も死のうとした。しかし、それもかなわなかった。藤菜の生き死にさえ夜叉の手中にあった。藤菜は夜叉の忠実な傀儡くぐつだった。

　白い臥ふし待ちの月が雲間から現れた。青白い月光があたりを濡れたように照らす。夜叉の式神はいつのまにか姿を消していた。月光に照らされて浮かぶ白襖狩衣姿の夜叉は妖あやしいまでに美しい。炊屋から阿史が煎せんじる薬の匂いがただよってくる。藤菜は月を見上げた。月は青白く冷たい光を藤菜にそそいだ。静かな平和な夜だった。これから悲劇が起こると誰が予測しよう。が、悲劇は間違いなく起こる。

　藤菜は何もできないならせめてと、心の中で手を合わせ神仏に祈った。







　五、







　夜気が樹木の芳ほう香こうをひっそり運んできた。千の太夫と月王が住む家は夜の濃い大自然の大気にすっぽり包まれ、悪あしき空気はすべて締しめ出されていた。

　パチパチと火のはぜる囲い炉ろ裏りの前で月王は串くしに刺した山やま女めを焼いていた。香ばしい匂いが部屋中に満ちている。

『よい焼き色じゃ。月王、ほどなくそれは焼けるぞ』

「おじいさま、汁のでき具合を見てくだされ。若苗がくれた萵ち苣さを入れねばなりませぬゆえ」

『どれ』

　千の太夫は囲炉裏にかけてある鍋なべの蓋ふたを取り、杓しやく子しでかきまぜた。ふんわりと味み噌その香りが立ちのぼる。

『汁もころあいじゃ』

　月王は頷うなずいて萵苣を鍋の中に入れた。山盛りの菜は熱い汁の中でみるみる萎しぼみ、汁と一体になっていった。

「さあ、おじいさま、夕ゆう餉げにいたしましょう」

『これはうまそうじゃ。わしの腹の虫が先ほどからうるそうてな。やれ、これで静かになろうというものよ』

　千の太夫は楽しげに汁をすくい椀まりによそった。月王が飯を盛ると二人の食事が始まった。

「おじいさまは釣つりの名手でいらっしゃる。この里でこれほどの山女を釣る者はおりますまい」

『これはわしの手て柄がらではない。山女がわしらのために自ら針にかかってくれたのじゃ。月王、聞こえるであろう、川の声、魚の声。わしらはみな、天地の命によって守られ生かされておる。これは決して忘れてはならぬ。そなたはまだ若いゆえ、わしの言うことがよくわからぬやもしれぬが、このことはよく心に留とどめおくのじゃ』

「はい……」

　月王は見えない目を伏せた。




　～～～～～………




　月王の耳に里を包む自然の声が聞こえてきた。心を澄ませ、耳を澄ませると数えきれないほどの命の声が聞こえてくる。月王の唇くちびるは自然にほころんでいった。

『どうじゃ、聞こえたか？』

「はい、よう聞こえます。いつも聞かねばならぬ声でありますのに……。まだまだ修行が足りませぬ」

『いやいや、おまえはようやっておる。わしの若いころより声を聞く。あとはいつも心を澄ますようにしておれば、わしより大きな通力を持てるであろう』

「おじいさまよりも？　このおれが？」

　月王の見えない目が大きく見開かれた。月王は信じられないというようにぽっかり口を開けた。

『おまえはその資格を持って生まれた子じゃ。いずれわかる日が来る。──さてさてこの話はこれでしまいじゃ。せっかくの夕餉が冷めてしまう』

「はい」

　月王と千の太夫は箸はしを取り、食事を続けた。二人はしばらく食事に専念していたが、千の太夫が何かを思い出したかのように箸を置いて月王に話しかけた。

『夕餉が終わったらそなたに聞きたいことがある』

「はい」

　月王は不思議そうに首を傾かしげ、椀の汁をすすった。千の太夫の顔には何かを憂ゆう慮りよする厳きびしい表情が浮かんでいる。むろん、月王には見えない。月王は太夫の重い気け配はいを感じ、大きな心配事をかかえているのを敏感に察知しただけだ。楽しく始まった食事は、重苦しい空気に包まれて終わった。

　月王は食器を片付けながら千の太夫の心を見た。金こん剛ごう石せきの輝きを持つ太夫の心が今夜はきらめきをくすませているように見えた。月王は太夫の不安が伝染したかのように落ち着きをなくした。

　千の太夫の手が肩に触れた。月王は見えぬ黒こく曜よう石せきの瞳を太夫に向けた。

『おまえの心を騒がせたようじゃな。許せ……。そなたに話を聞く前に、この家に結界を張る』

「わざわざ？」

『そうじゃ。我らの地所には天地が造りたもうた自然の結界がある。したが今こ宵よいからはそれでは足らぬ。場を強くしておかぬと不安なのじゃ』

「なぜなのです？」

『それをおまえに聞こうと思っておる』

　太夫は柔にゆう和わな笑みを浮かべると印を結んだ。月王も太夫にならう。風もないのに太夫の白髪がさわさわと揺れ、突然、爆発したように四方に広がった。太夫の胸が大きく膨ふくらみ、カッと目が見開かれた。そして、声のない太夫の口から結界を張る他た界かい金こん剛ごう橛けつ咒しゆが発せられた。





唵オン　枳キ里リ枳キ里リ　縛バ日ザ羅ラ　縛バ日ジ哩リ　歩ホ羅ラ

満マン駄ダ満マン駄ダ　吽ウン　発ハツ咤タ






　ウーンと空気がうなり、やがて静かになった。

『これでよい。これで我らを見ることも、話を盗み聞きすることもできぬ』

「なぜそれほどまでに？」

　月王は太夫の心意をはかりかねて尋ねた。自分の祖父ながら今宵の太夫は別人を見るようだった。山のように磐ばん石じやくな心が今は不安げに揺れている。そんな太夫の心を見るのは初めてのことだ。月王は顔を太夫に向けた。

　千の太夫は月王に優しく頰笑んだ。月王は空気がなごむのを感じた。

『おまえが言っていた旅のお方のことを聞きたい。どんなお方じゃった？』

「はい、都みやこのお公く家げさまで、供の婢はしためと奴やつこを連れておいででした」

『それで、おまえの心眼にはどのようなお方と映った？』

　月王は口ごもった。藤菜と名乗った婢はともかく、主人の夜叉、奴の阿史はできれば語りたくない魂たましいをしていた。

『言いにくい魂をしておったのか？』

　月王の心を読んだかのように太夫が尋ねた。月王の頰ほおがぴくりと動いた。太夫はそれを見み逃のがさない。

『言いにくくても語ってもらわねばならぬ。大事なことなのじゃ。さあ、語っておくれ』

　千の太夫は月王をうながした。月王は重そうに口を開いた。

「都のお方の心は……黒く渦うず巻まいておりました。その……人としての輝きがひとかけらもないのです。おれがいままで見た中で、あれほど……その……醜みにくい心はありませぬ。若苗は玉のようお方と言っておりましたが、どうもよくわかりませぬ。あのように恐ろしくて醜いものを若苗は美しいと言うのです」

『それで、そのお方は人であったか？』

「え？　人でなければ何なのです？」

『おまえはなにも感じなかったのか？』

「あのお方のそばにおりますと息苦しくなりましたが、人以外の何かであるとは思えませぬ」

　月王の話を聞きながら千の太夫は首をひねった。符ふ合ごうしないことが多すぎた。

『では、今度はわしが語って聞かせよう。今日わしが出かけたのは里に張った結界が破られていたからじゃ。この結界は魔や悪鬼が入り込めぬように張ったものじゃ。人が出入りする分にはなんの差し障さわりもない。結界は破れない。その結界が破られておった……。鬼門は魔が通る道。ことのほか強い咒しゆをかけておいたのに破られた。今日この里に入ったのは都の方の一行だけじゃ。あとは誰も近づいておらぬ』

「ですが、おじいさま。あのお方は間違いなく人でした。人にしては黒く渦巻く心を持っておりましたが決して魔ではありませぬ」

『それではそのお方にまぎれて魔が入り込んだのであろうか……』

　千の太夫はそのまま黙り込んだ。何か得体の知れぬものに首を絞しめられているような錯さつ覚かくにとらわれた。思考がまとまらない。太夫は急ぎ法ほつ界かい定じよう印いんを結んだ。
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　太夫から声が発せられた。清せい浄じようなる空気が更に透明度を増す。月王はじっと声に聞き入った。

『月王、わしはしばらく山にこもる。神籬ひもろぎを組んで心を澄ませてみようと思う。この里に魔が入り込んだはまぎれもないことじゃ。結界に触れても自分の正体を隠しおおせるとは強大な魔に違いない。──備えねばならぬ。まずは魔の正体を見み極きわめることが肝かん心じんじゃ。魔はおのれの正体を明かされればその魔力を弱める。わしは森しん羅ら万ばん象しよう、地の神、天の神にすがって魔の正体を見極める。月王、肝に命ずるのじゃ。魔を破るにはその魔を知らねばならぬ。知らずに攻めたてても魔に付け入られるだけぞ。とにかく──知ることじゃ』

　いつになく厳しい言いようだった。月王は身を固くして千の太夫の一言一言を心に刻み込んだ。

『おまえには身を守る術すべを教えてある。おのれの身を守り、里人の身を守るのじゃ。この里に魔がひそんでいることを肝きもに命じ、ゆめゆめ油断するではないそ』

「はい。おじいさまの言葉、心に刻みおきます」

　物見えぬ澄んだ瞳が太夫に向けられた。太夫はその瞳が何も映さないと知りながら笑って頷いた。

「そうだ、おじいさまに嬉うれしいことがあったのを言い忘れておりました」

『嬉しいこと？』

　月王はにっこり笑って頷うなずいた。その顔は木こ漏もれ日のように輝いている。

「都のお方の供の婢──藤菜と申しておりましたが、あの者は主人とは似ても似つかぬ美しい心をしておりました。おじいさまと同じように、そばにいる者に光を与えることができるようです。まるで真珠のような──真珠はきっとあのように輝くものなのだと思っておりますが、それほどきれいな心なのです。あのように美しいものを見たことがありません」

　うっとりと陶とう酔すいしたように月王は言った。それを聞いて千の太夫は優しく頰笑んだ。

『それはよかった。おまえがそれほど言うからには、さぞかし美しい娘に違いなかろう。わしもその娘に会ってみたいものじゃ』

「でも、おじいさま、若苗が奇妙なことを申しておりました。夜叉と名乗られた都のお方は目もさめるばかりのお方だけど、お供の二人は気の毒なくらいだって……」

『気の毒？』

「おれも尋ねました。そうしたら若苗は見目が良くないと言うんです。心ばえが美しければ姿も美しいと思いますのに……。藤菜の手は細く形よく、肌などは絹のようになめらかでした。それなのになぜ……。みめとはいったい何なのでしょう。おれの目が見えるならそれがわかりましょうに……」

　月王が不思議そうに言った。千の太夫はそんな月王をにこにこと見ている。

『おまえは世の真実を見る目を持っておる。肉眼で見るだけが真実ではないのがこの世のことわりじゃ。それを目め明あきはよう忘れる。見える者は見えるモノだけを真実と思う。見かけは人の心を惑わす。わしはおまえの心眼の方がよほど真実を見ていると思っておる。美しゅうても汚く醜いモノ、醜うても真実は清く美しいモノもある。人が醜いと嫌いやがる獣けものや、汚いと蔑さげすむ虫けらどもがお前には美しゅう見えるのであろう？』

「はい……」

『獣も虫も醜い邪じや心しんを持っておらぬ。無心の美しいものじゃ。人の目はその真実を見られぬ──つまり、そういうことじゃ』

　千の太夫は月王の肩にそっと手を置いた。月王は太夫の言葉を反はん芻すうするように目を閉じてうつむいている。太夫は月王の気持ちが痛いほどわかった。

『おまえはみなが見るように見たいと思っておろうが、真実のみ見られるのは果報というものじゃ。人は歳を重ねてようよう何が真実まことか見分ける力を持つものじゃ。若苗ほどのしっかり者さえどうやら見かけにたぶらかされておるようじゃ。のう、月王、目明きもなかなか不自由なものぞ』

　とろりと太夫は語った。

　千の太夫は月王に晴眼者をうらやむ気持ちが芽生えかけるとやんわりたしなめ、そして慰なぐさめた。そうした太夫のきめ細やかな愛情に包まれ、月王はみずからの運命さだめを正面から受入れる、しなやかな若竹のような若者に成長した。太夫は月王の汚れなき成長に満足したが、この若者を完成するためにはなにがしかの試練が必要なことを知っていた。

（このたびのことは神仏のおぼしめしやもしれぬ。月王にはきつい試練になろうが……。いや、このわしとてどうなるかわからぬ。あれほど堅固な結界を破った魔じゃ。よほどの相手とみなさねばならぬ）

　太夫はじっと囲炉裏の火を見つめた。

「おじいさま、床とこをのべました。休みましょう」

　月王が遣やり戸の陰から千の太夫を呼んだ。次の間に二組の床がのべられている。月王は太夫のために灯台に火をともした。

「おじいさま、家の周囲の結界を解かなくてよいのですか？　解いておきませぬと急用でたずねてくる里人がここに入れませぬ」

『心配にはおよばぬ。結界の外に見張りの御ご符ふがはってある。事あればそれが我らに知らせてくれる』

「さすがおじいさま。それを聞いて安あん堵どいたしました」

　月王は明るく頰笑んだ。しかし、千の太夫は微笑を返さなかった。月王は太夫の気配を察して首を傾げた。

『月王、わしが留る守すのあいだ毎夜結界を張るのじゃ。わしが魔の正体を見破り、里から魔を祓はらうまで毎夜必ずじゃ』

「は、はい」

　月王はここに至ってようやく魔のすさまじさを理解した。千の太夫がこれほど警戒し、恐れる魔とは──。月王にはまったく想像できなかった。ただ、太夫に負けないほどの力を持つ、強大な敵であることだけを認識した。

『さあ、寝るとしよう。明日は日の出とともに出発じゃ』

「そんなに早く？」

　思わず出た言葉だった。月王を不安が支配していた。強大な魔がひそむ中に一人残されるという事実は、月王に言い知れぬ心細さを与えた。

　千の太夫は月王の不安を感じ取りながら、何も言わずに灯台の火を消した。濃い闇やみが二人を包んだ。二人は何も語らずに床についた。

　時が流れる。月王はなかなか寝つけず、様々な思いが脳のう裏りに浮かぶのを止められずにいた。平へい穏おんに過ぎていく里の日々で、今日の出来事は衝しよう撃げき的だった。それらが月王の頭に浮かんでは消えていった。

　破られた結界。都から来た一行。人でありながら暗黒の心を持つ夜叉。卑小ないやしい心の阿史。そんな二人に反して珠たまのように輝く心を持った藤菜。この三人は里の住人になったはずだ。千の太夫の懸け念ねんどおり、この三人が知らず魔を里に引き入れたに違いない。その魔は正体を隠し里にひそんだ。月王にも、千の太夫にさえその存在を隠す魔。月王は夜具の下で、ぶるっと身体を震わせた。

　そのとき、月王の六感に触れる何かが家の周囲に現れた。月王は素早く半身を起こした。同時に、隣にのべられた床から手がのび、月王の腕を押さえた。

『案ずるな。この家には入ってこれぬ』

「おじいさま……」

　千の太夫がむっくり起き上がった。太夫は法界定印を結び、外の気配をうかがった。月王も印を結び気配を聞く。

『どうじゃ、感じるか』

「はい、この家をうかがっているようです」

『あれは魔がうった式じゃ』

「式？」

『使い魔のことじゃ。ふうむ、式神を使う魔か──あなどれぬ。結界に触れぬようにしておるようだが……。消えた』

「おじいさま───だめです……、追えませなんだ」

　月王はほうっと息をついて、がっくり肩を落とした。

『よいよい、式を追うにはこちらも式神をうたねばならぬ。いずれこちらも突き止めてやるほどに』

　千の太夫は印を解くと横になった。月王は印を解いたものの拳こぶしを固く握りしめたままじっとうつむいていた。

「おじいさま……。我らは魔に勝てましょうか。里を守れましょうか」

『我らは森羅万象の加護を受けておる。簡単には負けぬよ。里人に害が及ばぬうちに魔を祓えればよいが、そう簡単にはいかぬと考えた方がよかろう。魔がこちらをうかがっているうちは大事になるまい』

　太夫は寝返りをうち、固く握られたままの月王の手に触れた。

『魔は心の隙すきにしのび寄る。おのれの心さえ強く持てば恐るるにたらず。都に悪鬼や御ご霊りようがはびこるは、そこにある人々の心の弱さのせいぞ。それさえわかっておれば魔は祓える。よいな！』

　千の太夫は月王の手を握り、力を込めた。自分の気力を月王に分け与えるかのように。月王は太夫の手を握り返し、横になった。その顔に不安は微塵もなかった。

　遅かれ、魔との戦いの火ひ蓋ぶたは切られる。今ひとときは最後の安らぎかもしれない。太夫はじっと闇を睨にらんだ。そして──
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　月王のため、心の中で光こう明みよう真しん言ごんをとなえた。







　六、







　あらゆる祝福を凝ぎよう縮しゆくしたような朝だった。空には雲がなく、どこまでも澄んだ青空が広がっていた。

　千の太夫は日が登る前に家を出た。神籬ひもろぎを組んで行を行い、魔を祓はらう手段を講じるためだ。月王は長いこと太夫が消えた戸口を睨んでいた。拳を固く握り、唇をきつく嚙んでいる。月王は自分に託された責任の重さをひしひしと感じていた。

「おじいさまの不在を嘆なげいてばかりもおられぬ。仕事じゃ、仕事じゃ」

　月王は不安な気持ちを振り払うように勢いよく立ち上がった。

「今日は樋といの修理じゃ。どうも水の通りが悪い」

　月王は道具箱をかかえて家を出ると、裏に通してある樋に触れていった。手がこわれた箇所を探りあてた。

「ここか……。どれ」

　月王の手が丹念にこわれた所を探る。慎重に少しずつ触れていく。

　そんな月王の作業を近くの木にとまって見ているかわいい見物者がいた。四し十じゆう雀からだ。四十雀は自分がいることを知らせるかのように一声鳴いた。月王は鳴き声のする方に顔を向けた。四十雀は自分に気づいた月王に挨あい拶さつするようにさえずった。

「──ああ、おまえか。またおれの仕事を見にきたのか？」

　月王は屋外で作業すると決まってやってくる小鳥に声をかけた。小鳥は月王に声をかけられたのが嬉うれしいのかひときわ高くさえずった。そして、挨拶はすんだとばかりに盛んに騒ぎ立てた。

「え？　下のほうも傷いたんでいるって？」

　四十雀の指摘で手を動かす。小鳥の指摘どおり、樋の下部も傷んでいた。

「おまえは目が良いな。こんな下のほうまで見えるのか？」

　四十雀は澄んだ声で満足そうに鳴いた。月王は小鳥に笑いかけ、修理のための道具を取り出した。

　作業を見守ることに決めたらしい四十雀は、月王の後になったり先になったり付いて飛ぶ。そして、月王の動かす手のとおりに首を動かし、身体を動かし、作業を見守った。その四十雀が突然鋭い警戒音を発した。月王は振り向いた。

「おはようございます、月王さま」

　眩まぶしい光が月王の心眼を射た。月王は思わず目を細めた。藤菜だった。月王は持っていた道具を置いて藤菜が近づくのを待った。

「昨日はたいへんお世話になりました。月王さまのお薬のおかげで主人はだいぶよくなりましてございます」

　藤菜はそう挨拶すると優美に頭を下げた。月王は藤菜の仕草とともに光度を変える珠の心を眩しげに眺めた。

「それで、今朝早くおたずねいたしましたのは、昨日いただいたお薬をいま少しお分け願えないかと思いまして」

「わかりました。すぐ調合いたしましょう」

「ありがとうございます」

　月王は足元に置いてある道具箱を抱え上げると家に向かって歩いた。藤菜も月王の後に従う。野次馬の四十雀は軒のき先さきにとまって二人を見ていた。

　藤菜は自分たちを見つめる小鳥に気づいた。

「あの小鳥、さっきからずっとこちらを見ております。月王さまの小鳥なのですか？」

「あれはこのあたりに住む鳥で、おれが飼っているわけではありません。外で仕事をするといつも見にくる物見高いやつなのです。おれの友達みたいなものです」

「まあ」

　藤菜は軒にとまる小鳥をじっと見た。小鳥も小首を傾かしげて藤菜を見ている。四十雀が軒から降りてきて戸口に立てかけてある心しん張ばり棒の先にとまった。小鳥はしきりに身体を動かしながら藤菜を見ている。藤菜は家に入ってしまった月王を追うのも忘れて四十雀を見つめた。

「おまえはわたしと友達になってくれるの？」

　藤菜はそっと小鳥に近づいてみた。小鳥は逃げようとしない。こんなことは初めてだった。都を出て旅をしていて数多くの動物に出会った。彼らは一行の気配に気づくとすぐに姿を隠した。獣たちは一行を遠巻きにすることもなく先を争って逃げた。彼らのあわてぶりは尋常ではなかった。

　藤菜が一人でいるときは近くの枝にとまる小鳥も、夜叉と阿史の気配を感じたとたん姿を消した。二人がそばにいるときは姿も見せなかった。魔ま性しようである夜叉のせいだとわかっていても、自分が嫌われているようで藤菜はいつも悲しい思いをしていた。

　いま目の前にいる小鳥は藤菜を恐れるどころか興味を示していた。藤菜は愛らしい小鳥に夢中になった。

「もし、都のお方」

　月王が藤菜に呼びかけた。藤菜は自分の役目を思い出し、少し頰を赤らめた。そして、居い住ずまいを正して月王を見た。

「はい、何でございましょう」

「あなたの御主人に必要な薬草が少しばかり足りませぬ。これから摘つみにまいりますのでしばらくお待ち願いたいのですが」

「まあ、それでしたらわたしをお連れくださいまし。何ぞお役に立てるやもしれませぬ」

「それでは手伝っていただきましょうか」

「はい」

　月王は小さな籠かごを取ってくると山へ続く細い道を歩きだした。藤菜は月王の後に続く。

「都の方、都ではどのあたりにお住まいに？」

「加茂川のそばの九条万里小路に住んでおりました。──あの、月王さま……」

「何です？」

「わたしのことは藤菜とお呼びくださいませ。都の方では……あの……」

　顔色の悪い藤菜の頰がこれ以上赤くなれないというほど赤くなった。

　いつも、誰に何と呼ばれようと気にも留めない藤菜だった。しかし、月王には何故か自分の名をきちんと呼んでもらいたいと思った。〝藤菜〟と月王が言うのを聞きたかった。

　藤菜の心のゆらめきを感じ、月王は足を止めて振り返った。月王の顔には千の太夫によく似た深い笑みがたたえられている。

「では、おれを〝月王さま〟と呼ぶのはやめてくだされ。おれに〝さま〟づけは似合わぬ。ただの月王じゃ。そう呼んでくれればおれも〝藤菜〟と呼ばせてもらいましょう」

「まあ──」

　藤菜は月王の申し出に激しくうろたえた。月王の言葉は藤菜を対等と認めていた。そのことが藤菜をうろたえさせた。

　これまで藤菜は人から対等に扱われたことがなかった。夜叉の婢はしためということで見下されるか、醜い娘だといじめられるか、あるいは無視されるのが常だった。また、優しくされ、親しくしていても、それはどこか一歩退ひいたものでしかなかった。月王はまっすぐ藤菜を見ている。月王に逡しゆん巡じゆんはなかった。藤菜は自分を対等に見てくれる者に会って、おろおろと戸惑うだけだった。

　目の見えない月王には藤菜の表情の変化はわからない。そのかわり藤菜の揺れ動く心は見えている。乙女らしい恥じらいと戸惑いの心は充分月王に伝わっていた。月王はやわらかく頰笑むと山道に咲く鼓つつみ草ぐさ（タンポポ、藤菜ともいう）を摘んだ。

「ほれ、藤菜と同じ名の花じゃ。藤菜のように愛らしい花じゃ」

　月王はさわやかに言って摘んだ花を藤菜に差し出した。

　差し出された花を受け取りながら藤菜は驚いたように月王を見た。

「あの……月王さ──いえ、月王。あなたさまはお目が御不自由でいらっしゃるから御自分が間違っておられるのがわからないのです。わたしはこの花のように愛らしくはありませぬ。自分でそれはよく承知しております。わたしはこの世の娘の中で一番醜いのでございます」

　今度は月王が驚いた。若い娘が自分をこれほど卑ひ下げするのを初めて聞いたからだ。里の娘たちは、たとえ誰も認めなくても自分を美しいと信じている。月王はいつもそんな娘たちの心の動きを見ていた。あの控えめな若苗さえ自分の美しさに自信を持っていた。

　──若いということはそれだけで美しい。そのことを娘たちは知っている──。千の太夫に教えられ、納なつ得とくした月王だった。

　藤菜は太夫の教えに当てはまらない娘だった。謙けん遜そんしていないのは心のゆらめきを見ればわかる。藤菜は本気で自分を醜いと言っていた。

「藤菜は間違っておる。藤菜はおれが今まで出会った娘の中で一番美しい」

「美しい？」

　藤菜はしばしキョトンと月王を見つめ、やがて激しく笑いだした。その笑いはどこか虚うつろだ。

「何をおっしゃるやら、ああ、おかしい。月王、人をからかってはなりませぬ。特にわたしのような者は決して。……さあ、はよう薬草を摘つみにまいりましょう。帰りが遅くなって御主人さまに叱しかられてしまいます」

　藤菜は月王をうながした。しかし、月王は動こうとしない。

「おれは噓うそは言わぬ」

　月王はきっぱり言うと、澄みきった瞳をまっすぐ藤菜に向けた。見えていないのが信じられない眼まな差ざしだ。

「おれは目が見えぬ代わりに人の心が見える。これはおじいさましか知らぬことじゃ。他の誰も知らぬことじゃ。藤菜の魂たましいは美しい。──藤菜、おれには目に映うつる美び醜しゆうがどういうものかわからぬ。だが、美しいものは心地よいものだと思っておる。それは目が見えていても見えなくても同じだと思っておる。違うか？　美しいものは心地よかろう？」

「はい、美しいものは見ていて楽しゅうなります」

「おれは藤菜を見ていると楽しゅうなる。あまりに美しい魂ゆえ、いつまでも見ていたいと思う」

　藤菜の目が次第に大きく見開かれ、露つゆのような涙が落ちた。

「ありがとうございます。わたしをそれほどほめてくださいましたのは月王が初めてでございます。月王の心に映るわたしが美しいとわかっただけで、わたしは救われた心地がいたします」

　藤菜はそう言ってにっこり笑った。藤菜は醜いと言われつづけた自分の美しい部分を教えてくれた月王に感謝した。月王が賛美した美。それは目の見える者にはめったに気づいてもらえない美であった。それでも藤菜は心から喜んだ。美というものに縁がないと思っていた自分に美があることを思いがけなく教えられたその喜びだった。

「月王にほめていただいて何やら歌いだしたい気分になりました」

「おれも歌は大好きじゃ。藤菜の歌を聞きながら歩こうか」

「あの……、本当に歌ってよろしいのでございますか？」

「？　？　何か障さわりでも？」

「いえ、そのようなことは……」

「ではかまわぬではないか」

　そう言って月王は山道を歩きだした。藤菜も後に続く。

「さ、藤菜、歌ってくれ」

「はい」

　藤菜は軽く息を吸い込むと水すい晶しようのように透明な声で歌いだした。
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　心地よい余よ韻いんが残った。山の生き物、木をわたる風さえ藤菜に遠慮したかのように沈黙していた。月王と藤菜についてきた四十雀が高くさえずって静せい寂じやくを破った。とたんにあたりがざわめいた。喝かつ采さいを送るように木々の間から鳥の声、獣けものの動く音が聞こえてきた。

「あの小鳥がわたし達についてきております」

「ほんに物見高いやつじゃ。でも、ついてきてよかったの、すばらしい歌が聞けて」

　四十雀は楽しげにさえずって、二人を見おろせる枝にとまった。

「あの小鳥に名はないのですか？」

「そういえば顔見知りなのに名をつけておらなんだ。つけてやらねばなるまいの」

「どんな名をおつけになります？」

　藤菜がうきうきと尋ねる。

「つけるなら次郎丸じゃ」

「次郎丸？」

「そう、太郎丸はすでにおるゆえ次郎丸じゃ。おまえもそれでよかろう？」

　四十雀は一声高く鳴いて月王の頭上を飛んだ。

「月王は太郎丸という小鳥ともお友達なのですか？」

「太郎丸は鳥ではない。獣じゃ。山の草場におるやもしれぬよ」

「楽しみですこと」

　藤菜が楽しげに言う。月王は何かを言おうと口を開きかけたが結局何も言わずに足を進めた。その口元にはいたずらをたくらむ子供のような笑みが浮かんでいた。

　突然森が開けた。森の木々に囲まれてぽっかりと浮いたように緑の草原が広がっていた。

「さあ、ついた。ここは薬草の宝庫なのじゃ。たいていの薬草はここでそろう。教えるゆえ藤菜も摘んでくだされ」

「はい」

　月王は必要な薬草を藤菜に教え、二人はそろって草を摘みはじめた。多くの草の中から薬草を探すのは根気のいる仕事だ。月王も藤菜も一心に薬草を探し、摘んだ。次郎丸と名付けてもらった四十雀が草原に生えた低木にとまって二人を眺め、ときおり澄んだ声でさえずった。

　ゆったり時は流れ、暖かい空気が二人を包んだ。次郎丸がさえずる。月王は顔を上げた。次郎丸がまたさえずった。

「藤菜、次郎丸が藤菜の歌をねだっておる。おれも藤菜の歌が聞きたい。歌って欲しい。藤菜の歌は心がなごむ」

　月王は草を摘む手を休めて藤菜に身体を向けた。藤菜はほんのり頰を染めて頷くと姿勢を正して歌いはじめた。
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　天女の声はかくやと思わせる藤菜の歌があまねく響きわたった。次郎丸がそばの草のくきにとまってじっと藤菜を見ている。丸く黒い瞳は陽の光を弾はじいてキラキラ光っている。小鳥は何か言いたげに小さくさえずった。

「次郎丸が藤菜の歌をほめておる。このあたりで一番の歌上手じようずと言っておる」

「まあ、月王は鳥の言葉がおわかりになるのですか？」

「言葉がわかるのではない。気持ちがわかるのじゃ。藤菜も心をかたむければ聞こえるやもしれぬよ」

「そうできれば嬉しゅうございます。次郎丸の気持ちがわかったら、もっと親しくなれましょうに」

　藤菜は親しげに次郎丸を見つめた。次郎丸は藤菜に見られて落ち着きをなくし、耐たえきれなくなったかのように森の中に飛んでいってしまった。藤菜は肩をおとして吐息をもらした。

「次郎丸は人に見られるのに慣れていないのじゃ。がっかりすることはない。藤菜のそばにこれほど寄ったのじゃ。すぐに藤菜に馴なれよう」

　月王はそう言って藤菜を慰めた。それから摘んだ薬草を手で確かめると藤菜の方を向いた。

「もう充分であろう。藤菜の摘んだ薬草を見せてくだされ」

「はい」

　藤菜は薬草の入っている籠を月王に差し出した。月王はひとつひとつ丹たん念ねんに手で探った。月王の顔に感嘆の表情が浮かんだ。

「これは見事。ひとつも間違えておらぬ。薬草摘みに不慣れな者は必ず間違った草を摘むものだが……。藤菜はよく薬草摘みをするのか？」

「いいえ、菜さいにする草は摘みましても薬草はこれといって──」

　月王は少なからず驚いて藤菜の言葉を聞いていた。薬草には似た様相をなすものが少なくない。晴眼者は目だけにたよりがちで間違った草も摘んでしまう。藤菜が摘んだ薬草には一本の間違いもなかった。

「月王は獣や鳥の心がわかると言っておいででしたが、わたしはひょっとすると草の心がわかるのかもしれませぬ」

「草の心？」

「ええ、間違ったものを摘もうとすると、草が教えてくれたように思うのです。正しい草を摘むとそれは楽しい気分になりましたし……。草は人の役に立つのが嬉しいのですね」

　月王はまた驚いた。この娘は天地の声を聞く者のように、月王や千の太夫のように語っていた。月王は胸が熱くなるのを感じた。藤菜が自分と同族かもしれないという考えは、藤菜をより身近に感じさせた。

（水晶の、真珠の心は同族だから？）

　月王は藤菜のたぐいまれな美しい心を見ながら思った。そして、包み込むような笑顔を藤菜に向けた。

「藤菜の歌が心にしみるわけがわかったような気がする。藤菜の歌には言こと霊だまがあるのじゃ。ああ、おじいさまに藤菜を会わせたい。藤菜の歌に言霊が働いていることを知ったらどんなに喜ばれるだろう。言霊の力があればこの里はますます豊かになる」

　月王は熱にうかされたようにしゃべり、目をうるませている。物静かな月王は影もなかった。月王は自分の考えに夢中になっていた。

「藤菜、この歌を知っておるか？　言霊が込められた歌じゃ」

　月王は胸一杯息を吸い込み、ろうろうと歌いはじめた。豊かな声が草原に満ちた。
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「ああ、魂がゆさぶられるような歌です。とても──とても心地よい……」

　うっとり、陶とう酔すいして藤菜は言った。その顔が酔ったように弛し緩かんする。月王は藤菜の心が艶つやを増したのを見た。

（やはり藤菜は──。いやいや早はや合が点てんはならぬ。その判断を下すのはおじいさまじゃ。だが、言霊にこれほど左右されるはその証拠。おれの見立てに万にひとつの間違いはあるまいが──。──どうやら力が薄衣を付けたように眠っておるらしい。残念ながらおれには力を醒さます力がない──。ああ、おじいさま、おじいさま）

　月王の心は躍りださんばかりにはやった。肝かん心じんの藤菜はまだ夢の中にいた。

「藤菜、藤菜、しっかりするのじゃ。よいか、この歌を覚えて朝夕歌うとよい」

「歌……。この心地よい歌を？　どうしてでございますか」

「藤菜の魂がもっと美しゅうなる。それにもっと草木の声が聞こえるようになる。藤菜が心地よいと言ったこの歌は言霊の歌、魂の歌なのじゃ。これを歌えば藤菜はもっともっと美しゅうなっていくはずじゃ」

「美しゅうなれますか……」

「なれるとも！」

　月王は力を込めて言った。藤菜は自分を陶酔させた歌を覚える気になっていた。この歌には自分を変える何かがひそんでいるように思えたからだ。

　月王が歌い始めた。藤菜が後に続く。二人の美しい和声が波は紋もんのように広がっていく。
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　かさりと草が動いた。二人は歌うのをやめて音のした方に振り向いた。

　ひっと息をのんで藤菜が硬こう直ちよくした。そして反射的に月王にしがみついた。草の陰には巨大な灰色の狼おおかみが金色の目を光らせてたたずんでいた。藤菜は震えながら固く目をつぶった。

（狼に喰い殺される！）

　藤菜はますますかたく月王にしがみついた。

「太郎丸」

　月王が親しげに狼に呼びかけた。藤菜はつぶっていた目を開き、月王を見た。月王の顔にはやわらかな笑顔があった。
















「太郎丸……？」

「そうじゃ、藤菜に会わせると言っておった太郎丸じゃ。よう来たな太郎丸」

　巨大な狼はのそりと立ち上がると、ほんの少し二人に近づいた。藤菜はびくりと身体を震わせ月王に身をすり寄せた。

「恐れることはない。太郎丸は何もせぬ。おれの親しい友人じゃ。太郎丸ははぐれ狼でな、たった一頭で森の中で暮らしておる。太郎丸はおれと藤菜の歌を聞いてここに来たそうじゃ。おお、藤菜の歌をもっと聞きたいとねだっておる。次郎丸もか？　よしよし、藤菜はきっと歌ってくれる。のう藤菜」

　藤菜は恐る恐る狼を見た。狼は二人の目と鼻の先にすわっている。狼は静かにそこにいた。藤菜は次第に落ち着きを取り戻し、冷静に物事を見られるようになった。そして、自分が月王にしがみついていることに初めて気づいた。

「ご、ご無礼をいたしました。取り乱してお恥ずかしゅうございます」

　藤菜はあわてて月王から離れた。

「恥ずかしがることはない。太郎丸を見れば誰でも恐れる。けどな、太郎丸がそばに来るはおれとおじいさまだけじゃ。他の者には決して近づかぬ。それなのに藤菜にはこうして近づいておる。太郎丸は藤菜が気に入ったようじゃ。──太郎丸が歌のさいそくじゃ。藤菜、歌ってやってくれぬか」

「はい」

　藤菜は急いで気持ちを静め、呼吸を整えた。そして、月王を見て、静かに歌いだした。
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　藤菜がつかえると月王が助け船を出し、歌は終わった。灰色の狼は歌が終わると音もなく立ち上がり、一度、二人を振り返ると森に帰っていった。

「なんて力強く神秘的な獣なのでしょう」

「太郎丸はとても気け高だかい心をしておる。人などかなわぬほど高い心じゃ」

「ああ、それであのように輝いておりましたのね」

　藤菜は太郎丸が姿を消した森を見た。深い緑なす森は、あの狼のすみかにふさわしく、厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「太郎丸が藤菜に礼を言っておった。言霊の歌は太郎丸に力をくれたそうじゃ」

「まあ、本当でしょうか。わたしの歌で楽しませたり力づけたりできるなんて……」

「おれも存分に楽しませてもらった。里に来る猿さる楽がくなどよりずっと素晴らしい歌だった」

「ありがとうございます」

　藤菜の目にはうっすら涙がにじんでいた。藤菜は自分を人に不快を与えるだけの存在だと信じていた。その自分が人を楽しませるなど信じられないことだった。歌を歌うと夜叉からきつい折せつ檻かんを受けた。藤菜は人前で歌ったことがなかった。藤菜の歌を聞くのは、いつも草や木だけだった。藤菜は自分の歌が人を楽しませるのを知って、素直に喜びを感じていた。

「たいへん、日があんなに高くなって……。もう帰らねば御主人さまに叱しかられます。あの、お薬をお願いいたします」

「藤菜が叱られてはかわいそうじゃ、急いで戻ろう」

　月王は藤菜の手を取って立ち上がると急ぎ足で山を降りた。そして、家につくや採とってきた薬草を加えて薬を調合した。

「採ってきたばかりの薬草を使ったので、昨日のものとは少々味が違うが、ききめは同じじゃ。御主人にはそうお伝えしてくれ」

「ありがとうございます。──あの、これは些さ少しようでございますが、御主人さまから預かってまいりましたものでございます」

　藤菜は小さな袋を月王の前に置いた。月王はそれに触れると少しばかり顔を顰しかめた。

「砂金じゃな？」

「はい。御主人さまが昨日のお礼もするようにとおおせられて……」

「おれはこのようなものは受け取らぬ。里人からも受け取ったことはない」

　月王はきつく言って小袋を藤菜の前に戻した。

　そのとたん、藤菜は小刻みに震えだした。月王の怒りも気にかかったが、言いつけられたことをやり遂げなかったときの夜叉の怒りは、藤菜をもっと恐れさせた。

「お願いでございます。お納おさめくださいませ。これを受け取っていただかねばわたしは……わたしは……」

　ほとんど泣き叫ばんばかりに藤菜は懇こん願がんした。この砂金を持ち帰ろうものなら夜叉はどんな罰を与えるか想像もできない。身も凍こおる折檻が待っていることだけはわかっている。

「月王、なにとぞ……」

　月王は藤菜の切せつ羽ぱ詰つまった心を見て、ただならぬものを感じた。この小さな袋を受け取らぬことで藤菜のこうむる不利益は、尋常ではないことを察知した。月王は藤菜のためにしぶしぶ小袋を納めた。藤菜は幾度も礼を言い、薬をかかえて帰っていった。

　月王は手の中の小袋を握り、軽くため息をついた。人に薬を与えて礼をもらったのはこれが初めてだった。

（おじいさまに叱られてしまうな……）

　月王は無む造ぞう作さに小袋を薬箱に放り込んだ。

　誰かが近づく気配がした。月王が顔を上げると同時に戸が開いた。

「月王！」

　明るく弾はじけるような少女の声が月王に降り注いだ。

「小萩」

　夏の陽のように健すこやかで眩まぶしい少女が月王の前に立っていた。







　七、







「小萩はいつもけたたましいの。人の家の戸を開けるときは、戸を叩いて、声をかけて開けるのが礼儀ぞ」

「月王はばばのようにうるさい。よいではないか、わたしは盗とう賊ぞくではないのだから」

　月王はやれやれというように肩をすくめてみせた。小萩は勝手に上がり込んで、ちゃっかり月王の前に座っている。

「薬を作っておったのか？」

「そうじゃ。都のお方のことは聞きおよんでいよう。そのお方の薬じゃ」

「たいそう美しいお方と聞いた。月王に劣らぬ美しさじゃとみなが噂うわさしておる。でも、お供はそのお方にそぐわぬ醜い者どもであるそうな……。では、さきほど道ですれ違った者がその片割れか……。ほんに噂どうりじゃ」

　小萩はくっくっと喉のどを鳴らして笑った。

　月王はその声を聞いて露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。小萩は気立ては悪くない娘だが、自分の容姿にかなりの自信を持っていて、それが時に鼻につく。確かに小萩は誰もが認める美形だ。少しきつい目元とつんとした口くち許もとは小萩の性格をよく表していてすこぶる魅力的だ。

　だが、盲目の月王にとって容姿は何の意味も持たない。この少女はそのことにまるで気づいていなかった。

「何か用があって来たのであろう？」

「月王はすぐせかす。ゆっくり話をしてもよいではないか」

　月王は居い心ごこ地ち悪そうに身じろいだ。月王は密ひそかに小萩を苦にが手てにしていた。男おとこ勝まさりで勝気な小萩は、歯に衣きぬを着せることもなくものを言う。それはそれで潔いさぎよいのだが、その言いようが時に人を傷つける。月王はそれが気にかかっていた。

　──それからもうひとつ、月王が小萩を苦手とする理由があった。

　小萩はいつの間にか月王に身をすり寄せるようにすわっている。小萩の感情のゆらめきが刺さるように月王に伝わってくる。

　小萩は月王に想いを寄せていた。その想いは小萩の心の底に隠され、常人に知れることはない。小萩は自分の気持ちを露ほども表に出していなかった。月王と小萩は人目に仲の良い兄妹のように映った。小萩はせつない想いを心の奥に押し込み、決して他人に見せることはなかった。

　一方、心眼開く月王は、小萩の心にわきたつ炎のゆらめきを見るたびに、そこに隠されている熱い想いにたじろいだ。月王は小萩がそばにいることで、しだいに固く、硬直していく自分を止められないでいた。

「その籠かごの草は摘んできたばかりじゃな。今朝、摘んだのか？」

「そうじゃ、さきほど藤菜どのといっしょに摘んできた」

「あの都の……」

　小萩の心にチロチロ嫉しつ妬とがともった。月王はそれを見てほんの少し眉を寄せた。

「何か気に入らぬことでも？」

　小萩は自分の不快がすぐに月王に伝わったことにあわてながら答えた。

「月王と薬草を摘みに行くのは、わたしの役目なのに」

　小萩は口先をとがらせて月王を見た。星をはめ込んだような瞳が小萩を見返した。小萩は吸い付けられたように月王に見とれ、言葉をなくした。

　月王の瞳に見つめられれば誰もが目を離せなくなる。それほど月王の美び貌ぼうは際きわ立だっていた。非の打ち所のない目鼻だち。婦女のように垂髪すべらかしにしてある黒絹の艶を持つ髪。小萩は魅入られたように月王から目を離さない。

　ふっと月王は目を逸そらした。自分の見えない目が小萩を釘くぎ付づけていることに気づいたからだ。

　月王の眼差しから開放された小萩が、呪じゆ縛ばくから解かれたように吐息をついた。その目がしっとり潤うるんでいる。月王は小萩から身体を離すようにして座る位置を変えると形良い唇を開いた。

「薬草が足りなかったのじゃ。それゆえ、干した方がよい草もそのまま使った。小萩に手伝ってもらいたくても時がなかったのじゃ」

「それでもつまらぬ。あの都みやこ者ものより、わたしの方が上手じようずに薬草を摘むのに」

　小萩は不満を隠さなかった。自分以外の女が月王のそばにいたというだけで気に入らないのだ。月王のそばにいる者はたとえ男の須佐でも気にくわない。月王のそばにいるのは小萩自身でなければならなかった。

　月王は小萩の心の激しさを感じてたじろいでいた。無邪気を装よそおう表面に反して、紅ぐ蓮れんの炎が渦うず巻まく内面の心。月王は怖おそれさえ感じた。月王は次第に息苦しくなっていくのに耐えきれず、立ち上がった。

「小萩、外に出よう。今日は天気が良い。摘んできた薬草を干すには絶好の日和ひよりじゃ。そなたも手伝っておくれ」

「うん！」

　小萩は機き嫌げんを直し、月王について外に出た。小萩は手慣れた様子で月王を手伝う。ムシロの上に行儀よく薬草を並べてしまうと小萩は手をはたきながら立ち上がった。

「ほんに良い天気じゃ。この分だと今年も豊作じゃ」

　小萩は空を仰あおぎ見た。そして、くるりと月王に振り向いた。

「今日たずねたは、田のことで問いたいことがあったからじゃ。おとうが月王の意見を聞いてこいと言うのじゃ」

　小萩はようやく訪問の理由を言った。月王は並べてある薬草に手を触れ、位置を確かめていた。その手を止めて顔を小萩に向けた。

「問いたいこと？」

「うん、水路のことじゃ。去年から畑仕事の合間に掘ってきたのじゃが、それをゆるゆるやってよいか、それとも、はようやってしまった方がよいかと。はようやるなら今年は大おお根ねの手入れをしてやれぬ。大根は太らぬ。秋にとれる作物はみな手をかけられぬ。おとうは夏の水の心配をしておるのじゃ。月王の季節読みで日照りはないとわかっているが、去年、田を広げたゆえな……。秋の作物も大切だけど、米はもっと大切だからの」

「わかった。日と風に聞いてみる。少し待て」

　月王は結けつ跏か趺ふ坐ざの形にすわると目を閉じ、印を結んだ。ついで、大きく息を吐き出し精神統一する。あたりが張り詰めた空気に包まれる。一文字に結ばれた口が動き、日天咒しゆと西北方風天咒がとなえられた。





あまねき諸仏に帰命してたてまつる──




南ナウ莫マク　三サン漫マン多ダ　没ボ駄ダ喃ナン　阿ア爾ニ怛チヤ夜ヤ　娑ソワ訶カ

南ナウ麼マク　三サン曼マン多ダ　没ボ駄ダ喃ナン　婆バ耶ヤ陛ベイ　娑ソ縛ワ賀カ






　凛りんとした声が止まった。それと同時に一条の光が月王を包み、月王の身体が黄金に輝いた。輝く月王の身体から清せい涼りような風が起こった。あたりの景け色しきは消え、黄金色の月王だけがいた。

　小萩は輝く月王を見るために目を細め、風が巻き上げる髪を押さえた。風は徐々に強さを増し、小萩はこらえきれずに目を伏せ、身体を伏せた。





吽ウン！






　鋭い音が月王の喉から発せられた。小萩は恐る恐る目を開いた。伏せていた身体を起こし、あたりを見回した。何も変わっていなかった。樹間では小鳥がさえずり、陽はいつものように天からそそいでいた。ムシロに干した薬草もそのままだった。小萩は肩に触れる手を感じて振り向いた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　月王の心配そうな顔が小萩を覗のぞいた。

「う……ん、大事ない。まことにすさまじい。いつもと違う。これが咒の力なのか？」

「いつもと異なるは遠い夏のことを尋ねたからじゃ。小萩、日と風が答えてくれたぞ」

「で、何と？」

　小萩が身を乗り出す。作物のできにかかわる重要なことだ。小萩は月王の言葉をじっと待った。

「今年の夏は暑うなる。──したが、稲を枯からしたりはしない。ほどよく雨を運ぶと風が言っておる。ゆえに水の心配はない。水路は夏までひかずとも大事ない。この里は川もあり、湧わき水も多い。水に聞いておらぬが日と風が雨を運んでくるゆえ心配なかろう」

　小萩は安心したように頰笑んだ。秋の作物も稲も同様に収穫できるという確信を得た笑みだった。

　月王は小萩の心のゆらめきで小萩の表情を知った。月王は小萩につられるようにして頰笑んだ。その微笑がまた、小萩を魅ひきつけたことを知る。月王は自分を見たまま動かない小萩に声をかけた。

「小萩、早くおとうに話した方がよい。首を長くして待っておられるのではないか？」

「う……うん、そうじゃな。今、苗代の手入れをしておるはずじゃ」

「田植えが近いからの」

「昨年は豊作だったから、今年は殖うえる人ひとをたくさん雇やとえる」

「小萩は殖うえ女めになるのか？」

「もちろんじゃ。月王の田にも行くからの」

　月王は何も言わずに頰笑んだ。月王の田には里中から大勢の娘が殖女としてやってくる。月王の田は里のどこよりも早く田植えが終わるのが、この数年の通例になっていた。

「じゃ、帰る。月王、今度はいつ薬草取りに行く？」

「明日もまた行こうと思っておる。今日は急いでいたゆえ、あまりたくさん摘めなんだ。この季節にしかない草もある。これからは行けるときにいつも山に行こうと思う」

「うん、わかった。明日、わたしの仕事が終わったらきっと行くからの」

　小萩は念を押すように言うと月王の家を後にした。

　帰り道をたどりながら小萩は明日のことに思いをはせてクスクス笑った。足取りは軽く心は弾んだ。小萩は知らず歌を口ずさんでいた。

　月王の家に続く小道を出てすぐ、小萩は行く手を何者かに塞ふさがれた。小萩は驚いて足を止めた。

「月王のところへ行っておったのか」

　小萩を遮さえぎった者は言葉鋭く尋ねた。里さと長おさの息子の比古丸だった。比古丸は三人の取り巻きを従え、小萩の前に立ちはだかった。比古丸は異様に目をぎらつかせて小萩を見つめている。

「月王のところへ行っておったな」

　断定するその声にはいらだちがあった。

「そうじゃ」

　小萩はわけのわからない重圧をかけてくる比古丸に負けまいと足を踏みしめて答えた。その答えを聞いた比古丸の顔がわずかに歪ゆがんだ。

「何しに行った」

「何でもよかろう。比古には関係ないことじゃ」

「何しに行ったのじゃ！」

　比古丸はかみつくように言った。

　びくり、と身体を震わせ、小萩は一歩後ずさった。小萩は比古丸の怒気に後ずさりながらも彼を睨にらみ付けた。そして気き丈じようにも比古丸の目にひたと視線を止めた。

「なぜ怒ど鳴なる、なぜ怒る。なぜそのような顔をするのじゃ。わたしが月王のところへ行くのになんの不ふ都つ合ごうがあると言うのじゃ！」

　今度は比古丸がたじろぐ番だった。比古丸は一いつ瞬しゆん困ったように眉を寄せたがすぐに言い返した。しかしながらその言いようは先程とはうって変わって穏おだやかだった。

「怒るな小萩。おれの言いようが悪かった。おれはただ、そなたがなぜ月王のところへ行ったのか知りたかっただけなのじゃ」

「変なお人じゃ、比古は」

　小萩は怒りを鎮しずめた比古丸を見て、緊張の糸をほぐした。

「月王をたずねたは、水路のことで相談があったからじゃ。おとうが……」

「水路！　水路！　水路！」

　比古丸は小萩の言葉を強く遮さえぎった。その顔は新たな怒りで彩いろどられていた。

「種まきから刈り入れ、何から何まで月王じゃ。里人はなんであんなやつをたのみにするのじゃ。あんなつまらぬやつ──。小萩、聞け。もう月王をたよるのはやめよ。都から来た夜叉どのにこれからは相談するのじゃ。あのお方はたいした通力をお持ちぞ。都の大だい陰おん陽みよう師じのお弟子ぞ。月王など足元にも及ばぬわ。よいな、月王のもとに行くのはこれきりにするのじゃ」
















　比古丸は燃え立つ目で小萩を見据え、小萩の腕を摑つかんだ。比古丸の手は容よう赦しやなく小萩の腕を絞しめていた。

「痛い！　何をする。その手を離せ」

　小萩の悲鳴に比古丸は、はっとしたように手を離した。小萩は腕をさすり、怒りで顔を赤く染めて比古丸を睨み付けた。

「わたしが誰に相談をしようと比古丸には関係ない。さしずされるいわれもない。わたしは行きたいときに月王のところへ行くし、話したいときに話す。いらぬお世話じゃ。さあ、そこを通せ。おまえの問いに答えたのじゃ。もう用はないはずじゃ」

　小萩の勢いにたじろいだ比古丸の脇わきを抜けて、小萩は振り返りもしないで駆かけ去った。比古丸はぼんやり小萩の後ろ姿を見送った。

「ふええ、なんと気の強いおなごじゃ。比古はまこと、あの小萩が好きなのか？」

　今まで黙って事の成り行きを見ていた取り巻きの一人が言った。比古丸は発言した若者をジロリと睨んだ。しかし若者はそれに気づかず喋しやべりつづけている。

「里で一、二を争う美形だと言っても、ああ気が強うては手た綱づなをさばくのが大変じゃ。おれならおとなしい若苗の方がいい」

「おい、三さん蔵ぞう」

　仲間の一人が喋りまくる若者の脇腹をつついた。三蔵と呼ばれた若者はようやく比古丸の視線に気づき、沈黙した。

「おれは小萩を好いておる。おれの嫁は小萩だと決めておる。多少気の強いおなごでなくば、里長を務める我が家ではつとまらぬ。おれは小萩を何より大事に思うておるのに、あやつめは月王、月王じゃ」

　比古丸が言い終わるや取り巻き三人は、口々に月王をこきおろした。

「あんな目の見えぬやつのどこがよいのであろう。おれにはわからぬ」

「千の太夫さまほどの通力があるわけではなし、気が知れぬ」

「小萩やおなごどもだけではない。近頃では里の者がみんな月王、月王じゃ。千の太夫さまゆかりの者とて大事にしすぎじゃ。次の里長になる比古こそ大事にせねばならぬ。なあ、そう思わぬか？」

「おお！」

「そうじゃとも」

　三人は満足ゆく結論に達したとばかりに頷うなずき合った。

　比古丸は小萩に唐からわたりの玉ぎよくを贈るために小萩に会いにでかけた。唐わたりの玉は小萩の顔にかわいらしい笑顔をつくり、唇くちびるは比古丸を讃たたえるに違いない。そして、高価で貴重な贈り物をくれた比古丸を小萩は好いてくれる……。そんな想像をして比古丸は幸せにひたっていた。

　しかし、小萩がたどってきた道がどこへ続いているか知ったとき、比古丸の甘い想像は霧む散さんし、苦いものへと変わった。小道から現れた小萩は比古丸が見たこともないほど美しく輝いていた。比古丸は小萩にそんな顔をさせる月王に強い嫉妬がわき上がるのを止められなかった。

（おのれ、月王。里人の信頼だけでなく小萩までおれから奪うばおうてか！　許さぬ。そのようなことは断じて許さぬ！）

　比古丸の胸に黒い炎が燃え上がった。黒い炎の熱は、それまでにも歪んでいた比古丸の心をさらに歪めた。

　比古丸は憎しみのこもった目で、月王の住むあたりを睨み付けた。










「ほう、わずかだが、まがまがしい波動を感じる。この里には珍めずらしいことよ。まがまがしい心は繰りやすい。……嬉うれしやのう」

　夜叉はかたわらに控える阿史に笑いかけた。阿史は主人の顔を食い入るように見つめ、ニタリとだらしなく笑った。

　夜叉は都で暮らしていたときと同じように美しく装い、優雅な生活を営いとなんでいた。都の館には及ぶべくもないが、里長が届けてよこした調度類や几き帳ちようを置き、持参した香をくゆらせ、都の暮らしを再現していた。しかし、千の太夫の結界を破るために消しよう耗もうした活力は、一夜明けた今も戻らず、夜叉は臥ふし所どに伏したままだった。

「つらい……。ああ、何か喰わねば気力が衰え呪じゆが使えない」

　夜叉はゆらりと身体を動かし褥しとねに横になった。

「ただいま戻りましてございます」

　几帳の陰から藤菜の声がした。夜叉は閉じていた目をカッと開くと驚くべき素早さで起き上がり、藤菜の前に立った。少し前の弱々しさはどこにもなかった。

　藤菜は目の前に立った主人をあおぎ見た。夜叉の手が高く上がったかと思うとその手が激しく藤菜の頰を打っていた。藤菜の身体は縁までころげた。

「薬を取りに行かせたは朝早くそ！　間もなく昼じゃ。今まで何をしておったっ！」

　夜叉は目を剝むいて藤菜を睨み付けた。藤菜は身体を起こし、深く平伏して夜叉に答えた。

「申しわけございませぬ。薬にする薬草が足らぬとのことゆえ、月王を手伝って薬草を摘んでおりました。薬はこのとおり月王に調合していただきました。阿史、これを……」

　藤菜は阿史に薬の包みを渡した。夜叉はすっと目を細めて藤菜を見る。

「それで、砂金はきちんと手渡してきたであろうな」

「はい」

「千の太夫とやらはおったか？」

「いえ、不在の様子でございました」

「そなた、月王と親しくなったのか？」

「はい──いえ……」

　藤菜はますます頭をたれた。夜叉の目が奸かん計けいを宿して光った。口許には不気味な笑みが浮かんでいた。

「藤菜、月王と薬草を摘んだと申したな」

「は……はい」

「わたしの身体は当分月王の薬が必要じゃ。そなたは毎日月王がもとに通い、薬草について学ぶがよい。この家のことは阿史にまかせるゆえ、しっかり学ぶのじゃ」

「あ、あの……」

「しかと申しつけたぞ。阿史、でかける。用意いたせ」

　夜叉は藤菜に背を向け、部屋を出ていった。

　藤菜は夜叉に打たれた頰に手を当てた。頰は熱く、触れただけで鈍にぶく痛んだ。藤菜は知らず、月王から教えられた歌を小さく口ずさんでいた。





ひふみよ　いむなや

…………






　心が不思議に落ちついた。頰の痛みも薄らいだような気がした。月王のもとへ毎日通える──。夜叉の申し渡しに首を傾げながらも月王に毎日会いに行ける口実ができたことを喜んだ。

　夜叉と阿史が出掛ける気配がした。屋敷には藤菜一人が残された。





ひふみよ　いむなや

ことも　ちろらね……






　藤菜は喉を精一杯開いて月王とともに歌ったように歌った。





しきる　ゆゐつ

わぬそを　たはくめか

うおゑに　さりえて……






　澄んだ声は屋敷中に染みていった。隅すみに淀みかけていた瘴しよう気きが霧散していく。藤菜の声は屋敷を浄じよう化かした。

　藤菜は何かに取りつかれたかのように繰り返し言こと霊だまの歌うたを歌った。







　八、







　芽め吹ぶいて間もない若葉が降りそそぐ陽をやわらかく通し、本来は暗い森を明るくしている。この季節だけに許されている森の姿だった。明るい森は小さな植物を育て、そこに住む獣けものや鳥たちを活動的にしていた。

　──ところが

　いつもなら樹間でさえずる鳥の声や、灌かん木ぼくを駆け抜ける獣の気け配はいがするはずなのに、森は異常なまでに静まり返っていた。ここに住む獣や鳥が死に絶えたかのような不気味な静けさだった。

　そんな絶対的な静せい寂じやくの中、ともすれば見落としそうな獣けもの道みちをたどる二人連れがいた。一人は身分卑いやしき奴やつこ、いま一人は薄色に藤の花を織った狩かり衣ぎぬ姿のとうとい身分を思わせる人物だった。あやなす狩衣姿の人物は病身であるかのように奴に肩を借りていた。

　身分卑しき奴は阿史、そしてもう一人は花のような顔の下に魔を隠す夜叉だった。夜叉は生の気の濃い樹間を見やって青白い顔に喜き悦えつの表情を浮かべた。二人はおもむろに歩みを止めた。

「ここらでよかろう。阿史、座らせてくれ」

　夜叉は苦しそうな息をして言った。阿史が夜叉の手を取り、宝物を扱うように座らせた。夜叉はしばらく目を閉じ、呼吸を整えていたが、息が楽になるとゆっくり目を開いてあたりを見回した。目立たぬように阿史が脇に控えている。夜叉はヒクヒクと形のよい鼻をうごめかせた。そして、ニタリと笑う。

「たんとひそんでおるわ。阿史、行け。我が呪じゆ詛そにかかっている獣を集めるのじゃ。獣は大きいほどよい。わかっておるな」

　夜叉が命じると、日頃の愚ぐ鈍どんな動きからは想像もつかない素早さで阿史は姿を消した。

　そして四半刻とき──

　阿史が戻ってきた。阿史の肩には大きな牡お鹿じか、両手には丸々と太った兎うさぎが一羽ずつ握られていた。

「阿史、はよう……」

　夜叉はもどかしげに両手を差し出した。阿史は両手の兎をうやうやしくささげた。二羽の兎は彫ちよう像ぞうのように硬こう直ちよくしている。死んでいるのではない。かすかであるが呼吸をしている。夜叉の手に渡ったとたん兎は激しくもがき始めた。

「おおう、金かな縛しばりの呪じゆを解いたとたんこの元気じゃ」

　夜叉は嬉しそうに笑った。開いた口くち許もとから白い牙きばがのぞき、細めた目は血の色をしている。夜叉はかっと口を開いた。その口が耳まで裂け、太い二本の牙がぎらりと光った。高貴な顔がまぎれもない鬼に変へん貌ぼうしていた。

　夜叉は獰どう猛もうな牙を兎につきたてた。ボトボト血がしたたり、豪華な狩衣を赤く染めあげていく。兎はひくひくと痙けい攣れんし、やがて静かになった。夜叉は動かなくなった兎の身体を二つに裂き、捨てた。夜叉の手でもがいていたもう一羽の兎はいつの間にか仮死状態になっていた。夜叉はそれを阿史めがけて放った。阿史はそれを受け止め、阿呆のように夜叉を見た。

「わたしの手が活力を吸ってしまった。そんなものの血はいらぬ。おまえにやる。さあ、次のそれ……鹿をよこすのじゃ」

　阿史は彫像のような鹿を夜叉の前に置いた。夜叉の喉のどがあさましく鳴る。夜叉は兎の血で赤く染まった口をひとなめすると鹿に触れた。たちまち呪が解けて鹿は逃げだそうとした。夜叉は鹿をがっしりと抱きとめ、暴れる鹿の喉に喰らいついた。夜叉の口の端から血がしたたる。逃げようともがいていた鹿はやがて沈黙した。夜叉は頭を一振りして鹿の首を喰いちぎった。そして、不満もあらわに腹を裂いた。

「たらぬ！　こんな獣ではたらぬ！」

　夜叉は引き裂いた鹿の身体を足元に叩きつけた。血の臭気があたりに立ち込める。夜叉はいらいらしたように手についた血をなめる。頰がひくりと動いた。夜叉は顔を上げ、野獣のようにあたりをうかがった。

「呪をとなえる者がおる……」

　夜叉はとがった耳を四方に動かす。

「あの方向じゃ」

　夜叉はぴたりと指さした。つられて阿史も頭をめぐらせる。その口は夜叉に与えられた兎の血で真っ赤に染まっていた。

「ふん、少しは力が戻ったようじゃ。月王の薬を飲んだときとは別の力がわいた。──ええっ、うるさや！　いまいましや！」

　夜叉は耳を塞ふさいで地に伏せた。やがて頭を上げた夜叉は雅みやびやかな公きん達だちの顔に戻っていた。

「あの呪、千の太夫とやらに違いない。──さて、どれほどの通力があるかためしてみなければならぬ。ためさねば動けぬ。人を喰えぬ……」

　阿史は夜叉の言葉にいちいちうなずきながら兎に喰らいついている。それを見た夜叉が目をつり上げた。

「見苦しい！　いいかげんにせよ」

　夜叉は阿史を怒鳴りつけ、足あし蹴げにした。阿史の身体は毬まりのようにころがった。阿史は手にしていた兎を捨てて、うかがうように夜叉を見上げる。夜叉は阿史を忘れたかのようにぶつぶつと呪をとなえ始めていた。

　夜叉の足元から霧がたちこめ、夜叉をはじめあたりをすっぽり包んだ。霧は妖あやしげに渦うず巻まき、突然消えた。晴れた霧の中から現れた夜叉には一滴の血もついていない。引き裂かれた兎と鹿の死体もどこかに消えていた。

　阿史は蹴られた腰をさすりながら夜叉を見ている。その阿史にも兎を喰った痕こん跡せきは跡形もなかった。

　夜叉は自分の姿が改まったことを知ると、また呪をとなえた。





オン！






　空気が激しく振動した。昨夜、式神が現れたときより大きく空気がうなった。生臭い血の匂いとともに幾匹もの赤い影が夜叉の前に現れた。赤い影はピチャピチャといやらしい音をたててじっとたたずんでいる。夜叉は満足げに頷いた。

「冤えん鬼きよ、あの呪の声が聞こえるか？」

　ぐ……ぐ……

　くぐもった声が答える。夜叉は不気味に笑った。

「あの声の主、喰ろうてまいれ。骨も残さず、髪の一筋さえも残さず喰ろうてくるのじゃ。行けっ！」

　夜叉の命令に赤い鬼は森の中に消えていった。

「冤鬼に喰われるなら上々じゃ。さすればこの里は、我が思いのままじゃ。冤鬼が討うたれたなら──。また考えねばならぬ。さてものう……」

　夜叉はじっと冤鬼の消えた樹間を見つめた。










　千の太夫は咒しゆを発するのをやめ、全神経をとがらせてあたりをうかがった。太夫の張りつめた神経に触れるものがあった。太夫は神籬ひもろぎに近づいてくる魔を感じた。強力な結界が張ってあるにもかかわらず、魔はじりじりと近づく。太夫は目を閉じ、刀とう印いんを結んで九字を切った。





臨りん　兵びよう　闘とう　者しや　皆かい　陣じん　裂れつ　在ざい　前ぜん






　グワッと声をあげて魔が退ひく。太夫はすかさず大だい三さん昧ま耶やをとなえ、大結界を結ぶ。





唵オン　商シヤウ迦ギヤ隷レイ　摩マ訶カ三サン昧マ焰エン　娑ソ縛ワ賀カ






　神籬の周囲に張りめぐらせた結界に重ねて張られた結界を前に、冤鬼はなすすべもなく立ち往おう生じようをしている。千の太夫はぼうっとゆらめくまがまがしい赤い鬼を睨にらみ付けた。

『冤鬼か！　我が肉を喰らいにまいったのじゃな』

　千の太夫は目の前に群がる赤い鬼が、里に入り込んだ魔の放った眷けん属ぞくであることを見抜いた。

『わしはおまえらの主あるじを知らぬというに、おまえらの主はわしを襲わせる……。が、簡単にわしを倒せると思ってもらっては困る。わしはこの里を守らねばならぬでな。いずれはおまえらの主と闘わねばなるまいが、とりあえずはおまえらを討ち滅ぼそうか……』

　千の太夫の心話を解するのか、冤鬼達の赤い色が毒々しい色に変じた。

　ぎ……ぎぎぃ……

　冤鬼が一斉にざわめく。ぬらりと赤い色がうごめきあう。千の太夫は印を結び被ひ甲こう護ご身しん咒しゆをとなえた。





唵オン　縛バ日ザ羅ラ疑ギ爾ニ　鉢ハ羅ラ捻チ跋ハ多タ野ヤ　娑ソ婆ワ賀カ






　千の太夫の身体を黄金の光が包んだ。見えざる金こん剛ごうの智火が太夫の身体を鎧よろった。この世にあるどんな鎧よろいより強い天上の鎧だ。太夫は結界の外に出た。

　ウワァーンという風鳴りとともに冤鬼が太夫を囲った。冤鬼はジリジリと包囲を縮めてくる。冤鬼の中には包囲を縮めながら妖気を当てるものがいた。冤鬼が放った妖気は千の太夫がまとっている鎧にことごとくはね返される。

　ぐおおーん

　冤鬼が吼ほえ、太夫に襲いかかった。ぬらぬらと赤い鬼が八方から太夫に躍おどりかかる。太夫は機敏に冤鬼の攻撃をかわしながら刀印を結んだ。その指先に真白い光がともった。

　がっ！
















　巨大な口と化した冤鬼が太夫の喉を狙ねらって飛んだ。鰐わにのような口が太夫の眼前にせまる。印を結んだ太夫の手が上段から一気に振り下ろされた。

　ぎゃあああっ

　冤鬼は真っ二つに裂け、地面に落ちた。それを皮切りに冤鬼は火の粉のように太夫に襲いかかってきた。太夫は右に左に身を躍らせて、冤鬼を片端から切っていく。高齢の老人とは思えない身のこなしだった。そして、振り下ろされる太夫の手はさながら名刀の切れ味をみせた。あたりはどす黒く色を変えた冤鬼とそのうめき声であふれた。太夫は最後の一匹をたおすとゆっくり印を解いた。そして新たに印を結びなおし、厳おごそかに、いっさいを浄化する一いち字じ金きん輪りん王おう咒しゆをとなえた。





曩ノウ莫マク　三サン滿マン多ダ　没ボ駄ダ南ナン　唵オン　歩ボ魯ロ唵ン






　かっとあたり一面が黄金色に輝いた。太夫の姿も消え黄金色の光だけが残った。光はしばらくとどまり突然消えた。太夫は目を閉じ、印を結んだままだ。太夫に切られた冤鬼はその色を、どす黒い赤から清浄な白色に変えていた。

『おまえたちの浄化は終わった。天に帰るがよい。今度地上に生まれるときは決して人を恨うらむではないぞ』

　千の太夫は印を解いた。それを合図に冤鬼だったものは白色の光となり、ふわりと舞い上がった。太夫は天を目指して登っていく白い光を慈じ愛あいの眼まな差ざしで見送った。

『人を恨み、地じ縛ばくされた霊魂は鬼になりとうなくても利用される……あわれよの』

　千の太夫は声なく呟つぶやいた。その顔は苦痛にあえぐ病人のように歪ゆがんでいた。

　太夫はすべての光を見送ると結界を張った神籬ひもろぎの中に戻った。太夫は結けつ跏か趺ふ坐ざの形に座ると机き上じようの水晶玉を取った。赤児の頭ほどもある水晶玉に太夫は念を送る。水のように透明な玉に小さな乳白色の濁にごりが生じた。乳白色の濁りは少しずつ大きくなり、やがて玉全体が真珠のように白くなった。

『あの二人連れは……。里の者ではないようじゃが……。おお、昨日月王が言っておった都の──。なぜ、あのようなお方が里の者もめったに入らぬこんな山奥へ？　なんと！　あのお方の邪じや気きのすさまじさよ。したが魔の気はたっておらぬ。月王の言っておったとおり、あのお方は人じゃ。間違いなく人じゃが、人にあるまじき邪気。──疑って悪いが少し見張らせてもらおう。冤鬼のことといい少し間がよすぎる』

　千の太夫は水晶を机上に戻し、印を結んだ。気の声が蓮れん華げ母ぼ心しん咒しゆをとなえる。





唵オン　阿ア盧ロ力リ迦キヤ　娑ソ縛ワ賀カ






　ぽうっと青い灯がともり、その中から青い小鳥が生まれた。自在に音を観み、世を観るもの──すなわち太夫の目と耳となるものである。小鳥は太夫の肩にとまり、澄んだ黒い瞳で太夫をじっと見つめた。

『ご苦労なことじゃがわしの代わりに都のお方を見張っておくれ』

　式神の青い小鳥は一声鳴いて空の中に消えていった。

　太夫は小鳥を見送り、ふっと息を吐いた。魔は巧こう妙みように隠れ、その正体を探るのは容易ではなかった。太夫の必死の祈りにもかかわらずその片へん鱗りんさえつかめていない。太夫が山を降りるのはまだまだ先のことだった。魔を探りながら、魔との戦いに備えて自らを刀のように鍛えねばならない。魔がどのように攻めてくるかさすがの千の太夫にも皆かい目もく見当がつかなかった。

『月王、里に入り込んだ魔は思いのほか強大じゃ。決して油断するでないぞ』

　千の太夫は月王に届かないのを承知で心のありったけで叫んだ。太夫は月王の住む方角を見、神仏の加護を願った。










「阿史、冤鬼はすべて討たれてしまった。千の太夫とやらにはかすり傷ひとつ付けられなんだようじゃ。…………。帰る。思ったより大きな通力を持つとみゆる。いつまでもこんな所におっては正体を知られてしまう」

　夜叉は森に入ってきたときとは別人のように足早に道を引き返していく。音も立てず飛ぶように歩く夜叉の後を、阿史はがさがさとやかましい音を立てて追っていた。

　その二人を更に追うものがいた。美しく澄んだ瞳は二人をとらえて離さない。青い小鳥は高らかにさえずった。そして二人の後を追って力強く羽ばたいた。







　九、








賤しず家やの小こ菅すげ　鎌もて刈らば

生おひむや小菅　生ひむや　生ひむや小菅

天あめなる雲雀ひばり　寄り来や雲雀

富とみ草くさ　富草持ちて






　美しい歌声が山の草原にこだまする。森と草原の境目に、森に住む獣や小鳥がひそやかに集まっていた。彼らは繁しげる草や重なる葉に身を隠して草原の一点を見つめ、高く透明な声と、低くよくとおる声がかもしだす絶妙な和声にじっと耳を傾けていた。

「藤菜、今度は何を歌う？　そうじゃ、都のはやり歌を教えておくれ」

「でも、わたしが都を離れましてからだいぶたっております。今は別の歌がはやっておりましょう」

「藤菜の歌が聞きたいのじゃ。ほれ、太郎丸も次郎丸も藤菜の歌を催さい促そくしておる。さあ、歌っておくれ。藤菜の歌を聞きながら草摘つみしよう」

　藤菜は頰笑んで頷うなずいた。藤菜が歌うと知って次郎丸が嬉うれしそうにさえずった。

　藤菜の心が光度を増した。月王は見えない目を眩まぶしそうに細めた。

　この数日で藤菜の心はますます美しくなった。玉が磨かれるようにきらめきを増していた。藤菜の心は歌を歌うとますます輝きを増す。月王はそれを見たくて会うたびに藤菜に歌をせがんだ。

　藤菜の歌を歓迎しているのは月王だけではない。このあたりをすみかにしている獣や鳥も藤菜の歌目当てに集まっていた。四し十じゆう雀からの次郎丸などは今ではすっかり藤菜に馴なれ、ずうずうしく肩にとまるまでになっていた。

　藤菜がすっと息を吸い込んだ。





茨うばら小こ木ぎの下には　鼬鼠いたち笛吹く　猿奏かなづ

稲いな子ご丸まろは拍子打つ

蟋蟀きりぎりすは鉦しよう鼓ご打つ






　藤菜が歌いだすと草原の一いつ切さいが沈黙した。あたりの音という音がなくなり藤菜の歌だけがとうとうと響いた。月王は草を摘みながら藤菜の歌に聞き入った。

（やはりおじいさまと同じだ。藤菜の歌には魂たましいや空気を浄化する力がある）

　月王は自分を包む空気が甘く変わっていくのを肌で感じた。そしてますます確信を濃くした。藤菜は自分たちと同族である──と。しかし、見み極きわめは千の太夫にゆだねねばならない。月王は太夫の帰りを一日千秋の思いで待っていた。

「月王、何を考えておいでです？」

　いつの間にか藤菜が月王のかたわらに来ていた。月王は藤菜の息づかいを感じて胸を高鳴らせ、頰を赤らめた。

「まあ、月王はずるい。籠かごに入っているのは野の蒜びるではありませんか。わたしにばかり薬草を摘ませておられましたのね」

「いや、あの、その……」

「さあ、籠の中をもっとよくお見せなさいまし」

　藤菜は籠を隠すようにおおった月王の手をどけようとした。月王は籠を奪われまいと必死に隠す。藤菜は是ぜが非ひでも籠を取ろうとする。二人は子猫のようにじゃれ合いながら籠の取り合いをした。

「あっ！」

　二人は同時に叫んだ。月王の籠が宙高く飛んでいた。籠は落ちて中身があたりに散乱した。

「申しわけございません。すぐ拾ひろいます」

　藤菜はあわてて籠を拾いに行った。

　月王の手の上に乗っていたやわらかな手が離れた。ふわりと甘やかな想いが月王の全身をひたした。藤菜のぬくもりが残る手の甲がひどく熱い。月王は藤菜の手が触れていた所に自分の手を重ねた。甘やかな気持ちは胸に集まり、頰をも熱くした。

　藤菜は一心に飛び散った草を拾い集めている。月王は藤菜の隣となりにかがみ、いっしょに草を拾いはじめた。

　藤菜を身近に感じるだけで月王の心は熱く波立った。今まで感じたことのない心のざわめき──。ふと、月王は手を止めた。こんな心の動きをどこかで見たことがあった。どこでだったか。──思い出せない。月王は軽く頭を振り、考えるのをやめた。甘やかな波立ちは月王を支配したままだ。月王は甘い波の中におのれをたゆたわせた。

「これで全部拾えました。──まあ、月王、どうなさったのです？　お顔が赤くなっておられます」

　藤菜が心配そうに月王の顔を覗のぞき込んだ。月王はあわてて身を引き、顔を伏せた。

「な、何でもない。陽が暑いゆえ、赤くなったのであろう」

「ほんに、今日も良い天気。夏はすぐ近くに来ておりますな」

　藤菜は額ひたいに手をかざして空を見上げた。ここからは見えないが、里の田には青々とした稲が育っているはずだ。

「田植えが終わって里の皆様は、さぞ、ほっとなさっておいででしょう。この里の田植えのにぎわしさには驚いてしまいました。美しい植うえ女めが大勢で歌うさまは、まことに見事でした」

「里の者が忙いそがしくなるのはこれからじゃ。畑の物の収穫や、田の草取り。休む間もなくなる」

　月王は籠をしっかり抱えて立ち上がった。

「藤菜」

「はい」

「これを。半分はわぬしのものじゃ」

　月王の手には野蒜が握られていた。それを藤菜の眼前に突き出す。

「まあ──。わたしの言うことなど真に受けますな。さっきのはほんの戯ざれ言ごとでしたのに。野蒜、お好きなのでしょう？　お顔にそう書いてございます」

　藤菜は明るく笑って月王の手を押し戻そうとした。が、月王は手を引こうとしない。藤菜は月王が引かないのを知ると野蒜をそっと受け取った。

「では、お言葉に甘えていただきます。実はこれ、わたしも好物なのでございます」

「そうか、藤菜も野蒜が好きか」

「はい。ゆでて酢す味み噌そで食べるのが好きでございます」

「おれもじゃ」

　月王は嬉うれしそうに笑った。藤菜と好みを同じくすることがたまらなく嬉しかったのだ。

「月王、千の太夫さまはまだお戻りになりませぬのか？」

「うん、ずいぶん日がたつのにおじいさまは山にこもられたままじゃ」

「おさびしいでしょう」

「──馴れておる。でも、早うお戻りになればよい……。おれは藤菜をおじいさまに会わせたいのじゃ」

　月王は千の太夫のこもっている山へ顔を向けた。山にはぼんやり霞もやがかかり、その輪りん郭かくを定めのないものにしていた。むろん、それは月王には見えない。

「藤菜、今日は山の薬草も摘みにまいろう。それとも、もう帰る時刻になったか？」

　月王は心配そうに尋ねた。藤菜が首を振って否定する。月王はほっとしたように頰笑んだ。目には映らなくとも、月王の心眼には否定する藤菜の心の動きが見えていた。

　夜叉は藤菜が月王のそばに長くいることを喜ぶ。それが何な故ぜなのか皆かい目もく見当がつかない。藤菜は月王と一刻でも長くいられるのが嬉しくて、深く考えることをしなかった。

　二人が籠の中の草を整え森に入ろうとしたとき、月王を呼ぶ声がした。声の主は小萩だった。小萩は息をはずませ懸けん命めいに駆かけてくる。

「ふう、ようよう追いついた」

　月王を見て小萩の顔に笑みが広がる。が、その笑みはまたたく間に凍こおりついた。

　小萩の視線は一点にそそがれ、はりついたように動かなくなった。小萩が見ているのはしっかり握られている月王と藤菜の手だった。小萩の胸に嫉しつ妬との炎がともった。

　月王の心眼は小萩の心を逐ちく一いち逃のがさず見ていた。月王は魂が警けい鐘しようを鳴らすのを聞いた。

「藤菜と山の薬草を摘みに行く。小萩も手伝ってくれるのか？」

　月王はつとめて明るく言った。それにもかかわらず小萩の心の炎は渦うずを巻いてますます激しく燃え盛っていた。

「手伝おうと思って来たのじゃ。薬草採りは年季のいる仕事じゃ。昨日今日でできるものではない。のう月王、そうであったな」

　小萩は藤菜に当て擦こするように言って、ねめつけるような視線を向けた。藤菜はおっとりと頰笑んで、小萩の視線を受け流した。

　それが小萩の癇かんにさわった。目を背そむけたくなるような醜い娘なのに思わず魅ひき寄せられるような笑みを藤菜はたたえた。そんな微笑は小萩にはできない。本能的にそれを悟さとった小萩は、きりょうでは自分の足元にも及ばない藤菜を憎んだ。

　──憎む──

　平和な里にはなかった負ふの念だった。シミひとつなかった小萩の心に暗黒が形造られていく。月王は何もできないまま小萩の心を見つめていた。

「月王、手ならわたしが引いてやる」

　小萩が強ごう引いんに二人の間に割り込んだ。そして、藤菜の手を手荒く払って月王の手を取った。

「さあ行こう。いつもの場所でよいのじゃな」

　小萩は自分の行為を正当化するように月王の手を引いた。月王はすぐさま小萩が握った手を、少しばかり乱暴に引き抜いた。小萩はぽかんと月王を見つめた。

「小萩、藤菜に無礼であったと思わぬか」

　きつい声が月王の唇くちびるから発せられた。物静かで、優しい声で話す月王しか知らない小萩は、びくりと身体を震わせた。

「わからぬか。藤菜の手を払ったことじゃ。藤菜に無礼であろう」

「………」

「さあ、あやまるのじゃ」

　いつもの穏やかさは微み塵じんもなかった。月王の顔には怒りさえ浮かんでいる。小萩は唇を嚙んでうつむいた。

「月王、ささいなことです。小萩どのは少しばかり急がれたからそのように見えただけなのです。わたしは山の中は不案内ゆえ、月王は小萩どのに手を引いていただいたほうがよいのです」

　藤菜は二人の間に立ち込めているいやな雰ふん囲い気きをとりなそうと月王をなだめた。月王が藤菜の言葉に反応して、表情をやわらげた。

　小萩はすべてを悟った。月王の心がどこにあるかを知った。月王が怒りを納めたのは小萩を許したからではない。藤菜がとりなしたからだった。胸の嫉妬の炎は紅ぐ蓮れんの炎と化し、小萩の身も心も容よう赦しやなく焼いた。

「よそ者のおまえにかばってもらうつもりはないっ！　月王の目が見えぬをいいことに月王をたぶらかしおって、おまえなんか、おまえなんか、みなが目をそむけるほどの醜しこ女めではないかっ。月王のそばに寄るなどずうずうしいにもほどがある！」

「小萩っ！」

　月王は反射的に手を振り上げた。藤菜があわててその手にすがる。

「打て、月王。わたしを打てばよかろう！」

　小萩は嫉妬と悔くやしさで涙を浮かべ、肩を小刻みに震わせている。月王を睨み付けている目から大粒の涙がこぼれ落ちた。

「おーい」

　樹間から声をかける者がいた。下生えをかき分けて出てきたのは須佐と若苗だった。須佐は月王を見て、太陽のように笑った。真っ白な歯が眩まぶしい。月王はほっとしたように吐と息いきをついて須佐をむかえた。藤菜は丁てい寧ねいに会え釈しやくしている。小萩だけがそっぽを向いた。

「会えてよかった。薬草採りであろう？　行き違いになるところであった。これから、おまえの家に行こうと思っておったのじゃ。小萩、おまえもおったか、ちょうどよ……」

　須佐がすべてを言い終わらぬうちに、小萩は身を翻ひるがえして駆けだした。

「小萩！　おい、どうした、小萩」

　須佐の呼びかけに振り返りもせずに小萩は駆けてゆく。やがて、小萩の姿は樹間に消えてしまった。

「月王、小萩はいったいどうしたのじゃ。ケンカでもしたのか」

「いや、ケンカなどしておらぬ。ただ……」

「ただ、どうしたのじゃ」

　月王は一瞬、言おうか言うまいか考え、結局すべてを須佐に話した。

「ほう、小萩らしくない物の言いようじゃ。この藤菜どのをそれほどまでに言葉汚く罵ば倒とうしたとは……」

「そうじゃ。あまりといえばあまりの言いよう。小萩は口が過ぎたのじゃ」

「いえ、それは違っております。小萩どのは本当のことをおっしゃっただけです。わたしがよそ者であることも、醜みにくいことも、すべてまことのことでございますから……。ただ、小萩どのが少しばかり急がれてしまったのがそもそも行き違いの始まりだったかと──。互いに言葉が足りなかっただけなのでございます」

　藤菜は静かに言うと目を伏せた。誰も口を開かなかった。風がさやさやと四人の間を吹き抜けていった。森の静せい寂じやくがあたりを包み込んだ。

　静寂を破ったのは須佐だった。

「なんとも優しいお人じゃ、藤菜どのは。普通のおなごは小萩の言ったようなことを言われたら、それこそ火のようになって怒るものぞ」

「真実を曲げるのは、竹を曲げるようなわけにはまいりませぬ」

　藤菜はきっぱり言うと、須佐を見て頰笑んだ。須佐は我知らず醜い娘の微笑に魅ひき込まれている自分に気づいた。

「何を言う！」

　月王が鋭く言った。須佐は月王の声に驚いた。須佐だけではない。若苗もびっくりして月王を見ている。二人は聞き馴れない月王の大声を聞いて驚いたのだ。

「藤菜、何を言うのじゃ。小萩の言ったことは真実まことではない。初めに言ってきかせたではないか」

「はい……。でも、それは月王の真実であって、目の見える方の真実ではありませぬ。わたしは月王の言葉が嬉しいし、信じております。けれど、目に映るわたしの姿は誰が見ても美しくないのです」

　言いながら藤菜は傷ついていた。月王には藤菜の心が小刻みに揺れているのが見えた。月王は顔を歪ゆがめて須佐に向き直った。

「須佐、おまえなら真実を言うな。真実、藤菜は美しゅうないのか。小萩の言うとおり醜いのか」

　須佐は言葉につまり、顔を歪めた。月王の問いに答えられず困ったように首を振った。月王の見えぬ目が須佐をとらえ、答えを待っていた。

　須佐は追い詰められて藤菜を見た。藤菜はあの魅惑的な微笑をたたえ、ゆっくり頷うなずいた。藤菜は見たとおりを言えと須佐をうながしていた。須佐は重そうに口を開いた。

「……のう、月王。目に映るというのはなかなかに不ふ都つ合ごうがあっての、見み目め、形の美び醜しゆうにこだわる。人の顔には等しく目やら鼻やら口やらがついておるが、ほんの少し造ぞう作さくが変わることで美しくも醜くもなる」

「だから！」

「だから──その……、藤菜どのは……その、普通とは造作が違っておるようじゃ」

　須佐は言いにくそうに言うと顔を伏せた。藤菜は笑って頷くと須佐のあとを引き継いだ。

「月王、わかっていただけましたか？　わたしの見目は人に心地よくないのです」

「──ばかな！　須佐までが──。ああ、見たいのう、この目で見たいのう……。真実を見たいのう……」

　月王は消え入るように言った。再び沈黙が訪れた。月王を慰なぐさめるように木こ漏もれ日が弾はじけ、風が通りすぎていった。

「人の見目など本来はどうでもよいことじゃ」

　突然、須佐が口を開いた。みなが須佐の顔を見る。

「左右される方がおかしい。幸いおまえにはそのしがらみがない。だから、美しいと感じるものをそのまま美しいと信ずればよい。目明きのおれは藤菜どのを素直に美しいと言えぬが、そのおれとて藤菜どのがどのおなごより美しゅう見えるときがある」

　一同は須佐の言葉に驚いた。その言葉に一番驚いているのは藤菜だった。一同は須佐の次の言葉を待った。

「藤菜どのの笑顔はほんに美しいと思う。若苗とてあれほど美しゅう笑えぬ。月王、おまえもじゃ。この里には藤菜どのほど美しゅう笑う者はおるまいよ」

　そう言って須佐は笑った。

「藤菜どの。人がなんと言おうとわぬしの笑顔には誰もかなわぬ。目明きのおれの言葉は目明きの真実じゃ」

　須佐はさわやかに言ってまた笑った。藤菜は困ったように顔を伏せた。

　須佐の言葉を誰よりも喜んだのは月王だった。月王は喜びのありったけを込めて須佐の手を握った。須佐が月王の手を握り返し、肩に手を置いた。肩に伝わってくる温もり──。月王は須佐を見上げて花のように笑った。

「須佐はおじいさまのようじゃ──。それに、おじいさまのような物の言いようをする」

「おれが千の太夫さまのようじゃと？　恐れ多いことを言うな。──おお、そうじゃ、大事なことを忘れておった。ほれ、蕨わらびじゃ。おまえの好物であろう」

「蕨？　まだあるのか？」

　月王の驚いた顔を見て、須佐は楽しそうに笑った。

「それがあるのじゃ。のう、若苗」

　若苗がにっこり頷く。

「場所はおれと若苗の秘密だからおまえにも教えるわけにはゆかぬがの。──ほれ、おすそわけじゃ。藤菜どのも持っていかれよ」

「わたしもいただけるのですか」

　藤菜は須佐の差し出す蕨を目を輝かせて受け取った。須佐と若苗は二人にたっぷり蕨を分け与えると、山を降りていった。月王と藤菜は山のようにもらった蕨をかかえ、須佐と若苗を見送った。

「須佐さまはお優しい方ですのね」

「おお、おれはあの兄妹が好きじゃ。──ほんにいつ見ても美しい……」

「ええ」

　藤菜が自分の言葉に頷いたのを感じて、月王は千の太夫の言葉を思い出した。太夫は須佐と若苗は見目が良いと言っていた。月王は藤菜にあの兄妹がどう見えているのか知りたくなった。

「藤菜の目で見て、須佐と若苗は美しいか？」

「はい。たいそう麗うるわしゅうございます。若苗どのは都の姫君達に決して引けをとっておられませぬ」

「須佐はどうじゃ」

「須佐さまも貌かたち良い殿方でございます。わたしにはたいそう凛り々りしいお方に映ります。都でもあれほどのお方をお見かけすることはめったにございません。見目もさることながら、須佐さまは武官のように堂々としておいでです」

　月王は藤菜が須佐をほめるのを聞いて心に痛みを感じた。突き刺されるような鋭い痛み。月王は初めて感じる心の痛みに驚きながら、自分の心の動きを眺ながめた。この動きはどこかで見たことがあった。どこでだったか──。

　──小萩！

　月王は自分の心が小萩の心とそっくりな動き方をしているのを見た。あれほど苦手にしていた小萩の心。うとましく思っていた心。月王は激しい動揺を覚えた。乳白色の宝ほう珠じゆのように輝く藤菜の心の前に、月王はとまどい揺れていた。










「あにさん……」

　若苗が先を歩く須佐の背に声をかけた。

「うん？」

　須佐は振り向かずに返事をする。若苗の次の言葉を待つが、何も言わない。須佐は振り向いた。

「どうした？」

　若苗は須佐に見つめられて顔を伏せた。よほど言いにくいことらしい。須佐は歩みを止めた。

「──月王はあのお方……藤菜どのを好いておるのじゃな……」

　若苗の言葉に須佐は目をむいた。若苗はほうっと息をついた。その顔にはあわい想いが霧散したあきらめの笑みが浮かんでいた。須佐は踵きびすを返し、怒ったように歩きだした。

　若苗に言われずとも須佐はとうに承知していた。月王が藤菜に好意以上のものを寄せているのは、月王の様子を見れば明白なことだった。まれなる美貌の月王と、顔をそむけたくなるような醜女の藤菜……。

　────！

　須佐は自分の中に二人を認めたくない心を発見して啞あ然ぜんとした。そしてもう一つ理解できない気持ちを見つけた。

　その気持ちは──月王のそばにいるのは自分でなければならない。たとえ、妹の若苗であっても親しく月王のそばにいるのは許せない──と、こだまのように繰くり返していた。須佐はそんなふうに考える自分の心に首を傾かしげた。

　須佐は自分の心の動きを見て笑った。これは嫉妬──、そして独占欲だと気づいたのだ。月王に好きな娘ができて嫉妬する──。

（子供だな……）

　須佐は自じ嘲ちよう気味に笑った。長年兄弟以上に親しくしていた友をあっさりよそ者の娘に奪うばわれてしまった。それもこんなに短期間に。そのことが須佐の心を乱し、ちくりと刺したのだ。

　須佐は笑った。今度の笑みは暖かくすべてを包み込むような笑みだった。須佐は月王と藤菜が消えていった山道を見つめ、もう一度頰笑んだ。







　十、







「皆様、わたしの病やまいが快かい癒ゆいたしましたささやかな祝いでございます。今よ宵よいはごゆるりとお過ごしくださいますよう……」

　夜叉は口上を述べると手を打った。藤菜が瓶へい子じを持って現れ、招かれた客一人一人の杯に酒をついでまわった。

　招かれた客は七人。里さと長おさ、比古丸、小萩、比古丸の取り巻きの烏う豆ず、三蔵、俄にわ亀きの三人、そして月王だった。それぞれの杯に酒がゆきわたると宴うたげが始まった。

　夜叉は烏え帽ぼ子し直のう衣しのあでやかな姿で一同を見まわした。客が満足げに談笑するのを見てその唇にかすかな笑みを浮かべた。

　夜叉の姿は座にいる者の目を奪わずにはおかなかった。華麗な衣装もさることながら、病の癒いえた夜叉は匂いたつような美貌を発散させていた。夜の灯火の薄明かりと綺き羅らの衣装の相そう乗じよう効果で、夜叉は自分のまわりに別世界を造りだしていた。

　その艶えん麗れいな世界に目を奪われ、誰よりもとりこになったのは小萩だった。

　夢のように美しい人──小萩はほうっとため息をついた。

　その顔は話に聞く天人のようだった。目、鼻、口──。どの人にもあるあたりまえのものがあたりまえでない。その造作は人の想像を越えていた。まさしく夢の人だった。

　夢でしか会えないはずの人は、見たこともないあでやかな衣装に包まれ、優雅に頰笑んでいる。そして、上品で洗練された所作はその人を現実うつつからさらに遠い人にしていた。けれどその人は間違いなく現実の人なのであった。

　小萩はうっとり夜叉に見とれ、月王は小萩から小さく、遠くなっていた。

「夜叉どのをお近くで見たのは初めてじゃ。こうまでお美しい方とは……」

　小萩は隣となりに座る比古丸に言うでもなく呟つぶやいた。杯をあけていた比古丸は嬉うれしそうにニヤリと笑った。

「そうであろう。あのお方の美しさはそんじょそこらにあるものではない。月王など比較にならぬわ」

　比古丸は意地の悪い目で月王をねめつけた。

「小萩、もう月王を追うのはやめよ。この里に夜叉どのがお住まいになれば月王なぞ用なしじゃ。夜叉どのの卜ぼく占せんはそれはようあたる。月王などめではないわ。──よいか、よく聞け。おまえがこの席にあるは、おれが許嫁いいなずけと夜叉どのに言ったからなのじゃ」

　小萩は驚いて比古丸を見た。比古丸は悠ゆう然ぜんと笑った。その不ふ遜そんな笑いが小萩の頭に血を登らせた。

「知らぬ！　わたしは知らぬ」

　座に小萩の声が響きわたった。小萩と比古丸は座のすべての視線を浴びた。比古丸は小萩の袖そでを引き、その場を取り繕つくろおうとしたが、小萩は比古丸を睨み付けたままだった。

「いかがなされました」

　とろりとした声こわ音ねで夜叉が声をかけた。比古丸と小萩は吸い寄せられるように夜叉を見た。夜叉の顔には艶えん美びな微笑が浮かんでいた。

「おふたりは間もなく夫婦めおとになられる仲とお聞きしております。もう、夫婦喧げん嘩かのけいこですか？」

　夜叉はそう言うと低い声で笑った。座の一同も夜叉につられるように笑った。

「比古、夫婦喧嘩はちと早いのう」

　里長が上じよう機き嫌げんで自分の息子をからかう。比古丸は頭をかきながら首をすくめた。

　虚をつくような比古丸の発言から意外な方向へ話が進んでいくのを感じて、小萩は顔を赤に染めた。座の笑いが小萩の神経を逆さか撫なでした。

「わたしはそんな約束をしておらぬ！　比古が勝手に言っておるだけじゃ」

　小萩は叫んだ。ピタ、と笑い声が止まった。座は水を打ったように静かになった。白々とした空気がそこかしこに漂ただよった。

　オロオロとあわてている比古丸を尻目に小萩はプイと横を向いた。

「これは何としたことじゃ。比古、説明せよ。わぬしは小萩ときちんと言いい交かわしたとわしに言ったではないか。それがこのありさまとは──」

　里長は怒気を含んだ声で比古丸に詰め寄った。比古丸は下を向くばかりで何も答えない。比古丸の窮地を救うべく取り巻きの一人、烏豆が里長をとりなした。

「里長、比古丸どのと小萩のことは言葉のあやじゃ。ほんの少しばかり里長に話すのが早過ぎただけなのじゃ。早過ぎはしたが、比古丸どのと小萩が夫婦になるは自じ明めいの理というもの。夜叉どのに占うらなってもらえばよい。そういう卦けが必ずでるはずじゃ。のう、みんな」

「そうじゃ」

「烏豆のいうとおりじゃ」

　取り巻き連が頷うなずく。里長は顔をしかめ、苦にがそうに酒を飲んだ。

　小萩は否定しようと口を開きかけたが、月王が自分を見ているのを知って思いとどまった。小萩の胸で小さな計算がなされた。──月王が比古丸とのことを嫉しつ妬としたら、そうしたら、月王は自分を見てくれるようになるかもしれない──と。

　月王を見ながらそれだけの計算をすると小萩は沈ちん黙もくした。その沈黙には、雅みやびな都みやこ人びとの前でこれ以上醜しゆう態たいをさらしたくないという計算も働いていた。

　烏豆は調子に乗ってまだ喋しやべりつづけている。

「さても夜叉どの、ひとつ占ってみてはくださらぬか。比古丸どのと小萩の二人の行く末を座ざ興きようでみてはくださらぬか」

「わしが伜せがれのこと、わしも知りたいものよ」

　月王と小萩を除く全員が夜叉の返答を待った。夜叉はゆっくりと杯を干ほすと、一同の視線をまっすぐ受け止めた。そして婉えん然ぜんと頰笑んで口を開いた。

「占うのは簡単なことですが、夫婦となるのが自明の理で決まっているお二人のことを占うのは無ぶ粋すいというものでございましょう。まして、座興などで占ってはお二人に礼を欠くと思えるのですが……」

　夜叉の言葉に一同は顔を伏せ、互いに顔を見合った。

「いや、これは夜叉どののおおせのとおりじゃ。我が伜めのこととて思慮を欠いてしもうた。比古、小萩、許せ。夜叉どのにも失礼なことをいたしました」

　里長は夜叉に深々と頭こうべをたれた。

「里長どの、あなたさまがわびられることは何もございませんぞ。酒の席での話は互いに気にせぬのが作法というもの。この話はこれまでじゃ。さあ、御酒を召されませ」

「なんと、心にくいばかりのおっしゃりようじゃ。さすが都のお方よ」

　夜叉は優雅に頰笑んで軽く頭をたれた。そして、おもむろに手を打った。藤菜がひそやかに現れる。夜叉は藤菜が控えたのを見届けると招待客ににこやかに告げた。

「さて、皆さま。座興で都のはやり歌でもお聞かせしましょう。ここにおります藤菜は、見目は醜い女ながらなかなかの歌上手じようず。歌う声は皆さまのお気に召すことと存じまする」

「おお、それはありがたい。宴には音おん曲ぎよくがつきもの。何よりのちそうじゃ」

　里長は手放しで喜んだ。夜叉は懐ふところから笛を取り出して唇にあてた。笛が鳴る。藤菜があわてて笛にあわせて歌いはじめた。

　藤菜は歌いながら心で首を傾かしげた。藤菜の歌を誰よりも嫌っていたのは夜叉だった。どんなに小声であろうと歌が夜叉の耳に入ると藤菜は激しい折せつ檻かんを受けた。その夜叉がすすんで藤菜に歌わせている。藤菜は山と疑問をいだきながらも次第に歌の世界に没頭していった。

「ほう、なんとも見事な歌でございますな。こんな美しい声は聞いたことがありませぬぞ。ほんに心地よい。極ごく楽らく、極楽……」

　里長はうまそうに酒をあおった。

　座の雰ふん囲い気きがやわらかく優しくなっていた。一同はにこやかに酒を酌くみ交わし、談笑した。

「夜叉どのがこの里に来られたは我らの幸運じゃ。夜叉どのに占っていただいた者は皆あなたさまに夢中じゃ。里の者はあなたさまを頼りにしておりますぞ」

「まこと、比古めの言うとおりじゃ。里の者は近頃では何でも夜叉どのに占ってもらっておる様子。長おさとして礼を申し上げます」

「わたしの通力など微々たるもの。お会いしたことはございませぬが、千の太夫さま不在のおり、少しでもお役に立てればと微力をお貸ししただけです。わたしがお役に立っているなら幸いです。里長どのの御厚情に少しでも報むくいることができたというもの」

　夜叉は品よく黙もく礼れいした。里長はなんのなんのと首を振り、楽しそうに笑った。

「さても夜叉どの、もう一曲歌を所しよ望もうしたい」

「おやすいことです。藤菜、里長どのの御所望じゃ。何ぞそなたの好きな歌を歌うがよい」

「あの、何でも……？」

「おお、そなたの思う歌を歌ってみよ」

　夜叉は機嫌良く言うと杯に酒を満たした。他の客も藤菜の歌を待っている。藤菜はチラリと月王を見た。月王が藤菜に頰笑みかけた。藤菜はかすかに頷き、息を吸い込んだ。





ひふみよ　いむなや

ことも　ちろらね

しきる　ゆゐつ

わぬそを　たはくめか……






　さあっと空気が変わった。透明で清浄な気が座を包んだ。招かれた客は藤菜の声に聞き入り、心地よさに身をゆだねた。

　藤菜が最後の一声を発した。しんと静まり返った座からは息する音さえ聞こえない。客は藤菜の歌に酔い、桃とう源げん郷きようをさまよい続けていた。

　最初に夢から醒さめたのは里長だった。

「まぎれもなく言こと霊だまの歌じゃ。藤菜とやら、どこでこの歌を覚えたのじゃ」

「はい、里長さま。この歌は月王に習いましてございます」

「おお、やはり……。おまえの歌には何か心が躍おどるものがあると思っておったが、ひふみの歌を聞いて確信した。おまえの歌には言霊があるのじゃ。夜叉どのはたいした婢はしためをお持ちじゃ」

　里長は感心して夜叉を振り向いた。その里長の顔に驚きよう愕がくが走る。

「夜叉どのいかがなされた。夜叉どの！」

　里長の声に一同が振り向いた。上座に座る夜叉が脇きよう息そくにつっ伏していた。藤菜があわてて夜叉に駆け寄る。

「御主人さま！」

「う……大事ない。くらんだだけじゃ」

　藤菜はかかえるようにして夜叉を助け起こす。灯台の光に照らされた夜叉の顔にはまったく血の気がない。座にいる一同がはっと息をのむほど夜叉の顔色は悪かった。

　比古丸が隣に座る里長の袖そでを引いた。里長はぽかんとして息子を見る。

「おやじどの！」

　比古丸が低く言う。里長は比古丸がいわんとすることをようやく理解して頷いた。

「夜叉どの、我々はこれにて失礼つかまつる。夜叉どのの病が平へい癒ゆされたばかりなのにいささかはしゃぎ過ぎました。どうぞご無理などなさいませぬように……。人手がご入用なれば、里の者は喜んで手を貸しましょう。では、我々はこれにて」

　里長の言葉が終わるのを合図に、一同はいっせいに立ち上がった。

「月王どの……」

　みなの後に続いて出ていこうとした月王に、夜叉が弱々しく声をかけた。月王はギクリと足を止めた。すでに部屋の外に出ていた里長があわてて戻ってきた。

「夜叉どの。月王が何か？」

「月王どのはわたしの薬くす師し。今宵はお泊とまり願えたら──とお声をかけたのです」

　夜叉は青ざめた顔を月王に向けた。瞳の奥が赤く光る。

「おお、そうじゃ、そうじゃ。月王、今宵は泊めていただくがよかろう。そなたの家は里の一番奥じゃ。目の不自由なそなたには長すぎる道のりじゃ。それにそなたが夜叉どののそばにおるならばわしも安心じゃ」

「月王どの、里長もああおおせじゃ。泊とまってはくださらぬか」

　月王は二人に懇こん願がんされて困り果てた。この家には藤菜がいるものの、心はなぜか帰ることに執着していた。藤菜がさり気なく発している注意をうながす心の波動も気にかかる。

「月王どの、お願いじゃ、今宵は我がそばに……。そして薬の調合を」

　夜叉のすがるような心の波動が月王にかぶさる。それは月王にまといつき、からめとるように縛しばった。

（ああ……）

　月王は必死になってまといつく心にあらがった。ふいに、どうにでもなれという思いが湧わいてきた。あらがうのがばかばかしいとさえ思えたのだ。そう思ったとたん、月王は人形のように首を縦たてに振ふっていた。そして、承しよう諾だくと同時に身体がすっと軽くなった。

　扇おうぎの陰で夜叉がニタリと笑った。

　月王が承諾したのを見届けると里長は安心したように頷いた。再び夜叉に辞じ去きよの挨あい拶さつをし、陰で舌打ちする比古丸や、月王から目線を外はずそうとしない小萩を追い立てるようにして屋敷を後にした。

　月王は見えぬ目で暫しばらく夜叉を見つめた。心眼は夜叉の心が何かに傷つけられているのを発見していた。月王は観念して口を開いた。

「炊かしき屋やはどちらでしょう。薬を調合してまいります。夜叉どのの病はたぶん、血の引いたる病。藤菜どのにお渡しした薬の調合をわずかに変えるだけでこの病には足りましょう」

「かたじけのうございます。藤菜、月王どのを炊屋へ」

「はい」

　藤菜は立ち上がって月王の手を取ると、炊屋へ案内していった。夜叉は脇きよう息そくにもたれ、口くち許もとを扇で隠し、二人の後ろ姿をじっと見つめた。夜叉の瞳が赤くなった。灯火の炎を映して、赤い瞳は妖あやしく、ますます色を濃くしていった。










「藤菜……」

「はい」

「ここへ来よ」

　帳ちよう台だいの中から夜叉が藤菜を呼んだ。藤菜は糸に引かれた傀儡くぐつのように帳台の内に入った。絹の褥しとねに仰ぎよう臥がしていた夜叉がむっくりと起き上がる。藤菜は褥の脇わきに控ひかえた。

　いきなり、夜叉が藤菜の手首を摑つかみ、引いた。あっ、と言うまもなく藤菜は夜叉の胸の中にいた。夜叉は藤菜の顎あごに手を添え上向かせた。灯火に藤菜の顔が浮かび上がる。夜叉はじっと藤菜を見つめた。その視線に耐えられなくなって、藤菜は目を閉じた。

「醜いの……」

　冷やかに夜叉が言う。藤菜の眉まゆ根ねがかすかに寄せられた。それをあざ笑うかのように夜叉が鼻を鳴らした。

「おまえの気力が増してきておる。あの歌がおまえに力を与えておるのじゃ。今宵は無む防ぼう備びであったゆえ、おまえの歌にあてられてしまったが……。ふん──おまえの気力が充実するのはよいことじゃ。おまえの成熟がはやまる。許すゆえ、毎日でも歌うがよい」

　夜叉はニタリと笑い藤菜を見つめた。その顔は変化を起こしている。目は赤く染まり、口許には鋭い牙がのぞいている。すっと夜叉の頭がかしぐ。うすく魔が浮き出た顔が目を閉じた藤菜に近づいていった。

　いつもならぬ気け配はいに気づき藤菜が目を開いたときには、夜叉の顔は目の前にあった。すぐに、氷のような唇が藤菜の唇に重なってきた。藤菜は逃のがれようともがいたが、徒労に終わった。すううっと血が引いていく。藤菜は全身の血が引いていくのを他人事のように感じていた。

　夜叉の喉がごくりと鳴る。合わさった唇から白色の光がこぼれる。また夜叉の喉が鳴る。夜叉の目が愉ゆ悦えつで光った。

　藤菜は全身の力が抜け、身体を立てておくことができなくなっていた。夜叉が唇を離した。藤菜は力なく夜叉の胸にもたれかかった。その藤菜を夜叉は乱暴に突き飛ばした。藤菜は木で偶くのようにどさりところがった。

　夜叉は冷酷な眼まな差ざしで藤菜を見た。その目は余すところなく赤く染まり、紅こう玉ぎよくのように燃えていた。口は耳まで裂け、ぬらぬらと気味悪く濡ぬれ光っていた。

「極ごく上じようの味じゃ。おまえの成熟がほんに楽しみじゃ。おおっ！　人を喰うたように活力が戻った。なんと喜ばしい──。さて、これからひと仕事じゃ。もう一人の極上品を確かめねばの」

　藤菜は夜叉の言葉を聞いて重い頭をわずかに持ち上げた。夜叉は冷たく藤菜を見おろして部屋を出ていった。

（月王……）

　藤菜は起き上がろうと身体に力を込めた。しかし、身体が自分のものではなくなったように動かせない。手足にはまったく力が入らず、身体が氷のように冷たくなっていた。

（月王）

　藤菜は唯ゆい一いつ動かせる頭をめぐらせて夜叉が出ていった戸口を見つめた。力を振りしぼり、口を開く。

「ひ……ふみよ、い……いむ……なや、──こと、も、ちろらね……」

　身体の中心にポウッと火がともったようなぬくもりができた。それは少しずつ広がり、冷たく凍りついた身体を少しずつ温めた。

「しきる　ゆゐつ……わぬそを、たはく──めか」

　指が動くようになった。

「うおゑに　さりへて　のます　あせえほれけ……」

　藤菜は起き上がった。藤菜は大きく息を吸い込み、低い声でもう一度ひふみの歌を歌った。身体はどんどん熱くなり、力が甦よみがえってくるのがわかった。歌を歌い終えて藤菜は自分がもとに戻ったことを知った。

（月王！）

　藤菜は几き帳ちようをくぐり、部屋を出ようとした。しかし、目に見えぬ何物かにはばまれてそれはできなかった。藤菜はあらん限りの力を込めて押し、身体をぶつけてもみた。手は虚むなしく空を切り、身体は跳はね返された。藤菜はそこを一歩も動くことができなかった。

（ああ……月王）

　藤菜はその場にへたり込んだ。わずかに開いた妻つま戸どから青白い月の光が漏もれている。冷たい色の光は藤菜の不安をかき立てた。
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阿ア弊ビユ達ダ羅ラ　嚀ニ薩サ都ト縛バ　駄ダ敦トン　莎ソワ訶カ






　月王が鋭く除じよ悪あく趣しゆ菩ぼ薩さつの真言をとなえた。カッと灼しやく熱ねつの炎が巻き起こった。

　ギャアアッ！

　断末魔の叫びが上がり、あたりに肉の焦こげるいやな匂いが立ち込めた。月王は見えない目で悪鬼を睨にらみ付けた。真言で滅ぼせなかった悪鬼が月王を狙ねらってじりじりと間をつめてくる。月王は受けて立つべく身構えた。

　てらてらと緑色にいやらしく光る悪鬼を、むろん、月王は見ることはできない。ただ、自分に向かって放射される悪意と殺気を感じるだけだ。

　ギキィーッ

　緑色の悪鬼が吼ほえて身を躍おどらせた。月王はその攻撃を身を翻ひるがえしてかわし、刀とう印いんを結んだ手を悪鬼に向け咒しゆを発した。





覽ラン　鑁バン！






　月王の指先から白い炎が放たれた。緑の悪鬼はジュッと音をたてて燃えた。月王を取り囲んだ悪鬼がひるんだようにザワザワとうごめく。しばらく月王をうかがったのち、ギャアと吼えて数匹が一度に月王に襲いかかった。





覽ラン　鑁バン！






　月王の白い炎が悪鬼を焼く。月王が指先を向け、咒をとなえるたびに緑色の悪鬼の数は減っていった。月王が肩で息をするようになるころ、動く悪鬼はいなくなった。月王は結けつ跏か趺ふ坐ざの形にすわると印を結び、一いち字じ金きん輪りん王おう咒しゆをとなえた。





曩ナウ莫マク　三サン滿マン多ダ　没ボ駄ダ南ナン　唵オン　歩ボ魯ロ唵ン






　緑の悪鬼の残ざん骸がいは浄じよう化かされ、白く光った。ほどなく光は消え、悪鬼の痕こん跡せきはまったくなくなった。続いて月王は他た界かい金こん剛ごう楔けつの真言をとなえ、自分のまわりに結界を張った。さらに大だい三さん昧ま耶やをとなえる。





唵オン　商シヤウ迦ギヤ隷レイ　摩マ訶カ三サン昧マ焰エン　娑ソ縛ワ賀カ






　結界を強固なものにして月王は初めて息をついた。

（この家に魔の気配はなくなった。……ほかの方々は、藤菜は！　──眠っておる）

　月王はほうっと安あん堵どの息を吐いた。

（するとあの魔はおれだけを狙ねらってきたのか。なんと不可解な──なぜ魔がおれを？　わからぬ）

「あ……あ」

　月王は糸が切れたように用意された褥しとねに横になった。疲れが月王の身体に取りつき脱力感をさそった。まぶたが鉛なまりのように重い。

「藤菜……」

　月王は目を閉じた。眠りがまたたくまに訪れ、月王を闇やみの深しん淵えんに引きずり込んでいった。










「さてもすさまじや……。あなどれぬわ」

　灯台の炎が揺らめくなか、夜叉は呟つぶやいた。足元には阿史がうずくまっている。阿史はうすぼんやりと夜叉を見つめている。

「のう、阿史。獲え物ものは手て強ごわいほどよい。やすやす手に入るものはつまらぬ。そう思わぬか？」

　阿史は阿呆のように口を開け、にたりと笑った。

「そうか、おまえもそう思うか。月王──いずれ我が腕に抱く日がこよう。一番の獲物じゃ。ほう、結界を張りおった。ふむ、これはなかなか強固じゃ。わたしにも簡単に破れぬ。くくくっ、こちらをうかがっておるわ。わたしらはみんな眠っておるのじゃ。そう、大事ないのじゃ」

　夜叉は楽しそうに忍び笑った。阿史も夜叉にならってニタニタ笑う。

「阿史、おまえも嬉しいか。あんな獲物はどこにでもおるものではない。──美しい月王、あれは我がものじゃ。きっと手に入れてみせる」

　夜叉の目がぎらぎら赤く燃えた。手中にした獲物が大きいことを知ってその顔は歓喜に輝いている。夜叉はいつしか大声で笑っていた。

　暗黒の天空に青白い月が冷たい光を放っていた。こそりと音もしない不気味な夜だった。

　夜が身震いした。

　たった今まで凍っていた夜が溶けた。呪じゆ縛ばくから開放された風が流れ、木の葉が鳴る。闇がじわりと魔を隠していく。

　魔がいる。うごめく。そして、嗤わらう。

　魔は里に楔くさびを打った。

　月が白い光を地上にそそぐ。

　魔の夜が静かに、ゆっくりふけていった。







　十一、








舞へ舞へ蝸牛かたつぶり　舞はぬものならば

馬むまの子や牛の子に蹴くゑさせてん

踏ふみ破わらせてん

まことに美しく舞うたらば

華はなの園まで遊ばせん






　藤菜は澄んだ声をあたりにふりまきながら里の道を歩いている。藤菜を道案内するように四し十じゆう雀からの次郎丸が先を飛んでいた。

　話は早朝に戻る──

　昨夜、夜叉の懇こん願がんで屋敷に泊とまった月王は、朝早く屋敷を辞じした。夜叉に対する挨あい拶さつもそこそこに一刻もはやく帰りたいという心情が見え隠れしていた。にこやかに月王を送り出す夜叉とは対照的に月王の表情はどこかひきつれていた。藤菜に向けた頰笑みも固くぎこちなかった。

　月王が辞去して、それからほどなく夜叉と阿史が出かけた。藤菜は何もすることがなくなり、ぼんやり考え事をしながら庭を眺ながめていた。

　そんな藤菜を四十雀の次郎丸が訪問した。ひょうきんものの小鳥が、縁に座すわり、ぼうっとしている藤菜の肩にとまってやかましく鳴きたてた。藤菜は次郎丸をかまってやらず、今け朝さ方がたの月王に思いをはせていた。

　朝だというのに憔しよう悴すいしきった月王の顔。月王は見るからに疲れ果てていた。眠りが月王に休息を与えなかったかのように──。それに反して夜叉の輝くばかりの美しさ、匂いたつようなあでやかさ──。それらは藤菜があの部屋に閉じ込められている間に起こった何かを暗示していた。

　そのことを考えると藤菜の頭は何も考えられなくなり、意気消しよう沈ちんしてしまった。そんな藤菜を励はげますように次郎丸はさえずり、藤菜のまわりをせわしなく飛び回った。

（──！）

　藤菜は次郎丸のさえずりに重なる何かを聞いた気がした。耳を澄ませる。確かに声が聞こえた。小鳥が藤菜の膝ひざ先さきにとまり、黒い丸い目で藤菜を見た。

〔呼んでいる。行こうよ〕

　突然、藤菜は次郎丸の言葉を理解した。正確には言葉ではない。言葉の形をとった心だった。藤菜は小鳥に頰笑みかけると小鳥は近くの枝にとまり、チッ、ピピッ、と嬉しげに鳴いた。

〔呼んでいるよ〕

　次郎丸の言葉ではない言葉が藤菜に語りかけた。藤菜はそっと耳を澄ませた。

〔───、───〕

　次郎丸のさえずりに重なって聞こえた声。次郎丸の声より小さい何か。藤菜の心の弦げんを優しく震わせる細い細い──

「ああ、呼んでいるのね」

　藤菜は夢見るように言って、次郎丸のとまっている枝を見た。

〔行こうよ〕

　小鳥の丸い目が藤菜に語りかける。藤菜は頷うなずいて庭に降りた。

「行きましょう」

　その言葉を合図に次郎丸は飛び立った。こうして藤菜は次郎丸とともに里の道を行くことになった。

　ジュッ　ジュッ

　次郎丸が前方の枝にとまって不ふ機き嫌げんな声を出す。藤菜は次郎丸を見上げた。

「まだ歌うの？　わたしばっかり……」

　藤菜は少しすねてみせた。次郎丸があわてた様子で藤菜の肩にとまり、機嫌をとるように藤菜の髪をつついた。

「わかったわ、歌うから、歌ってあげるから……」

　藤菜が約束すると次郎丸は安心したように枝に移り、藤菜の歌を待った。

　藤菜は自分を呼ぶものが近いことを知った。自分を呼ぶもののためにも歌いたい。なぜか藤菜はそう思った。しばし歩みを止め、何を歌うか考えた。藤菜は息を吸った。





すぐれて速きもの

はいたか隼はやぶさ　手なる鷹　滝の水

山より落ち来る柴しば車ぐるま

三さん所じよ五ご所しよに申まうす言こと






　それは里の中心ともいえる所にあった。藤菜はそれを目にしたとき思わず息を飲んだ。それは威い厳げんとともに圧倒的な畏おそれを藤菜に与えた。これまでそんな感じを与えるものに出会ったことはなかった。藤菜は震える身体を両腕で抱いてそれを見上げた。

　──巨大だった。天空を包み込むように広げた枝。大地を抱くように張った根。見るものに感動を与えずにはおかない太い太い幹みき。まわりの木々が貧相に見えるほど堂々とした姿。まさしく神だった。

　藤菜は畏い怖ふの念を持って巨大な楠くすのきを見上げた。風もないのに葉がざわめいた。

「呼ばれてまいりました……」

　葉がまたざわめく。何かが藤菜をやわらかく包んだ。ふんわりと清すが々すがしい香こう気きであたりが満たされる。あまりの心地よさに藤菜は目を閉じた。うっすらと開いた唇くちびるから小さな吐息がもれる。

〔────〕

　楠の気が藤菜に細く語りかけた。藤菜はそれを厳おごそかに、喜びを持って聞く。やがて藤菜を包んでいた楠の気が去った。

　藤菜はゆっくり目を開き、楠を見上げた。次郎丸がいつの間にか藤菜の肩にとまっていた。藤菜は楠に歩み寄りザラついた木肌に触れた。楠が歌を望んでいるのが伝わってくる。藤菜は頷き、最も言こと霊だまが宿る〝ひふみ〟の歌を歌った。

　藤菜の声とともに透明で清浄な気が天空から降りてきた。藤菜を透きとおった光が照らす。楠やそれを囲む木々や草が、それぞれの色で輝いていた。浄じよう土どさながらの風景がそこにあった。
















　藤菜の歌が細く余よ韻いんを残して終わった。その余韻を引きながら草木は少しずつもとの姿に戻っていった。あたりの空気が驚くほど甘く、かぐわしくなっている。藤菜はその空気を思いっきり胸に吸い込んだ。

〔───、───〕

　楠が語りかける。藤菜はにっこり笑って頷いた。

「わたしも……。あなたさまとお話しできてどんなに嬉しいか……。はい……あなたさまに教えていただいたとおりの薬を間違いなく──。ありがとうございました」

　藤菜は全身に感謝を込めて楠に頭を下げた。

「次郎丸、行きましょう」

　藤菜は楠に背を向けてその場を後にした。次郎丸は藤菜の肩から飛び立つと楽しそうにさえずりながら先を飛ぶ。藤菜はそっと後ろを振り返った。すると楠の森にポウッと光がともった。まるで藤菜に別れを告げているかのように光が揺れた。その光は徐々に消え、やがて森はふだんのたたずまいに戻っていった。

　藤菜は厳かな気持ちに満たされ、目の奥が熱くなるのを感じた。──やせて人に嫌われる醜い容よう貌ぼうのただの娘から、天地、森しん羅ら万ばん象しように愛される娘に──。いったい誰が想像しただろう。藤菜は言葉ならぬ楠の言葉から自分が選ばれた者であることを知った。藤菜にはもはや何も恐れるものはなかった。

　次郎丸が枝先でさえずった。藤菜の心に呼応するような高いさえずりだった。陽に照らされた藤菜の顔には今までになかった誇りやかな表情が現れていた。

　次郎丸が藤菜の目の前を飛び交う。藤菜をせき立てているのだ。

「わかってる、わかっております」

　藤菜は次郎丸を軽く睨にらむと足を早め、山の中の月王の草原に向かった。楠の教えを実行しなければならない。藤菜はいっそう足を早めた。





常に恋するは

空には織女流星たなばたよばひぼし

野の辺べには山鳥秋は鹿

流れの君きう達たち冬は鴛を鴦し






　藤菜の声に合わせて次郎丸が飛び、草が揺れた。太郎丸も藤菜のそばにいた。草を摘つみながら時折、藤菜は太郎丸の分ぶ厚あつい毛皮をなでた。太郎丸は心地よげに目を細め、藤菜の愛あい撫ぶに身をゆだねていた。月王だけに身を触れさせていた太郎丸が藤菜にも触れることを許していた。自然のすべてが藤菜の仲と間もだった。

　若緑の草、濃緑の樹、飛び交う蝶や蜻蛉とんぼ。あらゆるものが藤菜を取り囲み、心を合わせていた。太陽は隅すみ々ずみまで明るく照らし、風は優しく通りすぎ、空気はかぐわしい香気を満たしていた。藤菜はますます声高く歌い、自然は宝ほう珠じゆのように輝いた。

「藤菜……」

　おずおずと呼ぶ声がした。藤菜は歌うのをやめ、振り向いた。藤菜の背後にはいつ来たのか月王が立っていた。月王の白く滑なめらかな頰がほんのり朱しゆに染まっている。

「藤菜、これはいったいどうしたことじゃ。ああ……、草原が眩まぶしい、眩しく光っておる。……藤菜、そなた……いつにも増して美しい……。おお、天女のように輝いておる」

　月王はよろめくように藤菜に近づいた。月王の閉じることのできない心眼は、こうこうと七色に光る藤菜の魂たましいに潰つぶれんばかりだった。月王は藤菜のそばにへたり込むように座るとおずおず手をのばし、その肩に触れた。

「まこと藤菜じゃな」

「はい」

「今日の藤菜は人のようではない……」

「まあ、わたしはいつものわたしでございます。月王の知っている藤菜でございます」

　月王は見えない目でじっと藤菜を見つめた。声は、仕し草ぐさは、いつもの藤菜だった。しかし、魂の輝きはいつもとまるで違っていた。気安く触れられない高貴さと神こう々ごうしさがあった。

　月王は心眼を精一杯開いて藤菜を見る。おとなしく優しい藤菜。自分を醜いと固く信じている藤菜。月王の心をこれほど乱す藤菜。そして、初めて甘やかな気持ちをくれた藤菜。その藤菜が近寄りがたいほど気け高だかくなった。月王は藤菜の肩に触れている手が震えてくるのがわかった。畏おそれの気持ちと胸を締しめつけるような切ない気持ちがせめぎあう。

（藤菜、藤菜……）

　月王は心の中で叫んだ。月王は目を閉じてなおも叫んだ。心は張り裂けんばかりに熱くなった。月王の心臓は早はや鐘がねのように打ち、頰は野の苺いちごのように赤くなっていた。

「月王、どうしたのです。どこか苦しいのですか？　気分が悪いのですか」

　藤菜は自分の肩を摑つかんだまま、眉まゆ根ねを寄せている月王を心配して尋ねた。苦しそうに歪ゆがんだ顔、真っ赤な頰、口からもれる速い息。まるで熱病にかかった病人さながらだった。藤菜は月王の額ひたいにそっと触れた。

　それが合図だった。月王の箍たががはずれた。月王は夢中で藤菜の細い身体をかきいだいていた。

「つ、月王……」

　驚きよう愕がくした藤菜の声が月王の耳に入った。月王は弾はじかれたように藤菜の身体を離した。月王は頰だけでなく顔中を朱しゆに染めていた。藤菜が月王の顔を覗のぞき込むと月王はのろのろと顔を上げた。

「おれは小萩をあさましいと見下げておった……。物欲しげで、押しつけがましい興ざめ者よと……。ふ、藤菜はおれをそう思うか？　あさましく思うか？」

「どうして──？　どうしてわたしが月王をあさましいなどと思いましょう……」

　藤菜は首を傾げた。月王の言うことが理解できない。月王の形良い眉は寄せられ、顔には苦く渋じゆうが満ちている。その顔を見て藤菜はますます不安になる。月王は病気だ。その証拠に赤かった顔が青ざめていくではないか。藤菜が月王に触れようとしたその時、月王が顔を上げた。唇を血が出るほどきつく嚙かみしめていた。その顔は何か言いたげだった。藤菜は月王に触れようとした手をそっとおろした。

「おれは藤菜に嫌われとうない。けど、こんなに苦しいのも嫌いやじゃ。ああ──、もし藤菜に嫌われたらおれは、おれは！」

「月王を嫌う？　わたしが？　なぜ？」

「おれが──、おれが藤菜に懸け想そうしておるからじゃ！」

　月王は吐き捨てるように言い放って藤菜に背を向けた。月王の顔はさらに歪ゆがめられていた。

「あさましやのう……。この想いは生涯胸にしまい、口にせずと思うておったに……。したが、今日の藤菜を見ておれの想いを止められなんだ。藤菜の心があまりに眩まぶしゅうて、おれの心を惑わせたのじゃ。藤菜、おれを嫌うか？　──おれは小萩をうっとうしいと密ひそかにさげすんでいた。だから、藤菜がおれをどう思おうと気にせぬ。おれは──」

　月王は背に心地よいぬくもりを感じて口を閉じた。肩にかかる細い指。背に遠慮がちに置かれた小さな頭。月王は空をあおぎ、目を閉じた。

「あ……あ」

　月王は吐息をもらした。肩の手に自分の手を重ねる。藤菜の七色の心が自分に寄り添ってくるのを感じた。

「月王はわたしの姿が見えぬからわたしに恋をしたなどと平気でおっしゃる。……もし、あなたのお目が見えていたら……見えていたら……」

　月王は振り向き、藤菜の手を固く握った。

「おれの目が見えていたとしてもおれは藤菜を想うた。美醜が何ほどのものぞ。目をつぶれば人の姿はなくなる。あるは魂だけぞ。魂の美しさこそ恋こうるすべてじゃ」

「月王、月王──」

　藤菜は月王の胸に顔をうずめた。月王の腕が藤菜をおずおずと抱きしめる。

「あなたとまみえたことを神仏に感謝いたします。わたしのような者を想ってくださる方にまみえさせ……こんなわたし──こんな醜いわたしを想ってくださる……」

「藤菜、藤菜、おれが想ってもよいのか？　あさましゅうは思わぬのか？」

「どうして──？」

　藤菜の顔は涙で濡ぬれていた。月王に見えるわけではないのに、藤菜は袖そでで顔を隠した。そして、月王のふところにもぐり込むように頭をもたせかけた。

　見る、ということのあさましさを誰よりも知っている藤菜だった。人の見かけが魂に強く作用し、魂を歪ゆがめてしまうことも知っていた。見ることにとらわれ、真実を見る者が少ないことも知っていた。だから月王の想いが身を震わせるほど嬉しかった。藤菜はこの幸福を素直に受け入れた。

「わたしはずっとあなたさまの美しさを想ってまいりました。明るい陽の美しさを持つあなたさまにいつもあこがれてまいりました。けれど、それ以上想ってはならぬと自分を戒いましめてまいりました。わたしはただの婢はしため、醜い娘。そんなわたしなのに、あなたさまの優しいお心こころ遣づかいをしてくだされた。それをどんなに嬉しくありがたく思っておりましたことか。お姿だけでなく、お心こころ映ばえも美しいあなたさまを想わぬ娘がおりましょうや。──わたしが想ってよろしいのですね。そう言ってくださるのですね……」

「ああ、藤菜、藤菜──」

　月王の頰も涙で濡ぬれていた。月王はかたく藤菜を抱き、その髪に顔をうずめた。清すが々すがしい梔子くちなしの香りが月王の鼻をくすぐった。月王は藤菜の髪をそっとかきあげ、うなじに口づけた。藤菜がかすかに震える。

　月王は身体を離し、藤菜の顔を両手で包んだ。濡れた冷たい頰。月王は自分の頰を重ねた。藤菜の小さなため息。月王は藤菜の瞼まぶたに唇を押し当て、あふれ出る涙を吸った。

「月王……」

　月王は藤菜の唇に自分の唇を合わせた。

（わたしを想ってくれる月王──）

（おれを好いてくれた藤菜──）

　二つの魂はぴたりと寄より添って輝きあった。

　次郎丸は天高く舞い上がり、祝福の歌を歌った。太郎丸は金色の目でじっと二人を見つめた。すずやかな風は二人を包み、陽は優しく二人にそそいだ。

　二つのたぐいなき美しい魂はあらゆる祝福を受け、いっそう輝きを増していった。











一合の朝露　二合の清水

甘露集めて　風を融とき

…………






　夜目に白い燐りん光こうを放つ藤菜の身体。みずからが造りだした幽ゆう玄げんの世界で小さく歌を口ずさみ、舞うように手を動かす。

（月王、あなたのためにこの薬を……楠から授かった秘薬を心を込めて調合いたします）

　藤菜は白く光りながら憑つかれたように薬を作り続けた。

　ぬばたまの闇やみはそんな藤菜を帷とばりに包むことができず、遠巻きにするばかりだった。







　十二、







　月王がそのまがまがしい気け配はいを感じたのは夜がまだ明けきらないころだった。

　眠りの園にたゆたっていた月王は、じわりとのしかかってきた重苦しさで目を醒さました。起きてみるとびっしょり寝汗をかいていた。目醒めてみると重苦しい何かはいっそうはっきりと感じられた。

　邪じや気きだった。邪気は西南の方向、裏鬼門からやってくる。屋外は風と雨がまじりあい、嵐の様相を見せていた。

「そんな……」

　月王は床とこから跳はね起きると戸を開き、濡れるのもかまわず外に出た。そして、見えぬ目で西南の方向を見た。邪気を発するものの正体は見えなかった。月王の心眼には何も映らない。しかし、邪気はますます強く、邪悪になっていく。風はもはや月王の友ではなく、狂気に支配され、魔の手先となっていた。

「風よ、雨よ……おお、なんということじゃ。心が見えぬ」

　月王を殴なぐりつけるように雨が襲い、大地に倒さんと風が吹きつける。月王は嵐にいたぶられるまま、西南の方向を睨にらみ付けた。魔となった嵐が千の太夫の結界を破ろうと暴れている。魔を調ちよう伏ふくしなければならない。この邪気を調伏しなければ里が大きな打撃をこうむる。

（おじいさま、おじいさま──、おれに力をお貸しください）

　月王は千の太夫のこもっている山へ顔を向けた。太夫は里を襲わんとしている邪気に、魔に、気づいているだろうか。──むろん気づいている。この嵐は里に災さい厄やくをもたらそうとしているが、これはこの里にひそむ魔とのほんの前ぜん哨しよう戦に過ぎない。太夫はもっと大きな戦いくさに備えているのだ。

　月王はきゅっと唇を嚙かんだ。里は月王の手で守らねばならない。月王の胸に不安が影を落とした。邪気を放つ魔はまだ里に入っていない。調伏は間に合う。月王は不安を拭ぬぐいさるように首を振った。そして裏鬼門を見み据すえると魔の調伏にとりかかった。

　月王は家の周囲に張った結界を解き、印を結んだ。風雨はますます強くなり、激しく月王を攻めたてた。月王は大きく呼吸し、消しよう伏ふく毒どく害がい陀だ羅ら尼にをとなえ始めた。

　たけり狂う風雨に負けまいと、月王は魂を込めて陀羅尼をとなえる。しかし、風はいっこうにおさまらず、雨はますます強く月王を打った。月王は繰くり返し、一心に陀羅尼をとなえた。

（ああ、魔が──）

　魔が太夫の結界を打ち砕くだいた。里に侵入した魔は月王の調伏に多少力を削そがれはしたが、持てる魔力で猛威をふるった。明けるはずの夜は明けず、黒い魔は里を蹂じゆう躙りんした。

　魔が里に侵入をはたしても月王は調伏をやめなかった。喉のども裂けよとばかりに声を上げる。ほんの少し風がゆるくなり、雨が勢いを落とす。自分の通力が網あみの目からこぼれるように霧む散さんしていくのを自覚しながら、それでも月王は陀羅尼をとなえ続けた。

　虚しい時が過ぎていく。月王にはわかっていた。里で暴れている魔をいくら調伏しても背後であやつっている魔を調伏しなければ嵐の魔は消滅しない。嵐はそれをあやつる本体を調伏しなければ滅ぼすことはできないのだ。嵐だけを調伏してもほんの気休めにしかならない。陀羅尼をとなえながら月王はそのことを骨身にしみて感じていた。

（おじいさまは魔の正体、本体を見極めるために山におこもりになられた。したが、これではあんまりじゃ──。魔はおじいさまの結界を破り、おれの調伏はきかぬ。ああ、魔が、魔が！）

　月王は暴れまわる魔の力を少しでも削ごうと、一心に陀羅尼をとなえた。





多ト耶ヤ他ト　鳴ウ呼コ膩ニヤ　模モ呼コ膩ニヤ　闘チヨ婆ボ膩ニヤ

耽タン婆ボ膩ニ　安アン茶ジヤ詈リ　般ホン茶ジヤ言リ　首シユ卑ビ帝チ
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「阿史、聞こえるか。月王がわたしの呪じゆを邪魔しておる。もうおそいわ。水すい擂らい鬼きは里の結界を破った。どんなに邪魔をしたところでたかがしれておる。里に不幸が満ちればわたしの思うがままに人をあやつれる。水擂鬼、暴れて里を破壊し尽くすのじゃ」

　夜叉は呪のろいの言葉を吐いて声高く笑った。不気味な護ご摩まの炎がゆらゆらと夜叉の姿を浮き上がらせた。炎に照らされた夜叉の顔は、地獄の悪鬼さながらの冷酷さで彩いろどられていた。

　屋敷の外では水擂鬼が荒れ狂っている。里の何もかもを破壊し尽くそうと狂気の咆ほう哮こうを上げていた。










「なんということじゃ。わしがところの田は全部水につかってしまった」

「わしのところは半分……」

「川のそばの田はみな水にのまれてしまったそうじゃ」

「畑のものも半分倒れた」

「これから作りなおすこともできぬ……。馬を手放さねばならぬやもしれぬ」

「牛馬のおる者はええ。わしの所には何もない……」

　里人の悲痛な声が月王の耳を刺した。月王はふらつく身体に鞭むち打ち、鉛なまりのように重い足を運んで里の惨さん状じようを確かめて歩いていた。

　魔を調伏しようと行った咒しゆ法ほうは月王の体力をぎりぎりまで奪うばい取っていた。げっそりとやつれ、青ざめた顔からは、月王が行った咒法の凄すさまじさをうかがい見ることができた。

　月王は濡れた髪がべっとりはりついた顔をめぐらせて里の様子をうかがった。魔のつけた痕こん跡せきを見つけるたびに月王の心は千ち々ぢに千切れた。魔が残した爪つめ痕あとは、月王の想像をはるかに越えていた。

（おじいさま──おじい……）

　月王は両手で顔を塞ふさいだ。月王は泣いた。

「月王！」

　鋭く呼ばれて月王は顔を上げた。その声には、憎しみと、怒りと、かすかな愉ゆ悦えつが混ざり合っている。月王はのろのろと振り向いた。

「わぬしは今年の初め、みなの前で今年は大嵐は来ぬと言うたな！　言うたであろう！」

「比古の言うとおりじゃ。おまえは嵐は来ぬと確かに言うた」

「おれもこの耳で聞いた」

「おれもじゃ」

　比古丸と比古丸を取り巻く三人の若者は、口々に月王を責めたてた。月王はぼんやりと四人の罵ば倒とうを聞いている。

「月王、よう聞け。おれがうちの田は半分だめになった。畑の三分の二が水みず浸びたしじゃ。今年は大豆も蕎そ麦ばもとれぬ。わぬしが我らを惑わさなければ川に土を盛っておいた。水路を広げて水を流した。おまえの言葉を信じて我らはなんの手も打たなかった。この惨状をまねいたはおまえの責任じゃ！」

　比古丸はありったけの憎ぞう悪おを込めて月王をののしった。それに呼応するように三人の取り巻きが次々に月王をなじった。

「おれのとこは田が全部だめになった」

「おれのとこは小屋が倒れて馬が死んだ。去年買うたばかりの馬ぞ！」

「おれがとこは田が泥に埋うまり、風に作物が倒れた。このままゆけば一家で首をくくるしかない……。どうしてくれるのじゃ！」

　月王は四人に虚うつろな顔を向けた。それが比古丸のカンにさわった。

「おまえ！　なんだその顔はっ。我らの話を聞いておるのかっ！」

　里人が騒ぎを聞きつけて、ぽつりぽつりと集まりはじめた。騒ぎの中心が月王と里さと長おさの息子の比古丸と知れると、人の数はあっと言う間に膨ふくれ上がり黒山となった。

「おまえの──おまえのろくでもない予言で里はこのありさまじゃ。わかっておるのか、えっ！　何か言うことがあれば言ってみい」

「そうじゃ、言ってみい。おまえが嵐はないと言ったがゆえなんの備えもしなかったのだぞ」

「言うことがあれば聞いてやろう」

「フン！　言う言葉なぞあるわけないわ」

　比古丸と三人の取り巻きは言葉の拳こぶしを月王に打ちつけた。ただの傍ぼう観かん者にすぎなかった里人達は次第に比古丸の言葉に感化され、やがて同じような反感を月王にいだくようになった。月王は自分に向けられる憎悪が少しずつ大きくなっていくのを、他人事のように眺ながめていた。

「そう言えば、夜叉さまは田植えがすんでしばらくすると嵐が来るようなことを言っておいでじゃった……」

　里人の一人が誰に言うでもなくポツリと呟つぶやいた。比古丸はそれを聞き逃のがさなかった。きりりと眉まゆをつり上げてその里人を怒ど鳴なりつけた。

「なんと、それはまことかっ！　わぬし、なぜそのような重大なことを我らに告げなんだっ！」

「千の太夫さまゆかりの月王の予言ですぞ。あだやおろそかにできませぬわ」

　里人は唇を嚙み、顔を真っ赤にしてそむけた。比古丸は嚙みしめた歯のあいだから息を吐いた。目は憎々しげに月王を睨にらみ付けている。

「夜叉どのは都の陰おん陽みよう寮りようにおられた方ぞ。それも加茂様のもとにおられた実力者ぞ。そのお方の忠告に耳を貸さなんだとは……。聞いたか月王、おまえの無責任な言葉は有益な予言さえ打ち消してしまうほどのものじゃ。これはもはや罪ぞ！」

　比古丸が襟えり首くびをつかまんばかりの勢いで月王に詰め寄った。その月王を肩でかばった者がいた。突然目の前に現れた人物によって、比古丸は勢いをそがれた。

「須佐……」

「もう月王を責めるはよせ。嵐は天災ぞ。誰のせいでもなかろう」

　須佐は何もかも見通しているような、大地のように静かな目でじっと比古丸を見つめた。比古丸は少なからずうろたえ、それでも切り返した。

「そうよ、嵐は天災じゃ。その天災を月王は占ったのじゃ。その言葉を信じたから我らは備えをしなかった。それがこのざまじゃ。こやつの責任と言ってどこが悪い」

　比古丸の開き直った態度に須佐の目が細められた。

「季節を読むは月王のつとめゆえ、月王は季節を読んだ。それは毎年ようあたったではないか。違うか！」

　須佐は鋭く言って一歩、比古丸に詰め寄った。比古丸を睨む双そう眸ぼうには理り不ふ尽じんな弾だん劾がいに対する怒りがあった。

「月王の季節読みがなければ我らは決して豊かではあるまい……。そうであろう？」

「……」

「この里が他の在所より豊かなのは月王と千の太夫さまのおかげぞ。それを一度、嵐を読み違たがえたからと責めるは恩知らずもいいとこじゃっ！」

「う……ぬっ！」

　比古丸の目が屈くつ辱じよくと怒りで燃え上がった。比古丸の怒りとは裏腹に、比古丸に烏う合ごうしていた里人は須佐の言葉に心動かされていた。比古丸は須佐の言葉に里人が心を移していくのを感じ、あせりを強めた。須佐はそんなことにはいっさいかまわず言葉を続けた。

「おれは昨夜隣となりの里に出かけてたった今戻ったところじゃ。隣の里はみなも承知のとおりほんの二山ばかり越えたところじゃ。よいか比古、よう聞くのじゃ。隣の里には嵐などこなかった。風も雨もなかったのじゃ」

「え!?」

「嵐がみまったのは、この里だけじゃ」

「まさか──」

「おれの言うことが信じられなければ、おのれの目で見てくればよかろう。このたびの嵐は天の災わざわいではないやもしれぬぞ」

「……」

「人を責めるはたやすいことじゃ。したが、それが間違いであったらなんとする」

　須佐は澄んだ瞳を比古丸にひたと止めた。比古丸は顔を赤くして唇を嚙んだ。

「比古、里長になるなら器うつわを大きゅうしたがよいぞ。今のままではちと小さいようじゃ」

「な、なんじゃと！」

　比古丸の目がギラリと光った。須佐は比古丸の一番痛いところをついていた。自分が最も気にしている欠点を指摘され、比古丸は見る間に形ぎよう相そうを変えた。

「ほれほれ、何を怒っておるのじゃ。それだから小さいと言うのじゃ」

　そう言って須佐はさわやかに笑った。二人のやり取りを固かた唾ずを飲んで見守っていた里人達も須佐につられて笑いだした。

「黙れ、黙れぇ！　何がおかしい。何がおかしいのじゃ！」

　比古丸はギラギラした目でまわりを睨み付けた。水が引くように笑いはやんだ。しんと静まり返った人の群れが、気まずい雰ふん囲い気きに包まれた。

「これ、みなの衆、このような所に集まって何をしておるのじゃ」

　雰囲気にそぐわない声がした。里長だった。里長はひとかたまりになった人の群れを不思議そうに眺めた。

「里の一大事じゃというにこんな所で大勢で油を売って、いったい何をしておるのじゃ。比古、早う戻って仕事じゃ。田の被害は思ったほどではなかったぞ。稲は水につかったが流れておらぬ。みなの衆のところはどうじゃった？」

「──そういえばわしのとこも流れてはおらなんだ。水を抜いて手入れをすれば──。こうしてはおられぬ」

「わしもじゃ」

「早う帰って仕事じゃ」

　里人はあっという間に散ってしまった。

「須佐、わぬしのところは若苗が一人で苦労しておったぞ。早う戻ってやった方がよい」

「はい、里長」

「さあ、比古、帰るのじゃ」

　里長は足に根を生やしたように動かない比古丸の背を押した。比古丸は須佐に鋭い一いち瞥べつを投げかけて里長の後について帰っていった。

「月王、もう大だい丈じよう夫ぶじゃ。誰も……」

　ぐら……と月王の身体がかしいだ。須佐があわてて支える。月王の身体は力なえ、そのまま須佐の腕の中に倒れた。











熱イ、熱イ、熱イ……






　暗黒の灼しやく熱ねつの世界で月王はもがいていた。叫ぼうとするが口がはりついたように動かない。




　……ダレカ助ケテ、焼ケテシマウ……。ダレカ……




　唇にひやりと冷たいものが触れた。続いて山に湧わく冷たい清水が口の中を満たした。月王は暗黒の淵ふちに半分とどまりながら、むさぼるように水を飲みこんだ。熱く燃えるようだった身体のすみずみまで山の清水がしみわたり、身体が少し楽になった。それと同時に暗黒界に半分引きずり込まれかけていた意識が浮上を始めた。

　再び口の中が清水で満たされる。ゴクリと音をたてて水を飲み下し、月王は重いまぶたを開いた。

　月王は水のように澄んだ青い魂たましいが心配そうに明滅しているのを見た。ほんの一寸たらずのところに須佐の顔があるのもわかった。全身を包む気で、自分の家にいることもわかった。そして、月王は自分が須佐のたくましい腕にしっかり抱きかかえられていることを知った。

「気がついたか。このままずっと眠ったままなのかと心配したぞ」

　須佐は持っていた椀まりを置き、月王の身体をそっと床とこに横たえた。

「熱がとても高いのじゃ。おれには薬の調合ができぬゆえ、アカネだけを煎せんじておる。熱さましにはそれでよかったか？」

　月王は頷うなずき、須佐に弱々しく頰笑みかけた。

「須佐がここまで運んでくれたのか？」

「そうじゃ」

「すまぬ……」

　感謝する月王を須佐は怒ったように見た。

「どうせ嵐の中、雨に打たれて咒しゆ法ほうを行っておったのであろう。もう少しおのれの身体を大事にするのじゃ。──まったく、里の者はばか者ぞろいじゃ。おまえの苦労がまるで見えておらぬ。何が真実かまるでわかっておらぬのじゃ。もう少しで比古のばか者の口車に乗せられるところであったぞ」

「………」

「それで……あの嵐は何じゃ」

　須佐はおずおず尋ねた。里の外から帰ってきたばかりの須佐は奇妙な現象を目まの当たりにしていた。何事もなかった山道が、一歩、里の境界に入ったとたん荒れていた。里の中心に近づけば近づくほど惨状はひどくなっていた。月王ならこの不思議を解明してくれると須佐は信じていた。

「なぜ、この里だけ嵐にみまわれたかおまえは知っておるな」

「……」

「魔か？」

　月王の何も映さない瞳がくもる。

「やはり……。千の太夫さまご不在はそのせいか？」

　月王は黙って頷き、熱で赤くなった唇を嚙みしめた。月王の心中を察したかのように、須佐は月王の手を握った。

「おまえはできることをやったのじゃ。もう何も気に病やむな。──そうか、都みやこの御ご霊りようがとうとうこの里まで来たか」

「違う……。あれは御霊ではない。魔界の魔じゃ。怨おん念ねん持つ御霊をあやつる鬼じゃ」

　一気にそれだけ言うと月王は激しく咳せき込んだ。須佐が月王の背をさする。

「水を……」

　月王は椀に手をのばそうとしたが、身体が自由にならない。月王はうめいた。こんなことは生まれてこのかた経験したことがなかった。高い熱と魂のありったけを込めた咒法が月王の体力を根こそぎ奪っていた。

「熱が高いのじゃ、無理をするな」

　須佐は椀を取ると月王の頭を膝ひざに乗せた。月王が身体を起こそうとする。それを優しく押しとどめた。

「起きずともよい。おれが飲ませてやる」

　須佐は水を口に含み、月王に口移しした。月王の喉が動いて水を飲み下す。須佐の唇がそっと離れる。

「どうじゃ、まだ欲しいか？」

　月王が頷く。須佐はもう一度月王に口づけた。

「ああ……」

　月王は小さく吐息をもらし、見えない目を須佐に向けた。

「おれの意識がないときも、こうして須佐が水を飲ませてくれたのじゃな……」

「うん」

「須佐がそばにいると暖かい。おじいさまといるようじゃ……。もう、恐ろしゅうない。里の者がののしろうと、憎もうと、恨うらもうと、須佐はおれをわかってくれている……。それだけで──それだけでおれは強うなれる」

　月王は須佐の膝に顔をうずめた。須佐の温もりが心地よく月王を包む。月王は目を閉じ、須佐の膝を抱きかかえた。須佐の手が慈いつくしむように髪に触れた。

（おじいさま……）

　月王は千の太夫に甘えるかのように須佐に身をすり寄せた。

　ホト　ホト　ホト……

　戸を叩たたく音がした。須佐は顔を上げた。

　ホト　ホト……

　須佐は月王の頭をそっと枕に置き、土間に降りた。

「誰じゃ」

「藤菜にございます」

　須佐は心しん張ばり棒ぼうをはずし、戸を開いた。

「お……」

　須佐は藤菜を見るなり言葉をなくした。須佐の目に映ったのは藤菜であって藤菜ではなかった。夕日に彩いろどられて立つ藤菜は、黄金色に染まっていた。見み目めも醜しこ女めの藤菜ではなく、天女のように神秘的で匂いたつような美少女だった。

「ふ──藤菜か？」

　あえぐように須佐は尋ねた。天女は輝くばかりの微笑を浮かべた。

「はい」

　呪じゆ縛ばくが解けた。須佐の前に立っているのは天女ではなく醜い藤菜だった。須佐は目をしばたたかせ、拳でこすった。

「あの、月王は？　須佐さまがなぜここに？」

「月王は急な病やまいでの、おれが看病しておるのじゃ」

「まあ」

　藤菜の顔が心配そうにくもった。

「さあ、中へ。見舞ってやってくれ」

「はい」

　藤菜は須佐のまねきで中に入ると月王の枕元に座った。月王がだるそうに藤菜を見上げた。その顔を見た藤菜は思わず息を飲んだ。月王の顔はげっそりやつれはて、まるで別人のようだった。

「藤菜……」

　月王が弱々しく、しかし、嬉うれしそうに微笑した。

「おかげんはいかがでございますか」

「だいぶよい……」

「昨日はあんなにお元気でしたのに……。一夜にしてどうしてこんな──」

「魔の調伏を行っておったのじゃ」

　月王のかわりに須佐が答えた。藤菜ははっとしたように顔を上げた。

「昨夜の嵐……昨夜の嵐は、嵐は……」

「藤菜？」

　月王は大儀そうに身体を動かし藤菜に近づこうとした。藤菜は青ざめ、凍こおりついたまま動かなくなった。藤菜の唇が痙けい攣れんしたように震えた。

「嵐……嵐は……」

「藤菜、何を言いたいのじゃ」

　須佐は藤菜の肩に手を置いた。ビリッとうたれたような衝しよう撃げきが手を襲った。須佐はあわてて手を離して藤菜を見た。藤菜は棒のように硬こう直ちよくしている。

「ふ、藤菜！」

　須佐は叫ぶように藤菜を呼んだ。ギリギリと重い妻戸を動かすように藤菜が須佐に顔を向けた。藤菜の目は異様に見開かれ、顔は引きつって固くなっていた。

「藤菜──」

　須佐は絶句した。藤菜の目から涙がひと雫しずくこぼれ落ちた。

「もうよい……藤菜、もう何も言わずともよい……」

　月王が優しく声をかけた。藤菜の凍りついた身体が少しずつ解けていく。藤菜はほうっと深いため息をついた。

「申しわけございませぬ……どうしても口が動かないのでございます。お伝えしたいのに、お教えしたいのに……」

　藤菜の目にみるみる涙が溢あふれてくる。床の中から月王の手がのびて藤菜の手に重ねられた。

「藤菜には呪じゆがかけられておる……。夜叉どのかあるいは他の呪者か……」

　藤菜は再び凍りついたように沈黙した。月王は優しく藤菜の手をさすりながら、いたわるように言った。

「そうか、そなたには呪がかかっておったのか。そなたの能力ちからがわずかしか表面に出ないわけがそれでわかった。……藤菜」

「はい」

「里のために毎日言こと霊だまの歌を歌って欲しい。……藤菜の歌で里の災さい厄やくは拭ぬぐわれるはずじゃ。声の通る高いところで……。そうじゃ。薬草の草原がよい。藤菜、たのんでよいか？」

「はい、わたしの歌がお役に立ちますなら」

　藤菜は自分の手の上に置かれた月王の手をきつく握りしめた。その顔には誰も真ま似ねることのできない、誰もかなわない、極上の笑みが浮かべられていた。

「わたしはそろそろおいとまいたします。遅くなりますと御主人さまの御ご不ふ興きようをかいますゆえ。今日まいりましたのはこの薬を届けるためでございました。月王の目薬でございます」

「薬？　藤菜が？」

　須佐は半分驚いて尋ねた。藤菜はにっこり笑っててのひらに乗るくらいの小さな壺つぼを取り出した。口がしっかり竹の皮で封されている。須佐は差し出された壺を受け取り、封をといた。

「なんとすがしい香りじゃ。月王、かいでみよ」

　須佐は月王の頭をかかえ起こして壺の薬を月王の鼻に近づけた。

「ほんに……良い香りじゃ」

「お休みになる前にその薬とこの紅も絹みでお目を洗うてくださりませ。月王の目に良い働きをするはずでございます。薬は今こ宵よいで使い切ってくださいませね。それではこれでおいとまいたします」

　藤菜は品良く頭を下げて立ち上がり、土間に降りた。振り返ると月王が須佐に頭を支えられてじっと藤菜を見ていた。何も映さない目と知りつつ藤菜の頰が染まる。藤菜はもう一度会え釈しやくして戸に手をかけた。

「藤菜」

　出ていこうとした藤菜に須佐が声をかけた。急に何かを思いついたようだ。藤菜は須佐に向き直った。

「呼び止めてすまぬ。使いをたのみたいのじゃ。帰り道ゆえ、たのまれてくれぬか」

「はい」

「若苗にの、今こ宵よいは月王が所に泊とまると伝えてくれぬか。月王の熱が高いゆえ、おれがそばにいたほうがよいのでな」

「須佐、それではあまりに……もうおれのことは……。──今日は、おれについていて田の手入れもしていないのであろう……？」

「おれのうちのことは心配するな。若苗は評判の働き者ぞ。おれより働くくらいじゃ。病のときは心細い。おれでもいたほうがましというものじゃ。それに熱のあるおまえを放って帰ってきたと若苗が知れば、おれは家を追い出される」

　須佐は明るく笑って月王の額に手を置いた。月王の額は依い然ぜん、火のように燃えていた。

「熱が高いままじゃ。今宵はおれにまかせて安心して休むがよい」

「明日はわたしもお手伝いに参上いたします」

「それは心強い。たのむぞ藤菜」

「はい、それではわたしはこれにて……。伝言しかとたまわりました」

「たのむぞ」

　戸がたてられ藤菜は帰った。

　月王は枕元に置かれた藤菜の薬を引き寄せた。薬の清せい涼りような香りが鼻孔を満たす。月王は胸一杯薬の香りを吸い込む。ひやりとした薬の香りが熱を取り去っていくようなそんな気がした。

「さあ、月王、おれの薬が出来上がったぞ。匂いからしてまずそうじゃ。飲ましてやるほどに我慢して飲め」

　須佐は藤菜の薬を月王の手から取るとそれをわきに置いた。そして、月王の頭をしっかり抱くと口移しで薬を飲ませた。

「ため息が出るほどまずいの……」

　須佐は顔をしかめ、大きく肩で息をして椀まりを置いた。

「さてさて、粥かゆでもつくろうか。腹に何も入れぬでは治なおるものも治らぬ。粥ができるまでに少しでも熱が下がるとよいな」

　須佐は優しく頰笑んで土間に降りていった。

　月王は目が熱くなっていくのを感じた。熱くなったそれは雫しずくとなって頰を流れ落ちていった。月王はそっと涙を拭い、粥の支し度たくをしている須佐に顔を向けた。

　眩まぶしい青い光が揺れていた。月王の心眼はきらきらと輝く須佐を、いつまでもあきることなく追いつづけた。







　十三、







「須佐……須佐……須佐。変なのじゃ。何か、何か、変なのじゃ……」

　月王が不安そうに須佐を呼んだ。火をおこしていた須佐はあわてて月王の枕元にすわり、大きな手で月王の額ひたいに触れた。

「何が変なのじゃ。今朝はほとんど熱はないぞ。身体がだるいか？　頭つむりが痛いか？」

　須佐は月王の顔を覗のぞき込んだ。昨夜とはうって変わって月王の顔色はいい。須佐は安心して息をついた。

　が、月王は不安そうに須佐を見上げていた。瞳は物言いたげに揺れている。須佐は眉まゆをひそめた。──つ、と月王の手がのびて須佐の顔に触れた。その指が須佐の輪りん郭かくをたどる。

「須佐の顔か？」

「そうじゃ」

「これはおれの手……」

　月王は須佐から離した手を掲かかげた。
















「こっちは須佐の手」

　須佐の手に触れる。

　月王はすっと身を起こした。

「これ、月王。今日は一日寝ていると昨夜約束したではないか。無理するとまた熱がぶり返し、まずい薬を飲まねばならぬぞ」

　須佐は月王の肩に手を置き、寝かせようとした。月王は思いのほか強い力でそれにあらがった。

「須佐の肩──腕──手。おれの手、須佐の顔……」

　月王はぶつぶつ呟つぶやきながらおのれの身体中に触さわっている。須佐は顔色を変えて月王の顔を覗き込んだ。

「熱はほとんど下がったはずじゃ。──月王、おれがわかるか、わかるな」

　須佐はがっしりと月王の肩を摑つかんだ。月王がまっすぐ須佐を見た。輝く瞳はどこまでも明るく澄みきっていた。

「須佐──これが見えるということか……。これが見えるということなのじゃな」

「月王──、おまえ……」

「須佐、見える。おまえが見える。おまえの目、鼻、口。手、肩、腕」

　月王は夢見るようにうっとり言った。そして須佐の頰に手を触れ、指を走らせた。

「はっきり見える、須佐の顔……。おれの顔、おれの顔は──」

　月王は自分の顔に手を当てた。月王は枕元の手ちよう水ずだらいに自分の顔を映した。

「これがおれの顔……」

　月王は自分の顔に手を触れた。とまどったように水面を見ている顔が見えた。

「お、おまえ、本当に見えるのか？」

　須佐は不思議そうにたらいを覗いている月王を強ごう引いんに振り向かせた。月王の顔が歪ゆがむ。須佐は月王の肩に置いた手に力を入れ過ぎたことに気づいてあわてて手をどけた。そして、改めて月王に問うた。

「本当に見えるのか」

「見える。はっきりと」

「本当に？」

「本当だとも。存ぞん外がい須佐は疑い深い」

　月王は笑った。月王は再びたらいを覗き込んだ。はにかんだような笑みを浮かべた若者の顔があった。──生まれて初めて見るおのれの顔。月王は胸が詰まるような感動を覚えていた。

「おれの顔──」

「そうじゃ、おまえの顔じゃ。この里で一番美しいと誰もが言う顔じゃ」

　いつの間にか須佐の顔が水の中で笑っていた。白い顔の隣に映る浅黒く引き締まった凛り凛りしい顔。きらめく青い魂に相応ふさわしい顔。その顔がさわやかに月王に笑いかけた。

「藤菜、藤菜のおかげじゃ。藤菜の薬がおれの目を治してくれた。ああ、藤菜、藤菜……」

　月王は次第にぼやけていく自分の顔を見つめた。あふれる涙で手水だらいに映る顔はほとんど見えなくなっていた。それでも月王は水の中を見続けた。










　昨夜、月王は藤菜の教えどおりに薬を使った。藤菜が置いていった紅も絹みに薬をひたしては丹念に目を拭ぬぐい、洗った。藤菜の薬は香りだけではなく、付けるたびにひんやりした心地よさを与えた。

「その薬、まことに効きくのかのう。藤菜はおまえから薬について学んだと言っておったが、藤菜がこの里へ来たのは春の終わりぞ。そんな短いあいだに薬のことが学べるものかの」

　須佐は月王の身体を支えながら首を傾げた。月王が目を拭いながらかすかに笑った。

「藤菜はおれのためを思って薬を調合してくれたのじゃ。たとえ効かずともよい。この目は元から見えぬのだから……。したが、藤菜には何やら不思議な力がある。薬のこともおれが舌を巻くほどの上達ぶりじゃ。もしかしたらおれの知らぬ薬草や調合法を見つけたのやもしれぬ。それにこの薬、目に付けるととても気持ち良いのじゃ」

「どれ」

　須佐は壺つぼに指をひたし、薬を目に付けた。

「ほんとうじゃ！　すっとして何とも気持ちがよい。どれ、こっちの目にも……」

「須佐、これはおれの薬ぞ。わぬしのではない」

「いいではないか少しくらい。──ああ、気持ち良い。藤菜はたいしたおなごじゃ。たとえ効かずとも、これだけ付け心地のよい薬を作るとはの」

　須佐は感心したようにうなずいて壺の中を覗いた。

　月王は子供のような須佐の心を見て小さく笑った。それから須佐が覗いている小さな壺に紅絹をひたし、目を拭った。月王は目のすみずみまで藤菜の薬で清めていった。

　その夜、月王は夢を見た。白銀の光の中をたゆたう夢だった。白い光に包まれ、眩まぶしさに耐えかね、固く目を閉じたところで目め醒ざめた。

　ところが、その目醒めがまるで夢の続きのようだった。目を開いたとたん眩しく光が目を射た。月王は自分が起きているのか眠っているのかわからなくなって混乱した。そして、須佐を呼んだ。月王は須佐に触れ、ひとつひとつ手で確かめ、自分の目が開いて物を見ているのを知ったのだった。










　ホト　ホト　と戸が鳴った。

「須佐、若苗じゃ」

「藤菜かもしれぬぞ」

「戸を開けずともおれにはわかるのじゃ。早う行って戸を開けてやったらどうじゃ」

　須佐は半信半疑で戸を開いた。開けた戸口に立っていたのは妹の若苗だった。

「あにさん、何をぼうっとつったっておいでじゃ。まだ目が醒めておらぬのか？」

「いや──その、月王が戸を開けぬうちに若苗が来たと言うものだから──」

「いつものことではありませぬか。さあ、そこをどいてくだされ。中に入れませぬ。月王の具合はどうなのです。滋じ養ようをつけたがよいと思って卵を持ってきました。このように汁も──」

　若苗は手に下げた鍋なべを須佐に見せた。若苗は兄が身体をどけると中にあがり、いろりに鍋をかけた。

「汁はすぐにあたたまるから──。月王、具合はどうです？」

　若苗は振り向きざまに尋ねた。月王の瞳がまっすぐ自分を見ている。その瞳が頰笑む。

「もう、大事ない。──若苗じゃな？」

「妙なことを聞く。若苗でなかったらわたしは誰じゃ？」

　若苗は愛らしく笑って月王の床とこのわきにすわった。月王の瞳が若苗の動作を追いかけるように動く。若苗は小さく首を傾げた。月王は物が見えるように振る舞っている。

「おじいさまの言うておられたとおりじゃ。若苗も須佐も美しい……」

「？　？　？」

「おなごとはこんなに細く優しい姿をしているものだったのじゃな。男と違ってはかなげで、やわらかくて、髪などもいっそうつややかじゃ」

「つ……月王。その目……」

「おれは見えるようになったのじゃ」

「あ……あにさん！」

　若苗がすがるように須佐を見た。須佐は包み込むような笑顔で頷いた。

「藤菜が調合した薬で、月王の目が明いたのじゃ」

「だって、だって、月王の目は生まれつきで千の太夫さまにも治せぬと……」

「おじいさまにも治せぬ目を藤菜が治してくれた」

　月王の静かな声には喜びが滲にじんでいた。歓喜が月王に活力を与え、月王をますます輝かせていた。

「月王──よかった、よかったのう」

　若苗が涙を浮かべて祝福する。月王は目を閉じて心眼で若苗を見た。若苗の魂は目に映る全身の表情そのままに、月王の身に起こった幸いを喜んでいた。月王は唇をほころばせて若苗に負けないほどあでやかな笑みを浮かべた。

　須佐と若苗。この見み目め良く心美しい兄妹は、月王にとってかけがえのない存在であり、大切な人になっていた。月王は身の底から震えるような幸福感に酔っていた。

「藤菜……」

　突然、月王が呟つぶやいた。

「え？」

　若苗が聞き返し、須佐が月王を見た。月王はうっとり目を閉じている。その顔は輝くばかりに幸せそうだ。

「藤菜が来る。……もうすぐ藤菜が来る」

　月王の声がかすかに震えている。須佐と若苗は顔を見合わせた。

　須佐は若苗の顔にうっすら戸惑いがあるのを見た。自分の顔にもそれがあるのは若苗の表情でわかった。

　ホト　ホト……

　戸がゆっくり鳴った。

「藤菜！」

　叫ぶなり月王は戸口に走っていた。

　カラリ……

　戸は開かれた。










「妙じゃ！」

　馬上の夜叉が鋭い声を上げた。手た綱づなを引く阿史がびくりと身体を震わせ、自分が叱しかられたように首をすくめた。里長から贈られた白しろ葦あし毛げの馬は、乗り手に鋭く反応して棒立ちになった。

「ドウ　ドウ　ドウ」

　阿史は馬を鎮しずめようと必死に手綱を引く。馬は鼻息荒く、興奮したままだ。夜叉が馬の首に手を置いた。馬は魂を抜かれたようにおとなしくなった。しかし、馬の目は落ちつかなげに揺れ、身体からは大量の汗が流れていた。

「ふん、わたしが恐ろしいか……。喰えばかなりの力がつこうがおまえは喰わぬ。わたしを乗せねばならぬからな」

　夜叉は不気味に笑い、意地悪く馬の首をなでた。馬がすくみ上がるのを感じると声を上げて笑った。そして、ふいに馬に対する興味をなくし、何事もなかったように馬を進めた。

「おかしい。水すい擂らい鬼きをあれだけ暴れさせたのに、この里はあまり荒れておらぬ。月王の調伏は何ほどのものではなかった。千の太夫を見張らせている式神は動かなかった。千の太夫は水擂鬼に何の手出しもしておらぬ。水擂鬼があれだけ暴れれば何もかも破壊されてしかるべきじゃ。なのに何なに故ゆえこの里は無ぶ事じなのじゃ。げせぬ！」

　夜叉は自分の呪じゆ詛そが思った効果を上げていないことに深い疑問をいだいていた。

　あの夜、夜叉をはばむものは何もなかった。水擂鬼は夜叉の破った結界をくぐり、思う存分暴れまわった。

　それなのにどうだ。今、夜叉が目にしている里は、所々泥に埋もれた田や、風に倒された作物はあるものの、勤勉な里人の手で修復されつつあった。一番被害のひどい川沿いの田でさえ半分流されただけだった。

「まことにげせぬ。千の太夫や月王の他に、この里を守護する者がおるというのか……」

　ふいに襟えり首くびを鷲わし摑づかみにされるような衝しよう撃げきが夜叉を襲った。夜叉は馬を止め、ゆっくり顔を上げた。前方の森が夜叉を威い嚇かくするようにザワザワと動いた。夜叉はすうっと目を細め、森の一点を睨にらみ付けた。

「不ふ動どう明みよう王おう──」

　森がうねるように動いた。

　ピシッ──

　飛んできた小枝が夜叉を打ちよう擲ちやくする。ごう、という音響とともに木の葉がいっせいに舞い上がり、夜叉を襲った。

　夜叉はうるさそうに扇おうぎで葉をよけ、不敵に笑った。

「水擂鬼の邪魔をしたのはあの楠くすのきであったか。……阿史、わかるか、あの楠には不動明王が降こう臨りんしておる。我らの敵ぞ。あれがこの地にあるかぎり、我が通力は半減する」

　阿史は睨み付けるように楠を見た。醜い顔が憎しみで歪み、頭髪が逆立った。

　ぐう……

　しぼり出すようなうめき声とともに阿史の口は大きく裂け、犬歯が長くのびた。

「この痴しれ者がっ！」

　夜叉は鞭むちで阿史をきつく打った。阿史の顔はたちまちもとの惚ほうけた醜い顔に戻った。

「ここをどことわきまえる。里の往おう来らいぞ。人に我らの正体を見られたらなんとするっ！　正体を明かすはまだ先じゃっ！　よう心こころ得えておけっ！」

　夜叉は瞳を赤く燃え立たせて阿史を厳きびしく叱しつ責せきした。阿史は小さく地面にひれ伏した。

　その二人をじっと見つめるものがいた。千の太夫が夜叉を監視させるためにはなった青い小鳥だった。小鳥はつぶらな瞳を光らせ、逐ちく一いち二人の様子を見ていた。小鳥は阿史の変容を見るや一声高く鳴き、千の太夫がこもる山を目指して飛んでいった。

　夜叉が頭を上げ、鋭い視線をあたりにめぐらせた。阿史が不思議そうに主人を仰ぎ見る。

「誰ぞに見られておるような気がしたのだが……。ええ、くちおしや。我が通力、いまだに回復せぬ。人、一人喰えば早々に回復するものを──なんともじれったいことよ。わたしを邪魔するものが多すぎる。自由に振る舞うにはまず、手近なところの始末じゃ」

　夜叉は憎々しげに楠の巨木を睨み付けた。

「──比古丸、あれは使える……。昨日の騒ぎ、我が手鏡が映したあの騒ぎをおまえも見ておったであろう。あやつ、この里の者には珍めずらしくわたしが繰りやすい心根の持ち主じゃ。あの者を使うて楠を封じよう……。楠、いまにみるがよい。おまえが守る里をわたしが破壊してくれよう。おまえに邪魔できぬよう人の心をあやつってな」

　夜叉は楽しそうに忍び笑った。その笑いは次第に高く、狂気をはらんだ笑いになっていった。










　汗が目に入り、行く手の視界がぼやけた。若苗は汗を拭ぬぐった。汗は拭ってもすぐにしたたり、目に入る。若苗はそれでも駆かけるのをやめない。ずっと先を兄の須佐が駆けている。

　若苗の心臓は早はや鐘がねのように激しく打ち、胸はやぶれそうに苦しかった。もつれそうになる足を強ごう引いんに動かして若苗は駆けた。

　前方に田が見えた。兄の須佐はすでに田のあぜに佇たたずんでいる。しゃにむに繰り出していた足から力が抜けていく。若苗は速度を落とし、ゆっくり止まった。

「どういうことじゃっ！」

　嚙みしめた歯のあいだから須佐が叫んだ。須佐は田に入り稲を引き抜いた。それは茶色に変色し、すでに枯かれていた。

「あ……あにさん」

　若苗は不安そうに須佐を見た。

「なぜじゃ！　他の田は青々と生き返ったというに、おれの田は枯れてしまった──。いったいなぜじゃ！」

「あにさん、どうしよう……。稲がだめになっては借金が返せぬ」

　須佐の身体がおこりのように震えた。

　兄妹の両親が死んで間もなく二年がたとうとしていた。兄妹の両親は、新田を開かい墾こんするために馬を買い、農具を新しく整えた。それらはすべて里長からの借金で贖あがなわれた。これからというときに両親は山津波で命を落とした。山津波は両親の命だけでなく、新しく買った馬も農具もすべて飲み込んだ。兄妹には借金だけが残された。兄妹は死んだ両親の借金を引き継ぎ、今年の収穫で借金は完かん済さいされることになっていた。

「若苗、心配するな。里長どのは物分かりのよい慈じ悲ひ深いお方じゃ。事情を話せば借金の返済を待ってくれよう」

　須佐が若苗を力づけるように明るく笑った。

「ほんに待ってくだされようか……」

「里長はきっとわかってくださる」

　須佐がまた笑った。その顔にはまったく陰かげがない。若苗は兄の明るい顔を見ても心が晴れなかった。兄が自分を心配させまいとしているのが手に取るようにわかる。自分の家の田だけ狙ねらわれたように枯かれた稲。その光景は若苗の心を乱し、暗い予感が更なる不安をかき立てた。

「あにさん、これはぜったい変じゃ。どの田も同じように泥水をかぶって同じように手入れしたのになぜこの田だけ枯れた？　妙だとは思いませぬか」

「ああ、確かに妙じゃ。したが、枯れたものは仕方ない。もとには戻らぬ。おれらはできることをするほかないではないか。そうであろう？」

「でも、あにさん……」

「若苗、もう何も言うな。わかっておる──これは魔じゃ。おれらは魔の標的になっておるらしい」

「やはり──」

　若苗は大きな目を見開いてじっと須佐を見た。須佐は妹を安心させるかのように笑って若苗の肩に手を置いた。

「おれらには月王がついておる。月王がきっと魔を祓はろうてくれよう」

　若苗は小さく頷いた。枯れた稲がサヤサヤと風にそよいだ。胸が締しめつけられるような悲しい光景だった。若苗は押し寄せてくる不安に負けまいと、肩に置かれた兄の手をしっかり握りしめた。










　どろりとした暗黒に、鬼火のような赤い護ご摩まが焚たかれている。ぬらぬらとゆらめく炎に二つの影が映る。二つの影は何かを熱心に覗のぞき込んでいる。二つの影が覗いているのは一枚の鏡だった。

「おお、阿史、見るのじゃ。月王が結界を張るのを忘れおった。おお、よう見えるわ。すみずみまで見える。月王──なんと見目形の良い……まことこの世の奇跡じゃ。我が呪中に落ちたならしばらく生かしてそばにはべらせてみようか──」

　夜叉はおのれの考えにほくそえんだ。鏡の中の月王は何も知らずにぐっすり眠っている。夜叉は赤く裂けた口をなめまわした。

「藤菜と月王……。ともに我が寿命を千年延のばす貴き重ちようなものじゃ」

　阿史がぐうと喉を鳴らした。その目には卑いやしい欲が現れていた。夜叉は阿史を愛いとしそうに眺めてその喉を撫なでた。

「そなたにも分け前をやる……。心配いたすな厲れい鬼き。そなたはわたしの大切な分身ぞ。安心せよ。そなたを忘れはせぬ」

　厲鬼と呼ばれた阿史は、ゴロゴロと喉を鳴らして心地よげに目を閉じた。

　夜叉は目を細めて頰笑むと再び鏡を覗いた。すでに阿史のことは心を離れ、ひたすら鏡に映る月王を見つめた。そして、おもむろに居ずまいを正し、ぶつぶつと呪文をとなえ始めた。

　鏡にぽっと赤い火がともった。火は少しずつ火勢を上げ、護摩の火と同じように燃えはじめた。夜叉の呪文は続く。

　鏡の中の月王がかすかに身じろいだ。眠っているはずの月王が苦しげに顔をしかめる。月王の枕元にある薬箱が小刻みに動いた。薬箱は生き物のようにするする開き、中からどろどろした黄金色の液体がしみ出てきた。黄金色の液体はやがて固まり、枝を這はういも虫の形になった。

　虫はぬらぬらとした粘液に包まれ、闇やみの中でぼうっと光りながらうごめいている。触れればその毒であだをなしそうな虫だ。虫は蛇のように身をくねらせ、這い回った。やがて虫は月王の身体を見つけると、ぬめぬめと身体を動かし、よじ登っていった。それはなおも動き、月王の首にとりついた。夜叉の呪文をとなえる声に力がこもる。虫は月王の首をなめるように這って顔に登った。

　夜叉はそれを見てすっと目を細めた。口の両端が持ちあがり、羅ら刹せつの笑いを作った。

　虫はねばつく身体を光らせながら月王の唇を這った。苦しいのか月王が力なく首を振る。虫はなおも月王の唇を這う。ぬめぬめと愛あい撫ぶするかのように虫は身体をくねらせた。

　月王の頭がのけぞり、身体が痙けい攣れんしたように硬直した。一、二度ひくり、ひくり、と身体を動かし、月王は動かなくなった。

「ふふ……ふふふ、かかった。月王め、とうとう呪にかかりおったわ」

　夜叉は声高く叫び、高らかに笑った。その哄こう笑しようはいつはてるとも知れず、闇を貫つらぬいて響きわたった。







　十四、







　須佐は全身をいらだたせて里長が現れるのを待っていた。取次ぎを婢はしためにたのんでかなりの時が過ぎている。須佐は奥を覗き込むように身を乗り出した。広い屋敷は静まり返り、人の気け配はいがない。須佐はいつもと違う雰ふん囲い気きを屋敷に感じた。

「何ぞあったのじゃろうか……」

　人がいつも活発に動いて華はなやいだ雰囲気をかもしだしている、というのが里長の屋敷だった。里人の誰もがこの屋敷を愛し、里長を慕したうのは、そういう安らぎと明るさがあるからだった。ところが、今日の屋敷は華やぐどころか薄暗く寒々していた。

　須佐が覗くように中を見ていると奥から人の出てくる気配がした。須佐は居ずまいを正して待った。

　須佐の前に立ったのは比古丸だった。

「何用じゃ！」

　ピシリと鞭むちを打つように言うと、比古丸は意地悪げに須佐を見た。心なし顔色が悪い。

「里長は？」

「父者は病やまいじゃ」

「お悪いのか？　月王は呼んだか？」

「大事な父者を月王ごときにまかせられるかっ！　間もなく隣となりの里の良りよう庵あん先生が来てくださる。このような鄙ひなに暮らしておられるが、良庵先生は唐の薬くす師しについて医術を収めた方。月王などと比べるなどおこがましいわ」

　比古丸は青い顔に目だけをぎらぎらさせて吐き捨てるように言った。須佐は比古丸の月王に対する憎しみの強さをかいま見て、心がうす寒くなるのを感じた。

「ところでわぬし、父者に何用じゃ。父者が病の今はおれが父者の代理じゃ。早く用件を言うてみよ」

　須佐は口ごもった。比古丸の態度からは露つゆほどの好意も感じられない。須佐は自分も月王同様憎まれているのを知った。しかし、いくら憎まれようと用件を口にしないわけにはいかない。須佐はつとめて平静に、感情を抑制して用件を述べた。

「待てぬ！」

　比古丸は叫んだ。その顔には悪意が満ち、声にはかすかな快感があった。

「借金は期日どおりに返してもらおう。稲がだめになったはわぬしの手入れが悪かったせいじゃ。他の田は何でもないではないか」

「そうじゃが……。聞いてくれ。おれはあの嵐のあと手入れは充分やった。他の誰にも負けぬほどやったつもりじゃ。それなのに稲は枯れた──。わぬし、おれがどのような男か知っておろう」

「おお、よう知っておるとも。いつもしたり顔で説教たれるいやなやつじゃ」

「比古丸！」

「フン！　何じゃその顔は。父者が病の今はおれがすべてを取り決めるのじゃ」

　比古丸はそう言って手を打った。婢が急ぎ足で現れた。

「証しよう文もんの入った文ふみ箱ばこを持ってまいれ」

　婢はかしこまってさがった。比古丸の唇の端には意地の悪い笑みがはりついたままだ。須佐はじっと耐えて裁さい断だんがくだるのを待った。

　婢が戻ってきた。比古丸はちらちら須佐を見ながら文箱を探り一枚の証文をひっぱり出した。比古丸はじろりと須佐を睨にらんで証文を読んだ。

「ふん、期限は葉月末日になっておるな。期限まであと五日じゃ」

「あっ、それは……」

「何じゃ、何か不足でもあると言うのか」

「その証文の期限は里長どのに変えていただいた。里長どのは我らの両親が身み罷まかったゆえ、物入りだった我らを思って秋の収穫まで期限を延ばしてくだされたのじゃ」

「それがどうした」

　比古丸の瞳にいやな色が浮かぶ。須佐はそれを無視して話を続ける。

「証文には書かれておらぬが里長どのは確かに期限を延ばしてくだされたのじゃ。何だったら里長どのに聞いてくれればよい」

「父者は口をきけぬ」

「そ、そんなにお悪いのか？　二、三日まえはあれほどお元気であられたのに」

　比古丸は唇を嚙んで横を向いた。そして、ぐっと手を握り、何かを振り切るように頭を振ると証文を須佐の前に突きつけた。

「借金は証文の期日までに返すのじゃ」

「比古──それではあんまり……」

「よいか、一日たりとも待たぬ。返せずば若苗を売れ。遠江とおとうみの人買いが通るそうじゃ。若苗を売れば金などすぐできる──。重ねて言う。一日たりとも待たぬぞ」

「比古！」

　比古丸は後ろも振り返らず奥に消えた。

　須佐は自分の顔から血が引いていくのがわかった。借金の返済を延ばしてもらうために出向いて、逆に首を締しめてしまった。口をきけぬほど重い病におかされた里長はもはやあてにできなかった。比古丸のかたくなな態度から、翻ほん意いが望めないのは明白だった。

「こうしてはおられぬ」

　須佐は足早に屋敷を後にした。










「人は我らを鬼と言うが、なんの、人の方がよほど鬼ではないか。のう、阿史」

　夜叉は鏡を覗いてニタリと笑った。鏡には病で苦しむ里長と心配そうに里長を見守る比古丸が映っていた。

　鏡を見ていた夜叉がふいに顔を上げ、獲物を狙ねらう野獣のようにひくひくと鼻孔をうごめかせた。

「女じゃ！　この敷地に近づいてくる。若い娘──おお、小萩じゃ！　阿史、あれを連れてまいれ」

　阿史は不思議そうに夜叉を見た。夜叉は婉えん然ぜんと微笑して、扇おうぎで口くち許もとを隠した。

「我らが最初の獲え物ものじゃ。──よい、もうよいのじゃ。千の太夫はいまだ山にこもり、月王は我が呪で封じた。楠の不動明王なぞ恐れずともよい。あれは我らに直接あだなすことはできぬ。わたしの我慢ももはや限界じゃ。──よいか、恐れさすではないぞ。そっと、優しゅう連れてくるのじゃ」

　阿史は歓喜に身を震わし、ニタリと笑って出ていった。

「比古どの、そなたの想い人はわたしが喰うてやろう……。父親はわが呪中。──ほんに、そなたとわたしの縁えにしは深うなりましたの」

　夜叉は鏡の中の比古丸に笑いかけた。そして扇をかざして鏡の像を消した。

　阿史の戻る気配がした。夜叉は着ている狩かり衣ぎぬを整え、烏え帽ぼ子しをかぶりなおして阿史が入ってくるのを待った。

「あ……う、う、お……おつれしました」

　言いにくそうに言葉を発すると、阿史は小萩を部屋の中へとおした。

「これは小萩どの、ようまいられた。さあ、どうぞこちらへ。藤菜が不在ゆえたいしたおもてなしができませぬが、どうぞごゆるりとお過ごしくだされ」

　夜叉は満面に艶えん麗れいな笑みをたたえて、小萩をむかえた。小萩は夜叉に吸い寄せられるようにフラフラと近づいていった。

　小萩はあの宴席から夜叉のことが頭を離れなくなっていた。月王に魅ひかれるのとは別の意味で夜叉のことが脳のう裏りから離れなかった。そして、とうとうこらえられなくなり、一目でも夜叉の姿を──と屋敷のそばまで来て、阿史に声をかけられたのだった。

　小萩は胸を妖あやしくときめかせて夜叉が示す席にすわった。小萩は夜叉の艶あで姿すがたを見て、ほうっと息を吐いた。今日の夜叉は八つ藤ふじ丸まるの織おりをほどこした紫し苑おん狩衣のさわやかな、それでいて華麗さを失わない装よそおいをしていた。小萩はうっとりと夜叉に見とれた。

　夜叉は小萩の視線を軽く受け流し、手を打って阿史を呼んだ。

「昨日、藤菜が作った唐から菓子があったであろう。茶とともに持ってまいれ」

　夜叉は阿史に命じると小萩に笑いかけた。

「小萩どのは唐菓子がお好きかな？」

「あの……食べたことがありませぬ」

「それでは存分に食されるとよい。藤菜はあれでなかなかの料理上じよう手ずでな、都の公きん達だちにも評判の腕であった。せっかくまいられたのじゃ。今日はごゆるりとしていかれますよう──。よろしければ都の話などお聞かせいたしましょう」

　夜叉が婉えん然ぜんと頰笑んだ。小萩もつられて頰笑み返す。いつ、ここをたずねきた理わ由けを問われるかとびくびくしていた小萩は、夜叉が何も聞く様子がないので緊張を解といた。

　珍しい菓子や高価な茶。都の風ふ情ぜいそのものの夜叉。小萩は酔いしれた。そして、いつの間にか自分が夜叉の腕の中にいることに気づいた。

　夜叉の手が優しく小萩の髪をなでている。小萩はうっとりと目をつぶり、夜叉の胸に身体をあずけていた。狩衣から薫かおるほのかな薫たき物ものの移り香が小萩の鼻をくすぐった。

「そなたはまこと、美しい。都の姫君にもひけをとらぬ。そのうえ何より健すこやかじゃ。……のう、小萩……」

　夜叉の瞳が赤く変化した。唇くちびるから鋭い牙がのぞいた。

　小萩は天上の楽がくの音ねを聞くように夜叉の言葉を聞いていた。固く目を閉じている小萩に夜叉の変化は見えない。夜叉の顔が近づく。夜叉の唇が額ひたいに押し当てられる。次に瞼まぶた、頰、頤おとがい……

「ああ……」

　小萩の唇から小さな吐息がもれる。夜叉の唇が喉を這はう。小萩はもう一度小さく息を吐いた。

「ひっ！」

　喉のどに激痛を感じて小萩は目を開いた。

（お──鬼！）

　小萩は逃のがれようと激しくもがいた。が、夜叉の牙がしっかり喉に食い込み離れない。声を上げようにも喉はヒューヒュー音をたてるばかりで声にならない。

　小萩は血で赤く口を染めて自分に喰らいついている夜叉を凝ぎよう視しした。恐怖は麻ま痺ひし、自分の喉に喰らいつく鬼を不思議な気持ちで眺ながめた。やがて、小萩の目には膜まくがはり、景け色しきがぼんやり遠のいていった。

（月王……月王……）

　なつかしい姿が目の前に現れた。小萩は手を差し延べた。月王は何も言わず、ただ頰笑んでいた。

「つ……つきおう──」

　小萩の意識はとぎれた。










　月王は自分の名を呼ばれたような気がして立ち止まった。あたりを見回してみても人の姿はない。月王は首を傾げ、歩きだした。心なし足取りが重い。

　月王は藤菜にたのまれた薬を持って夜叉の屋敷をたずねていくところだった。月王にとってなるべく足を向けたくない場所だったが、藤菜のたのみとあれば引き受けないわけにはいかなかった。藤菜は病の里長の看病を言いつかっており、当分のあいだ屋敷を留る守すにすると言っていた。月王は藤菜のいないあの屋敷を思うとよけいに気が重くなった。

「藤菜……」

　月王は口に出してその名を言った。藤菜の瘦やせて貧ひん相そうな姿が目に浮かぶ。月王は初めて藤菜を自分の目で見たときのことを思い出していた。

　目が開いた月王は、言葉で知っているものと目に映うつるものをひとつひとつ丹たん念ねんに照しよう合ごうし、確かめた。須佐の顔を見て、若苗の顔を見た。二人の顔は心眼で見ていたときと同じように心地よく美しく目に映った。

　青く輝いていた須佐は凛り々りしくさわやかな青年で、赤く輝いていた若苗はなよやかで愛くるしい少女だった。そして、水に映った自分の顔は二人に比べて何の遜そん色しよくもない造作だった。

　月王の胸は藤菜を見ることへの期待に膨ふくらんだ。と、同時にみなが口をそろえて言う〝醜みにくい〟という言葉の意味に不安を覚えていた。藤菜を醜いとののしった小萩。それを認めた須佐。

〝美しい〟という意味は須佐と若苗を見ることで理解した。二人ともいつまでも見ていたいほど見目形がすぐれていた。

　では〝醜い〟とは……

　月王は藤菜の容貌に言い知れぬ不安を感じた。

　月王は藤菜を見た。そして、みなの言う〝醜い〟という言葉を理解した。月王は心眼と肉眼の大きな隔へだたりに困惑し、失望の大波が自分にかぶさってくるのを防ぐことができなかった。月王は藤菜の顔に小さな諦あきらめとかすかな悲しみがにじむのを見たが、何も言わず藤菜から目をそらせた。

（お目が明いておめでとうございます。ほんに、ようございました。わたしの薬がお役に立って嬉しゅうございます。見れば病も平へい癒ゆされたご様子……）

（いっしょに食事？　いえ、わたしは月王の様子を見に来ただけでございます。それではおいとまいたします）

（ほんによかった……。月王が目で見たいと願っておられたすべてをこれから見ることができるのですね）

　藤菜は須佐がほめた最高の笑顔を残して帰っていった。

　あの日から藤菜はあえて月王に近づこうとしなかった。月王も藤菜を捜すことはしなかった。目が見えても見えなくても藤菜は藤菜であるはずなのに、月王の心は凍こおったようにぎこちなくなった。藤菜への恋は心の深しん淵えんに沈んでしまった。

　藤菜があのとき見せた一瞬の表情──。諦めと悲しさの混じった表情は、月王のこうした心の変化を見越しての表情だった。月王は今、それに気づいた。

（藤菜！）

　目が明いてあらゆるものを見た。太郎丸も、次郎丸も、木も、草も、虫も、花も、空も、自分が見たいと思っていたものすべてを見た。幸福だった。この幸福は藤菜がくれたものだった。月王は藤菜の見た目の姿に惑わされた自分を恥はじた。

　美しいものの対極に醜いものがある。美しい蝶ちようは醜い虫から生まれる。人は美しい若者から皺しわのある老人になる。月王は目をつぶり、藤菜の魂たましいを思い起こした。誰よりも、千の太夫でさえかなわない輝きを持つ魂。月王が知る中で最も美しい心を持つ藤菜。月王は自分の変化が藤菜を深く傷つけたことを今いま更さらながら思い知った。

　今日、月王をたずねてきた藤菜は、用件を伝えるとすぐに帰ってしまった。世間話も、お互いのことさえも語らなかった。月王もあえて何も尋ねなかったし、話さなかった。藤菜は月王の負い目にならないようさりげなく月王から離れようとしていた。

　月王は藤菜の優しさに驚きよう愕がくを覚えた。自分を傷つけた者を許し、なおかついたわる。これほどの優しさ、思いやりがあるだろうか。──藤菜を失うわけにはいかない。何としても取り戻さなければならない──。心の深淵に沈み込んだ恋はまだ死んでいなかった。

「藤菜が里長の屋敷から戻ったらあやまろう。……おじいさまの言うとおり、目が見えるというのは嬉しい反面、不自由じゃ。惑わされてかなわぬ。藤菜の姿がどうであれ、藤菜はおれの好きな藤菜じゃ。きらきらしい魂をした藤菜じゃ。姿が醜いと自分を卑ひ下げして──ああ、その藤菜をおれは傷つけた。そうじゃ！　この薬を届けたら里長の屋敷に寄ろう。寄って藤菜に会おう」

　月王は心が明るく晴れていくのを感じた。そして、同時にわきあがってきた甘やかな感情を大切に味わった。

　夜叉の屋敷が眼前にせまった。目に見えぬ圧迫感をこらえながら月王は門をくぐった。取次ぎに出てきた阿史に薬を渡し、一刻も早く辞そうとしたが、阿史に強ごう引いんに引き止められた。月王は仕方なく気が進まないまま屋敷に入り、阿史に案内された一室で夜叉を待った。

　重圧の時が過ぎた。キィと音を立てて妻戸が開いた。月王は顔を上げて入ってきた人物を見た。

「!!」

　月王はしばし呼吸するのを忘れた。目が釘くぎ付づけられたように動かなくなった。身体が小刻みに震えてくる。

　夜叉が月王の前に座った。小萩を喰った醜い跡は微み塵じんも残していない。夜叉は人を喰ってみなぎる力を内にひめ、匂い立つような美を発散させていた。

（なんという雅みやびやかな、なんという美しさ……）

　月王の心を激震が襲った。黒く醜い魂の持ち主よ、と避けていた人物の美しさを目まの当たりにして言葉を失った。夜叉が世にもなまめかしい笑みを浮かべて月王に挨あい拶さつした。月王はしどろもどろに答えながらも夜叉から目を離すことができなかった。

　夜叉が訝いぶかしそうに月王を見つめた。いつもと違う月王の様子に不ふ審しんを感じているようだ。月王を見ていた夜叉は、はっとしたように息を飲み、目を見開いた。

「お目が見えるようになったのですか！」

　夜叉は驚きを隠しきれないで叫んだ。

「なんと！　いつからなのです。──おお、おお……」

　夜叉の顔にゆっくり喜びが広がっていった。月王は夜叉の顔を不思議なものを見るように眺ながめた。

「おれの目が見えるようになったことを喜んでくださっておいでなのでしょうか」

「そうですとも！　そのとおりですとも。ほんにようございました」

　月王は夜叉の言葉を聞きながら首を傾げた。夜叉の喜びが別のところにあるような気がしたからだ。夜叉が月王に婉えん然ぜんと笑いかけた。月王はその笑みに魅ひき寄せられ、感じた疑問は霧む散さんした。月王は取り憑つかれたように夜叉を凝視した。

　夜叉は扇の陰でほくそえんだ。月王は夜叉に取り込まれた。月王の魂に鉤かぎ爪づめを打ち込んだことを確信した夜叉は、月王の隣となりへ座を移した。そして、包み込むように月王の肩を抱いて、頰に手を添そえた。月王はぐったりと夜叉にもたれかかり、濡ぬれたようにうるんだ瞳で夜叉を見上げた。

「あなたさまがこれほど美しい方とは……」

「わたしなどどれほどのものであろう。そなたの美しさに比べたら霞かすんでしまう……。まことの美しさをそなえているのは月王、そなたじゃ」

　夜叉の細い指が月王のなめらかな頰の線をなぞる。月王はされるがまま、ぼうっと夜叉の顔を見続けた。

　夜叉は惚ほうけたように自分を見つめる月王を満足そうに見つめ返した。月王はなんの疑いもなく腕の中にいる。小萩を喰い、通力を増した夜叉は完かん璧ぺきに月王をとりこにしていた。

　月王は酔っていた。この世で一番の美に出会えたことに心の底から酔い痴しれていた。いままで目にしたうちで最も高貴で、もっとも美しいもの。それは自分のそばにいて自分に頰笑みかけていた。月王はこの世の至し福ふくを一身に受けているかのように幸福だった。










　そして──

　月王は藤菜を忘れた。千の太夫さえかなたに霞んでいた。月王の頭にあるのは夜叉の妖艶な美しさへの執着だけだった。







　十五、







「さあ、月王。こちらの袿うちきをはおってみよ。──おお、やはりこの色の方がそなたに映はえる」

「おれのような者にこのような美しい衣が似合いましょうか……」

「そなたのように美しい者は都におらぬ。さあ、こちらに来て鏡を覗のぞいてみよ」

　月王は夜叉に言われるままに鏡を覗いた。夢に出てくるような麗うるわしい若者が月王を見つめ返していた。

「これはほんとうに我が姿なのだろうか……」

　月王はぽつりと呟つぶやき、ほうっと息を吐いた。

　じっと自分の姿に見入る月王の背にまわった夜叉は、垂髪すべらかしにしてある月王の髪を解といた。

「ほれ、このようにすると都の姫君などより美しい。そなたの緑なす黒髪は、どの姫君より豊かで艶つややかぞ」

　夜叉は月王の髪をひと房手に取り、それに唇を当てた。月王の頰が桜色に染まる。夜叉は月王を抱き寄せて優しげに頰を重ねた。

「そなたとこのように心打ち解ける日が来ようとは思わなんだ。そなたはわたしを嫌っておいでじゃった」

　月王は目を閉じ、身体を力を抜いた。

「なぜ、夜叉さまを避けていたのかわかりませぬ。──なぜであったのか……」

「思い出さずともよい。もう何も思うな」

　夜叉の冷たい唇が月王の唇をふさいだ。甘美な陶とう酔すい感が月王を満たす。月王はぐったりと夜叉に身体をあずけた。

　夜叉を初めて肉眼で見た日から、月王は毎日夜叉のもとに通うようになった。自分の務めや仕事をいっさい放り出し、月王は憑つかれたように屋敷に通った。

　夜叉はそんな月王を掌しよう中ちゆうの玉のように大切に扱い、甘やかした。月王は兄のように夜叉を慕したい、深く信頼した。月王には夜叉以外の何者も目に入ってこなかった。

「御主人さま……」

　几き帳ちようの向こうで夜叉を呼ぶ声がした。

「藤菜か」

「ただいま里長さまのお屋敷から戻りましてございます」
















「里長どののおかげんはいかがじゃ」

「はい、まだお起きになれませぬが、ひと頃よりはお元気を回復なされました。薬くす師しも峠とうげを越したと申しております」

「そうか……」

　夜叉は腕の中の月王を見た。月王は幼おさな子ごのように身をあずけている。夜叉は月王の身体を胸から離した。

「月王、そろそろ帰るがよい。間もなく日が暮れる」

「日が暮れるにはまだ早うございます。おれはまだ……」

　夜叉の細い指が月王の唇に当てられた。月王は甘えるように夜叉を見上げた。夜叉が愛いとしそうに目を細める。

「なんとききわけのない──。そなたは子供のようじゃ。さあ、今日は帰るのじゃ」

「はい……」

　月王はしぶしぶ承知した。華麗な袿をぬいで月王は几帳の外に出た。そこには藤菜がいた。身体を小刻みに震わせているのが傍はた目めでもわかる。月王は訝いぶかしげに首を傾げながら、藤菜に軽く会え釈しやくした。そして、さっさと部屋を出ていった。

　几帳の陰から現れた月王を見たとたん、藤菜を震しん撼かんとさせるような衝撃が襲った。藤菜は一いつ瞬しゆんにしてすべてを悟った。

（月王は御主人さまの呪にとらわれてしまった。おお、なんという変わりようじゃ。わたしの留守になんということ……）

　藤菜は真っ青になって震えた。夜叉の毒どく牙がに月王までがかかってしまったことが恐ろしかった。かいま見た月王は以前の輝きをまったくなくしていた。

「藤菜、そなたが月王の目を明けたそうじゃな……。礼を言うぞ。おかげで思ったより早く月王が手に入った」

　低い含み笑いとともに几帳の向こうから夜叉の声がした。藤菜はぎゅっと唇を嚙みしめて部屋を走り出た。

　藤菜は自分を呪のろった。愚かしさを悔くやんだ。楠くすのきに知恵を授けられ、月王によかれとやったことが月王に災わざわいをもたらしていた。自分の命より愛しいと思っている人が地獄にいた。藤菜は肩を抱き縁えんにかがみこんだ。涙がつぎつぎ溢あふれ出てくる。

　遠くで澄んだ鳥の声が聞こえた。次郎丸のような気がして藤菜は顔を上げた。小鳥の姿は見えない。藤菜は太郎丸に、次郎丸に、むしょうに会いたかった。涙は止まることなく藤菜の頰を流れ落ちた。










　夜叉の屋敷を辞去した月王は、魂を半分置いてきたようなたよりない足取りで道をたどっていた。ふと見ると、月王は里長の屋敷の前に立っていた。折れる道を一本間違えたのだった。

　月王は軽く首を振った。目が見えないときには決してこういう間違いはしなかった。いくらぼんやりしていたとはいえ、月王は自分の失敗に苦笑した。月王が道を戻ろうとしたとき、里長の屋敷から激しく怒ど鳴なり合う声が聞こえてきた。月王は足を止め、屋敷をうかがった。

　やがて、門から二つの影が出てきた。二つの影はあらそうように動き、一つの影がもう片方に突かれて地面に倒れた。

「たのむ、もう一日、もう一日待ってくれ！」

「ならぬ！　ならぬ！」

　地面に倒れた人物はすがるようにもう一人に詰め寄った。

（須佐！）

　月王は手た繰ぐり寄せられるように二つの影に近づいていった。

「比古、あと一日じゃ、一日待ってくれ。明日になれば山向こうの親しん戚せきが返事をくれるはずじゃ」

「ほう、そやつは金を貸すと言うたか？」

「それはまだ……。したが、返事は必ずくれる」

「そんなあてのないことを待ってはおれぬ。遠江とおとうみの人買いは明朝たってしまうのじゃ。そうなったらわぬし、どのようにして借金を払うてくれるのじゃ」

「なんとしても払う。若苗を売るのだけはどうしてもできぬ」

　必死にすがる須佐に比古丸は冷たく鼻を鳴らした。須佐の顔が恐怖と憎しみがないまぜになって歪ゆがむ。それを小気味よさそうに比古丸は眺ながめていた。

「須佐、どうしたのじゃ」

「月王──」

　須佐はびくっと振り向き、表情をやわらげた。月王は地面にすわったままの須佐を助け起こした。

「借金がどうの、人買いがどうのと言うておったな。いったい何のことじゃ」

「うん……。おれは里長に借金があるのじゃ。むろん、おれではなくおれの両親が里長に借金したのじゃ。ところが両親は死に、期日までに借金が払えなくなってしまった。それで返済を待ってくれるようたのんだのじゃ。里長はそれを承知してくだされ、期日を延ばしてくだされたが、証文にはそれが記き載さいされてなかった。比古丸はそんな約束は知らぬ、証文の期日までに借金を払えと──。払えねば若苗を人買いに売れと──」

　須佐は唇をきつく嚙んで比古丸を睨にらみ付けた。比古丸は薄笑いをして冷やかに二人を見た。

「借金はいつまでに払うのじゃ」

「今日の日暮れ……」

「えっ！」

「日が沈むまでじゃと──。夜になれば親戚が金を集められたかどうか返事をくれる。全額は無理でも残りは二、三日中に必ず集めてみせる」

「フン、あてにならぬわ。五日で集められなかったものがどうして二、三日で集められるのじゃ」

　あざ笑うように比古丸が言った。比古丸の顔を見ていた月王は息を飲んだ。人がこれほど醜い顔ができるということを驚きよう愕がくの思いで知った。

「おれは砂金の小袋を持っておる。それで須佐の借金が贖あがなえるやもしれぬ。比古、今取って来るゆえ待ってくれるな。おれの家はここから遠い。たとえ陽が沈んでも待ってくれるな。須佐、若苗は？」

「この屋敷じゃ」

　須佐は嚙みしめた歯のあいだから答えた。その目は比古丸をギリと睨み付けている。

「比古、なるべく早く戻ってくるゆえ、待ってくれるな。ほんのしばらくじゃ」

　月王は誠意のありったけをこめてたのんだ。比古丸はせせら笑うように月王を見たが何も言わなかった。

「月王、おれも行く！」

　じっとしていられぬというように須佐が同行を申し出た。二人は互いに頷うなずき合い、夕日と競争するように駆けだした。比古丸はいやな笑いを口許にはりつけて二人を見送った。

　二人は沈もうとする夕日に負けまいと駆けた。吐く息が火のように熱くなったとき、二人は転がり込むように家の中に入った。

　家に入るとすぐ、月王は砂金の入っている薬箱を探り小袋を引っ張りだした。

「須佐、それで足りようか」

　須佐はひったくるように小袋を受け取ると、震える手で袋を開いた。とたん、顔が明るく輝く。

「足りるとも！　月王、なんと礼を言ってよいやら……」

「さあ戻ろう。日はもう山の端にかかったぞ。比古は意固地になっておる。たぶん、一刻も待ってはくれまいぞ」

　須佐は大きく頷き、砂金の小袋を握りしめた。二人は家を飛び出すと、もと来た道を転がるように駆け戻った。

　日は山の中に姿を隠そうとしていた。

「比古、戻ったぞ。比古!!」

　須佐は苦しい息の中、大声で比古丸を呼んだ。うるさそうに顔をしかめて比古丸が奥から出てきた。

「さあ、比古、受け取れ。借金はこれで贖えるはずじゃ」

　比古丸は面倒臭そうに須佐の差し出した小袋をつまみ上げた。

「どうじゃ、足りるであろう」

「ま、あな」

「では若苗を返せ。今すぐにここに出せ」

　ふん、というように比古丸は須佐を見た。

　月王は比古丸の顔が〝人〟ではなくなっているのに気づいた。背中を氷で撫なでられるようないやな感覚が走り抜けた。比古丸の顔に冷酷な笑いが浮かんだ。

「若苗は売った」

「───！」

　須佐が凍りついたように硬こう直ちよくした。顔からは血が引き、唇は真っ青になった。やがて硬直が解けると須佐の形ぎよう相そうが一変した。

「約束が違うぞ！　証文には今日中と──！　日はまだ沈んでおらなんだ」

　須佐は山の端の残光を指さしながら叫んだ。比古丸がばかにしたように鼻を鳴らす。

「わぬしが来たときにはとっくに沈んでおった。──少なくともおれの目には日は沈んで見えたわ」

「なんじゃと！　それでおれを待たずに若苗を売ったのかっ！」

「そうじゃ」

　須佐の全身が怒りで震えている。須佐は怒りを飲み込むようにごくりと喉のどを鳴らした。そして、おもむろに口を開いた。

「この砂金で足りると言うたな。人買いを呼び戻してもらおう」

　声は震えながらも冷静さを固持しようとしている。比古丸の目が意地悪く光った。

　月王はまたもや嫌な予感にとらわれた。須佐は比古丸の悪意にまったく気づいていないかのように対たい峙じしている。月王は不安にさいなまれながら事の成り行きを見守った。

「その砂金で若苗を買い戻すなら、須佐、わぬしが自分で行け。もっとも若苗は美形ゆえ、もとの価で人買いが売るかどうか──」

「なんじゃと！」

　須佐は比古丸につかみかかろうとした。月王はとっさにそれを止めた。須佐は血がにじむほど唇を嚙み、ギリリと比古丸を睨み付けた。

「月王離せ。若苗を遠江などにやるわけにはゆかぬ。おれが代わりに行く」

　須佐の必死の言葉を聞いていた比古丸は面おも白しろいことを聞いたとばかりに笑いだした。その狂気じみた笑いに、須佐はますます表情を険けわしくした。

「須佐、わぬしでは代わりにならぬ。人買いが欲しいのは奴やつこではのうて婢はしためだそうじゃ。まあ、月王ほどの美形なれば話はまた別になろうがの」

　比古丸は顔中を歪ゆがめて笑った。須佐は恐ろしいものを見るように比古丸を見た。

「鬼じゃ……わぬしは鬼じゃ」

「なんとでもほざけ。借金を払えなんだのはおまえの責任ぞ。恨うらむのは筋違いというものじゃ。さあ、これで話は終わりじゃ。帰ってもらおうか」

「比古丸！」

　叫ぶ須佐を無視して比古丸は屋敷の奥へ消えていった。

　須佐の中で焼けつくような憎しみが生まれた。憎しみは本来の須佐を吞のみ込み、まったく違う須佐がカラを破って生まれ出てくるのを助けた。須佐の中に〝鬼〟が宿った。

　須佐と月王はつまみ出されるように屋敷を追われた。道すがら、須佐はまったく口をきかず、終始無言だった。やがて二人は別れ、それぞれの家路をたどった。

　平和な村に少しずつ毒が蓄ちく積せきされていた。里の誰もがその毒におかされ、毒に気づくものは誰一人いなかった。
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「聞いたか？　三蔵が消えたぞ」

「これで何人じゃ？」

「ひい、ふう、み……五人目じゃ」

　俄にわ亀きの言葉に古丸はぴくりと頰の肉を動かした。それを見た烏う豆ずがあわてて俄亀の脇わき腹ばらをつついた。

　いつもいっしょにいた三蔵が突然姿を消してしまったことで、俄亀も烏豆も激しく動揺していた。顔には出さないものの、比古丸も二人に劣らず不安を感じていた。

　父の里長は峠とうげを越したとはいえ、いまだ寝たきりで満足に口もきけない。そんな折りも折り、いままで起きたこともない事件が里を揺るがしていた。

　この七日あまりのうちに、五人もの人間が何の前ぶれもなく里からいなくなってしまったのだ。いなくなったというより、消えたと言うほうが適切かもしれない。つい、いましがた親しく話していた者がいなくなるのだ。それこそかき消すように消えていた。いずれも若く健康な男女だった。

「シトギのじいが不思議じゃと首を傾げておった。三蔵と道ですれ違って振り向いたときには三蔵の姿はすでになかったんじゃと」

「三蔵は挨あい拶さつしたのじゃろう？」

「おお、きちんと声を出してな」

「ほんに不思議なできごとじゃ。これが世に言う神隠しなのかのう……」

「神隠し？」

　比古丸が睨にらむように二人を振り返った。比古丸に睨まれて二人は首をすくめて黙った。

　比古丸はイライラと広い庭を見つめた。比古丸が想いを寄せている小萩が消え、取り巻きの一人の三蔵も消えた。二人を捜して歩きたい気持ちで心がせいていたが、今の比古丸にはそれができなかった。里のすべてを負わされているこの状況では自分の為の時間など皆かい無むだった。里が比古丸の双そう肩けんにのしかかっていた。

「比古丸さま──」

　重い沈黙を破って声がした。屋敷の婢はしためが控ひかえている。

「何じゃ」

「夜叉さまがおみえになりました。何ぞ比古丸さまに申し上げたきことがおありになるとかで……」

「あいわかった。すぐお通しするのじゃ。そそうのないよう丁重にな」

　婢がかしこまって退しりぞくと比古丸は烏豆と俄亀を見た。

「わぬしらもいっしょに来るがいい」

　比古丸は二人をともなって夜叉を通してある広間に入っていった。広間の中に足を踏み入れた比古丸は、一瞬顔を強こわ張ばらせた。比古丸の後から中に入った二人も顔を見合わせた。

　比古丸はすぐに取り繕つくろい、夜叉の前に座った。二人も比古丸にならって腰をおろした。

　夜叉があでやかに微笑して挨拶した。

「本日は突然お邪魔いたしまして申し訳ございませぬ」

「いえ、夜叉どののご訪問はいつなりと大歓かん迎げいでございます──。で、なぜに月王がいっしょに？」

　夜叉は比古丸の月王に対する敵意を面白く思いながらも、それをおくびにもださず比古丸の質問に答えた。

「里の一大事ゆえ、月王にも同道願ったのです」

「里の一大事？」

「さよう。この里に非常に多くの御ご霊りようが集結しつつあります。都を追われた怨えん魂こんが大たい挙きよしてやってきているのです。──この里では頻ひん繁ぱんに神隠しが起こっているとか」

「う……うむ」

「わたしが卜ぼく占せんを行ってみましたところ、これはみな御霊の仕し業わざなのです。御霊はまだ里に入り込んではいませぬが悪い影響を及ぼしております。のう、月王」

　目を伏せて控えていた月王は、静かに目を開いて頷うなずいた。

「夜叉さまの言うとおり何者かがこの里に入り込もうとしている。たぶん、おじいさまが鎮たま魂しずめを休んでおられるゆえと思うが……。なんにせよこれは里の一大事じゃ。御霊が里の内に入れば悪鬼と化して里を苦しめよう。なんとしてもそれは止めねばならぬ」

　月王は静かに言って目を閉じた。

　比古丸は月王の様子がいつもと違うのを感じた。静かにすわっている月王は、姿こそ月王だったが、決定的に何かが違うことを比古丸は感じとっていた。

　つい先日会った月王は普段の月王だった。妙にやつれていたが月王だった。須佐の背後にいてまっすぐに責めるように自分を見つめていた。いまここにいる月王はまるで木で偶くだった。比古丸が厭いとわしいと思いつつ密ひそかに魅かれていたきらめきがまるでなくなっていた。比古丸の全身に悪お寒かんが駆かけ抜けていった。

「月王、わぬし、病やまいか──？」

　比古丸は覗のぞくように月王を見た。月王は再び目を開き、生気なく首を振った。比古丸は月王の口許に浮かぶ笑いを見て、全身に冷水をかけられたように身震いした。月王は月王であって月王でなかった。何か別の──忌いまわしい、人とはかけ離れた何か──。

　比古丸の中に恐怖が生まれた。喉のどを突き上げて悲鳴が漏もれそうになった。

「比古どの！」

　夜叉が鋭い声を発した。比古丸の悲鳴は飲み込まれ、発せられることはなかった。比古丸は表面上の平静を取り繕い、夜叉を見た。

「比古どの、よいか。里を救う手だてをこうじなければなりませぬぞ」

「手だて……」

「さよう」

　夜叉は射すくめるように比古丸を見て、自信たっぷりに微笑した。比古丸は弱々しく夜叉の視線を受け止めた。

「その手だてとは……？」

「里の中心にあるあの大おお楠くすを切るのです。わたしの呪じゆはあれに邪魔されております。わたしの呪で御霊を退散させたいならあの楠を切っていただきたい」

　比古丸は息を詰めた。思いもよらない申し出だった。比古丸は背後の二人を見た。俄亀と烏豆も青くなっている。比古丸は大きく呼吸して気を落ちつけた。

「夜叉どの、そうはおっしゃいますがあの楠は里の御ご神しん木ぼくなのです。おいそれと切るわけには……」

「したが、あの木はわたしの邪魔をしておる。あれがあってはわたしは呪法を行えぬ。比古どのはこの里が鬼と化した御霊に喰い荒らされてもかまわぬとおっしゃるのか」

「あの楠は里の守りだと千の太夫さまが……」

「千の太夫さまがどこにおられる。何もしてくれぬではないかっ！」

　びりびりとあたりを揺るがすような大声を夜叉が上げた。比古丸と背後の二人は息をのんで首をすくめた。

「おじいさまはまだ帰ってこられぬ……。比古丸、夜叉さまに従うがよい。おれの咒しゆがきかぬことはこの前の嵐で身にしみておろう」

　月王はささやくように言って力なく笑った。

「おまえがそう言うなら……」

　比古丸は自信なげに言うと背後の二人と頷き合った。

　里の守りの楠は切り払われることが決定した。










「阿史、何もかも思いどおりになってゆくぞ。人を喰うたおかげでわたしの通力は戻り、万事上々じゃ。阿史、見張らせてある千の太夫に動きはないか」

　阿史がゆっくり首を振る。扇おうぎをもてあそびながら夜叉は眉まゆを寄せた。

「何の行をおこのうておるのやら……、皆かい目もく見当がつかぬ。里におりてこぬなら山の中におるがよい。我が通力で山に封じてやる。千の太夫が山からおりるときは里がなくなっているときじゃ」

　夜叉は赤い目を光らせてニタリと笑った。

「明日あの楠が切られれば、もうわたしの邪魔をするものはない。阿史よ、この里は我らの思うがままぞ。一日に何人、人を喰おうが何の憂うれいもない。里人は夢の中でわたしに喰われるのじゃ」

　阿史はよだれをたらし、嬉しそうにキッキッと笑った。そして舌なめずりをして夜叉を見上げた。

「もうしばらくの辛しん抱ぼうじゃ。我が呪を制限している楠さえなくなれば晴れて我らの天下じゃ。楽しみなことよの……」

　夜叉はくすくす笑い、自分の横にころがしてある若者の喉に嚙みついた。嚙みつかれた犠牲者はびくっと身体を痙けい攣れんさせ、小刻みに震えた。夜叉の口の端から鮮血がほとばしりでる。夜叉の喉が上下し、犠牲者の血が飲み下されていく。夜叉はうっとり目を閉じ、温かい血を堪たん能のうした。心ゆくまで堪能すると犠牲者の喉から口を離した。べっとり血で染まった口を無む造ぞう作さに拭ぬぐい、阿史に犠牲者を渡した。

　歓喜の声を上げて阿史は犠牲者の胸を引き裂き心臓を摑つかみだした。ぼたぼた血の滴したたる心臓がひくりと動いた。阿史はそれにむしゃぶりつき、喰った。さらに凶暴な声を上げて阿史は犠牲者を引きちぎっていく。それを見ていた夜叉が満足そうに目を細め、高らかに笑った。

　夜が明ければ里は夜叉のものだった。
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　ざわざわと風もないのに楠の葉が鳴った。比古丸の命を受けて、里人が一人、また一人と楠のまわりに集まってきた。おのおの斧おのを手にしているものの、不安と恐れでどの顔も引きつっていた。

　里人に命を下した比古丸も落ち着きをなくし、楠の下を檻おりの中の獣けもののように行きつ戻りつしていた。

　葉が鳴る。

　里人は不安そうに互いの顔を見合わせ、楠を見上げた。里人の一人がたまりかねたように口を開いた。

「比古さま、ほんに御ご神しん木ぼくを切りなさるのか？　千の太夫さまはこの木があるから里は安あん泰たいなのだとおおせじゃったが……」

「わしも聞いた。太夫さまの通力だけで里を守っているのではないとおおせじゃった」

　里人は一様に頷うなずいた。

「したがのう、夜叉さまの通力をこの木が妨さまたげているとなればのう……」

「太夫さまご不在のいま、夜叉さまだけがたよりじゃ。月王はたよりにならぬ」

「どうして、ああ腑ふ抜ぬけてしもうたかの。あの嵐とて月王の調ちよう伏ふくで被害が少のうてすんだと聞いておるが──」

「いやいや、あれは夜叉さまのお力だそうじゃ。月王は何の役にも立たなかったのじゃ。のう、比古さま」

　比古丸は渋い顔をしたきり何も言わなかった。

　里人は不安げに口をつぐんだ。千の太夫への長年の信しん頼らいと月王への不ふ審しん、夜叉への期待と警戒で里人の気持ちは大きく揺れていた。

　里人と同じように比古丸の心も激しく揺れていた。比古丸は自分の肩にかかったすべてをかなぐり捨てて逃げだしたかった。

「夜叉さまじゃ！」

「おお、月王もいっしょじゃ」

　里人の声に比古丸は我に返った。楠がまたもやざわめいた。比古丸は不安そうに楠を見上げた。青々と繁しげる葉は陽の光をまるで通さない。比古丸は寒くもないのにブルッと身を震わせた。

　比古丸の正面から夜叉と月王が歩いてくる。比古丸は二人を待った。
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　藤菜は歌を歌い終わると空を見上げた。透きとおった陽が眩まぶしい。藤菜の肩には次郎丸、わきには太郎丸がいて藤菜の薬草摘つみを見守っていた。

　藤菜は月王との約束どおり、毎日薬草の原に来て〝言霊歌ことだまのうた〟を歌った。夜叉に日々蹂じゆう躙りんされ、次第に人形のようになっていく月王を見ても、指一本動かせない自分を藤菜は呪った。せめてもと、藤菜は毎日喉が嗄かれるまで歌った。

（月王……）

　クン、と鼻を鳴らして太郎丸が藤菜に擦すり寄った。藤菜は草を摘む手を止め、太郎丸の分厚い毛皮に手をもぐり込ませた。太郎丸の温かい心情が伝わってくる。藤菜は太郎丸の太い首をゆっくり撫なでた。

　ずん──

　太い棒で突かれたような衝しよう撃げきが藤菜を襲った。あまりの痛さに藤菜はその場にうずくまった。次郎丸が藤菜の頰をつつき、太郎丸が濡ぬれた鼻を寄せた。

「何であろう……」

　ぴくっと太郎丸が顔を上げた。大きな耳は一心に何かを聞こうとしている。次郎丸はせわしなく身体を動かし落ち着きをなくした。

〔破壊──、破壊〕

　太郎丸の心情が伝わってくる。太郎丸の黄金色の瞳が訴えかけるように藤菜を覗のぞいた。

「何？　何なのじゃ」

〔行かなくちゃ──〕

　次郎丸は小さな翼を広げると、瞬またたく間に空の中に消えていった。

〔行く〕

　太郎丸も森の中に消えた。

　藤菜は自分の中で何かに対する不安が大きくなっていくのがわかった。だが、何をすればいいのかわからない。再び強きよう烈れつな痛みが藤菜を襲った。目に涙がにじんだ。痛みに耐えながら藤菜は声を聞いた。

〔───、───〕

　細く、それでいて、ひどく切せつ迫ぱくした声だった。藤菜は額の脂あぶら汗あせを拭ぬぐって一点を見み据すえた。

「行かなくては」

　立ち上がった藤菜の前に灰色のつむじ風が起こった。森に帰った太郎丸が草原に戻ってきたのだった。太郎丸は藤菜を見上げると口にくわえていたものを藤菜の足元にころがした。

　藤菜はきらきら光るそれを何気なく拾ひろい上げた。




　ああ───




　藤菜は思わず目を閉じた。そして、重い枷かせから開放された囚人のような身の軽さを感じた。いままで自分をぎりぎり縛しばり上げていたものが瞬時に四散したのがわかった。藤菜は自分の呪じゆ縛ばくが解けたのを知った。

　藤菜は手を開いて、自分が握りしめているものを見た。それは水すい晶しようだった。透明な六角形の結晶は太陽の光を吸ってきらめいた。

〔魔を破る──〕

　太郎丸の瞳が陽を弾はじいて光る。藤菜は太郎丸に頰笑みかけた。そして水晶をしっかり握りしめると細い声に向かって走りだした。










　夜叉は満面に笑みをたたえて里人を見まわした。不安と期待の入り交じった顔が夜叉を見返した。菊きく狩かり衣ぎぬの雅みやびやかな姿は、里人を魅ひきつけるには充分だった。

　どの目も夜叉を見つめる中で、別方向を睨にらみ付ける目があった。その視線は比古丸をとらえて離さない。須佐だった。やつれはてた姿にはいつもの精せい悍かんさがない。須佐はじっとうずくまり、ぎらつく目で比古丸を睨んでいた。

　夜叉はひととおり頭こうべをめぐらせると口を開いた。

「わたしの卜ぼく占せんで、この楠は里にとって凶と出た。ゆえに切らねばならぬ。切らねば里に大きな災わざわいがふりかかろうぞ」

　楠が大きく震えた。里人はいっせいに楠を見上げ、互いに顔を見合った。

「さあ、早う切るのじゃ。この木があるかぎり里の災いは祓はらえぬのじゃ」

　夜叉が語気を強めて里人を促うながした。里人はそれでも不安そうに互いを見るばかりだった。

「月王、まことに切ってもよいのか？」

　里人の一人が耐えかねたように月王に尋ねた。月王はうつろな微笑を浮かべて頷いた。

「夜叉さまの呪の邪魔になる木なら切るよりほかない」

　月王の言葉に里人はまた顔を見合わせた。そして、互いをつつき合うとのろのろ立ち上がって楠を囲んだ。

「早う切れ！」

　夜叉が叫んだ。逡しゆん巡じゆんしていた里人は意を決したように頷き合い、斧を振り上げた。

　──待てい！──

　ぴーんと鞭むちを打つような声が里人達の頭に響いた。みながいっせいに振り向いた。ぼうっと白い光に包まれ、千の太夫が立っていた。太夫の白い髪に埋まるようにして、目もさめるような青い小鳥が肩にとまっている。

「千の太夫さま」

　里人達は太夫のもとに駆け寄った。夜叉の顔が憤ふん怒ぬでみるみる歪ゆがんでいく。

　──その木を切ってはならぬ──

　太夫の気の声に空気がうなりを上げて振動した。千の太夫は自分を取り囲んだ里人を庇かばうように前に進み出て夜叉を睨み付けた。

　──おまえの放った式神はわしがすべて打ち破った。おのれの正体、見破ったぞ──

　夜叉の眉まゆが怒りでキリキリとつりあがる。その夜叉に寄り添うように月王がいた。月王は太夫に何の反応も示さない。太夫の顔に動揺が走る。

　それを見た夜叉が勝ち誇ったように胸をそらせた。

「遅かったな、千の太夫。月王はすでに我が手の内じゃ」

　すさまじい邪気を発散させて夜叉は高らかに笑った。

「太夫さま。夜叉さまはこの木が邪魔で呪法が行えぬと申されております。この里にふりかかる災いを調伏するためにはこの木が邪魔だと……」

　里人の一人が胸につかえている異物を吐き出すように尋ねた。千の太夫はゆっくり首を振った。太夫は声なく語る。

　──いつわりじゃ、だまされてはならぬ。この里を魔から守りたもうはこの神木ぞ！　この神木がなくば里の平和はない──

　おーん、と空気がうなる。里人の心も大きく揺れた。

「ですが太夫さま。太夫さまがご不在のおり、夜叉さまは卜占を行って里を助けてくださいました。そのお方の申されること、あながち偽いつわりとも……。現に、先に里を襲った嵐は──」

　──だまされるではないっ。あの嵐はこの夜叉の仕し業わざじゃ。こやつは魔じゃ──

　太夫ははっしと夜叉を睨み付け、全霊のありったけを込めて声を発した。

　──白びやく蓮れん鬼き！──

　そう呼ばれた夜叉の身体がぐらりとかしいだ。胸の悪くなるような邪気を発散していた夜叉の気がほんのわずか削そがれた。おのれの真実の名を知られて夜叉はその魔力の一端を封じられた。

　雅びやかな姿の夜叉と、千の太夫の睨み合いを里人は息を詰めて見つめた。千の太夫の指摘ながらにわかに夜叉が魔とは信じられない様子だ。

　──まだ信じられぬか──

　千の太夫は大地に手を触れ、真言をとなえた。
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　白銀の光とともに大地が割れ、地中から夜叉が隠した死体が現れた。どの死体も無残に引き裂かれている。たちまち悲鳴が上がり騒然となった。

　それを見た夜叉はもはや正体を隠さなかった。赤く不気味に光る目で里人を睨にらみ付け、鋭い牙きばをむき出した。そして、手近にいる里人に襲いかかろうとした。

　千の太夫は素早く印を結び九字を切った。
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　太夫は夜叉の動きを一時封じると、里人に声を放った。

　──急ぎ家に帰れっ。帰って戸口を閉ざし神仏に祈れ。何があろうと決して家から出てはならぬ。さあ、行けっ──

　太夫の叱しつ責せきにも似た声を聞き、里人は先を争うように逃げだした。比古丸もみなに続いて行こうとしたが、強ごう引いんにそれを止められた。比古丸は自分を引き止めたのが須佐と知り青ざめた。

「須佐、離せっ！　早く帰らねば──。千の太夫さまが帰れと──」

「わぬしの敬愛する夜叉どのはあそこにおわす。太夫さまが帰れと言うたからとてなぜにわぬしが帰る？」

　比古丸は須佐が握る腕の痛みに顔をしかめた。須佐は容よう赦しやなく力を込めている。比古丸はその手を振り払おうとしたが、須佐の手は微動だにしなかった。

「須佐、離せっ。夜叉は魔じゃ」

　比古丸はきつく言って須佐を睨み付けた。須佐を見た比古丸の顔が恐怖で引きつった。

　須佐の顔はもはや須佐ではなくなっていた。かっと見開かれた目は金色に燃え、口は裂け、犬歯は大きく長くとがっていた。そして顔にはびっちりと青い鱗うろこが生じていた。

　悲鳴が喉にからみつき、比古丸は声にならない声を上げた。必死に須佐からのがれようとするが須佐のいましめは解けなかった。

「だ……太夫さま──」

　ひゅーひゅー鳴るばかりの喉から比古丸はかろうじてそれだけの声をしぼりだした。夜叉と睨み合っていた千の太夫は須佐の変へん化げを見て息をのんだ。

『青せい龍りゆう鬼き──』

　バキッ！

　音をたてて比古丸の腕が砕くだけた。そこには須佐の姿はなかった。一匹の龍に変身した須佐がシューシューと不気味な息を吐き、腕を折って苦しんでいる比古丸を金の目で見み据すえていた。

「青龍鬼、憎いか。その男が憎いか。憎め、憎め、憎め。骨の髄ずいまで憎むのじゃっ」

　夜叉の呪じゆ詛そを含ふくんだ言葉に須佐の身体はどんどん巨大化していった。青龍となった須佐は楠に絡からみつき、大きく吼ほえた。陽の射していた空に黒雲がわき、すさまじい風が吹きすさんだ。

『月王ーっ！』

　千の太夫はあらん限りの力を込めて呼びかけた。月王は何の反応も示さず、青龍の巻き起こす風に身をまかせていた。

「青龍鬼、空を舞え！　おまえの憎しみで破壊の限りをつくすのじゃ」

　青龍は鋭い咆ほう哮こうを上げて身をくねらせた。大地が揺らぎ風はますます強くなった。

「月王っ！」

　若い女の声が月王を呼んだ。千の太夫は振り向いた。狼おおかみの太郎丸を従えた少女の姿を認めた。

　──そなた、藤菜かっ──

　藤菜は太夫を見つめて頷うなずいた。そして、楠に巻きつく青龍に気づくや、両の手で口をふさぎ呟つぶやいた。

「おお──須佐さま、なんという姿に！」

　藤菜は青龍が須佐だとただちに見抜いていた。太夫はその呟きを聞きのがさなかった。そしてすかさず、藤菜の中に未開花の同族の血を嗅かぎ取っていた。

「藤菜！　おまえを呼んではおらぬ。さがっていよっ」

　凶暴な形ぎよう相そうをした夜叉が藤菜を叱しつ責せきした。藤菜は夜叉の言葉にまったく耳を貸さず、月王だけを見た。

　月王はすべてのことに関心を示さず、ただ立ち尽くしている。強風に黒髪が乱れ、ピシピシと身体を打つ木の枝からも身を守ろうとしない。藤菜は月王に駆かけ寄ろうとした。

　──行ってはならぬ。あそこには魔の結界がある──

　千の太夫が藤菜の腕を摑つかんでゆっくり首を左右に振った。藤菜は苦しげに太夫を見つめた。太夫はいたわるように頰笑んだ。

　ふと、藤菜は手が熱くなっているのに気づいた。藤菜は握りしめていた手を開いた。手の中で太郎丸の水晶がみずから光り輝いていた。藤菜はとっさにそれを月王に投げつけた。水晶はキラキラ光りながらまっすぐ月王に向かって飛んだ。

「！　！　！」

　飛んでくる水晶に気づいた夜叉はそれを打ち払おうとして、逆に大きくはじき飛ばされた。夜叉は無ぶ様ざまにころび、藤菜を睨み付けた。藤菜は平然と夜叉を見つめ返した。いつものおどおどしたところがまるでない。夜叉は藤菜の呪じゆ縛ばくが解けているのを知った。

　水晶が月王の身体に当たった。水晶は閃せん光こうとともに砕くだけ散った。

　月王はがっくり膝ひざをつき、頭を振った。自分がなぜここにいるのか理解できない。すさまじい風、空を駆けめぐる黒雲、楠に巻きつく異い形ぎようのもの、夜叉、藤菜、千の太夫。月王は一いつ瞬しゆんのうちにこれだけを目にした。

「お、おじいさまっ！」

『月王、迷界より戻ったか』

「おれはそのようなところを彷徨さまようておったのですか」

『そうじゃ！　それをこの藤菜が救ってくれたのじゃ』

　月王は千の太夫と寄り添うように立つ藤菜を見た。藤菜は真しん摯しな眼まな差ざしで月王を見ている。月王は胸の中を熱いものが駆け抜けていくのを感じた。

　月王は夜叉の造りだした迷界を彷徨っていたときの自分を朧おぼろ気げながら思い出した。夜叉のまがまがしい美しさに心を奪うばわれ、藤菜の醜みにくさをうとみ、無視していた。そんな冷たい仕打ちを受けながらも、藤菜は変わらない心を寄せてくれていた。藤菜はいつも自分を見ていてくれた。月王の頰を涙が落ちていった。

『目が明いてよかったの……』

　千の太夫の心話が月王に届いた。月王は頰の涙を拭ぬぐって千の太夫を見た。月王と千の太夫は初めて出会った者のように互いを見つめ合った。

　──一瞬すきができた。夜叉はそのすきをのがさなかった。楠に巻きつく青龍に向かって素早く呪をとなえた。青龍は激しく身体をよじり、恐ろしい速さで空に登っていった。

『いかん！　月王、行け。行って須佐を取り戻すのじゃ』

「はいっ」

　月王は印を結び、西方の守護神であり、四天王でもある広目天の真言、広目天咒しゆをとなえた。
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　月王の身体にみるみる白毛が生じた。月王はまばゆいばかりの巨大な白びやつ虎こに変身した。月王の白虎は一声咆ほう哮こうすると天へ翔かけ昇っていった。はるかな天では青龍が雷雲をまねき、風を起こしていた。

　黒雲の中でのたうつ青龍を見て白虎は唸うなった。

（須佐っ！）

　白虎は全霊をかたむけて青龍に呼びかけた。青龍は何も答えず雷いかずちを起こしている。青龍が身体を動かすたびに稲妻が光り、そのいくつかは地上に落ちていった。

　──憎い　憎い　憎い　憎い　憎い──

　青龍の念が白虎の毛皮を逆さか撫なでた。白虎は身を震わせて吼ほえた。

　──恨うらむ　恨む　恨む　恨む　恨む──

　青龍はのたうち、ますます激しい雷を地上に放った。風は地上のあらゆるものをなぎ倒そうと荒れ狂い、稲妻は地上を焼いた。

　──死　死　死　死　死　死　死　死──

　閃せん光こうが里長の屋敷に落ちた。

（須佐、やめるのじゃ！）

　白虎は叫んだ。青龍は何の反応も見せない。ただ、荒れ狂っている。

（すさあーっ！）

　白虎は身を躍おどらせ青龍の喉のど深くその牙を打ち込んだ。青龍は暴れ、白虎に鋭い爪をかけようとする。白虎は牙をはずし、身をよじって爪を避けた。青龍と対たい峙じした白虎は威い嚇かくするかのように吼えた。

　青龍の金の目が白虎を睨にらみ付ける。白虎が跳とんだ。青龍の攻撃をかわし爪で青龍の背を深くえぐった。青龍が一瞬ひるんだ。その機を逃さず白虎は再び青龍の喉に喰らいつき、力強い足で青龍を押さえつけた。

　動きを封じられた青龍は反撃しようと激烈に身をくねらす。白虎の爪はそれを許さない。青龍の鋭い鉤かぎ爪づめは虚むなしく空を切るばかりだった。

　青龍の動きは次第に鈍にぶくなってきた。白虎から受けた傷からおびただしい血が流れ青龍の身体を朱あけに染めた。白虎は青龍の喉に牙をたてたまま呼びかけた。

（須佐、もうよい、やめるのじゃ。憎しみからは何もうまれぬ。憎むのはやめよ）

（……。──若……な……え）

　青龍の目から涙がこぼれた。白虎は静かに牙をはずした。

（わか──な、え……若苗……）

　白虎は青龍に寄り添うように立った。青龍の目からとどまることなく涙があふれた。

（須佐、見るのじゃ。あの錦にしき雲ぐもの間に見ゆるは若苗の未来の姿じゃ）

　青龍は首をもたげ、白虎の言った錦雲を見つめた。雲の切れ間から美しく装よそおった貴婦人が見えた。若苗だった。若苗のそばには二人の子供がいて、若苗はその子供らと遊んでいた。幸福そうな笑顔で二人の子供に何やら語りかけている。
















（あれが若苗──か？）

（そうじゃ。若苗は遠江とおとうみで国司の奥方になるのじゃ）

（まことに？　買われていった若苗が国司の奥方になるのか？）

（人の運命さだめとは不思議なものじゃ。若苗は幸福になるのじゃ）

　人の姿に戻った月王は、やはり人の姿に戻った須佐をしっかり抱きかかえ若苗の幸せそうな姿を見つづけた。

（須佐、わぬしにはもう憎しみはない。いつもの青くきらきらしい魂たましいを持つ須佐に戻った。さあ、地上に帰ろう）

　須佐は頷うなずいた。月王は須佐の背を流れる血にそっと触れ、眉をくもらせた。

（おまえを傷つけてしまった……）

（なんのこれしき。正気に戻れたのじゃ、何でもないわ）

　須佐はさわやかな笑顔で答えた。月王は須佐の大きな身体をかかえると地上をめざして飛んだ。










　地上では千の太夫と夜叉のすさまじい戦いが繰くり広げられていた。夜叉はおのれの眷けん属ぞくを次々に招しよう来らいし、千の太夫に襲いかからせた。太夫は次から次に現れる鬼どもを休むまもなく討うっていった。夜叉は人の顔を捨て、鬼の形ぎよう相そうで闘っていた。

「我が通力、存分に見せてくれるわ。老体がいつまで持つか見届けさせてもらうぞ」

　夜叉は余裕の笑いを浮かべて呪をとなえ、地底から鬼を呼んだ。招かれた鬼は牙を剝むき出し、いっせいに太夫に襲いかかった。





唵オン　麼マ尼ニ駄ダ哩レイ　吽ウン　發ハツ[image: ]タ






　千の太夫は魔ま性しよう破は砕さいの力を持つ随ずい心しん陀だ羅ら尼にをとなえた。ウァーンという空気の振動とともに千の太夫の身体から白光が走った。地中から現れた鬼の大半は太夫の光に焼かれて消えた。

　地上に戻った月王は結界を張った地に須佐を横たえ、太夫を助けるべく走った。





唵オン　縛バ日ザ羅ラ疑ギ爾ニ　鉢ハ羅ラ捻チ跛ハ多タ野ヤ　娑ソ婆ワ賀カ






　月王は被ひ甲こう護ご身しん咒しゆをとなえ、目に見えぬ鎧よろいで身を包んだ。

「おじいさまぁーっ！」

『月王！』

　月王は襲ってくる鬼を次々なぎ払いながら走った。

　新たな敵が現れたと見るや夜叉は大きく吼ほえた。すると、いままでどこに姿を隠していたのか阿史が現れた。阿史はみるみる人の姿を捨てて、おぞましい鬼の姿に変へん化げした。

「厲鬼、もはや遠慮はいらぬ。どれでも思うさま喰いつくせ」

　大きく裂けた口からよだれをたらして厲鬼は歓喜の声を上げた。厲鬼の貪どん欲よくな黄色く濁にごった目は、楠の根元にうずくまる藤菜を見た。まったく無防備な藤菜に、厲鬼は奇声をあげて襲いかかっていった。

『いかん！』

　厲鬼の意図に気づいた千の太夫は走った。太夫は藤菜を庇かばって身体を投げ出した。

　ザクッ!!

　真言の咒でまとった鎧を貫つらぬいて厲鬼の鉤かぎ爪づめが太夫の背に打ち込まれた。太夫の口からうめき声がもれた。

「おじいさまーっ」

　月王はすぐさま駆け寄ろうとしたが、おびただしい数の鬼どもがそれを許さない。はやる心を抑おさえながら月王は闘った。

　太夫の背を裂いた厲鬼は濁った黄色い目を油断なく太夫に向けている。太夫は痛む背に顔をしかめながら印を結んだ。





覽ラン　鑁バン！






　太夫の指先から白光がほとばしり出た。白光は厲鬼に命中した。しかし、厲鬼は身体をのけぞらせただけだった。ぺろりと赤い舌で口をなめると嘲あざけるように吼えた。

『きかぬ！』

　太夫の額ひたいに脂あぶら汗あせが滲にじんだ。激しい闘いと背の傷が、太夫から気力を奪い取っていた。

　千の太夫に庇われた藤菜が太夫の背に手を当てた。背からはどくどく音をたてて血が流れていた。

「太夫さま！」

『案ずるな。そなたの命、必ずや守ってみせる』

　太夫は月王に話すように心話で藤菜に語りかけた。藤菜の目から涙がこぼれた。太夫はこの醜い娘に自分の言葉が通じたのを知り、頰笑んだ。

　様子をうかがっていた厲鬼が再び襲ってきた。太夫は腕で攻撃を受ける。厲鬼の爪が無残に太夫の腕を裂いた。

「見事じゃ厲鬼。そのまま太夫を喰ろうてしまえ。寿命が千年延のびようぞっ」

　般はん若にやの顔をした夜叉が楽しそうに言う。厲鬼はにたりと嫌らしく笑い、三たび太夫に襲いかかった。千の太夫はなすすべもなく、胸に深々と爪を打ち込まれた。

「おじいさまっ!!」

　闘いの最中に目をそらせた月王に鬼が喰らいついた。





吽ウン






　月王は一気に気を放射してまとわりついている鬼を打ち砕くと太夫のもとに駆け寄った。

「おじいさまっ」

『月王、勝負はこれからぞ！』

「はいっ！」

　地を揺るがすような高笑いがあたりに響いた。鬼面の夜叉が嘲あざけり笑っている。

「通力を無む駄だ遣づかいし、満まん身しん創そう夷いのものどもが何を言う。観念しておとなしく我らに喰われろ」

　夜叉はぎらつく赤い目で、身を寄せ庇かばい合う二人を睨にらみ付けると呪をとなえた。新たな鬼が戦列に加わる。おびただしい数の鬼どもがまわりを囲んだ。

「お、おれの咒ではすべて討てぬ」

　月王は嚙みしめた歯と歯のあいだから低く呟つぶやいた。月王の胸に〝敗北〟の二文字が明めい滅めつする。

　月王らを囲む鬼の輪はジリジリと狭せばめられていく。ひときわ大きな厲鬼が月王めがけて躍おどりかかった。月王はカッと目を見開き真言をとなえようとしたそのとき、灰色のつむじ風が月王の眼前に起こった。

「太郎丸！」

　太郎丸はその鋭い牙で厲鬼の腕を嚙み裂いていた。

　千の太夫は大自然の加勢を知った。土つち気け色いろだった顔に生気が甦よみがえる。

『月王、大自然が我らに味方しておる。不動明王のお力にすがれっ！』

　千の太夫はありったけの力を込めて月王の手を握った。月王の手に太夫の気力が流れ込んできた。月王は静かに印を結び、不ふ動どう明みよう王おう一いち字じ咒しゆをとなえた。





曩ナウ莫マク　三サン滿マン多ダ　縛バ日ザ羅ラ　赧ダン　憾カン






　透明なはりのある声が響きわたり、鬼の動きが一時封じられた。そして同時に楠くすのきに変化が現れた。葉がいっせいにざわめいて幹みきがぽうっと黄金色に光りだしたのだ。光は次第に光度を増し、すっぽり三人を包んだ。月王は息もつかずに咒をとなえ続けた。やがて、黄金の光は月王の身体に集まり、月王に溶けていった。月王は黄金の像のごとく光り輝いた。

　月王は不動明王の気がすべて体内に入ったのを知ると除じよ悪あく趣しゆ菩ぼ薩さつ咒をとなえた。





一切諸仏に祈願してたてまつる。打ち破りたまえ。悪あく趣しゆ界かいを救いあげたまえ……




曩ナウ莫マク　三サン滿マン多ダ　勃ボ駄ダ喃ナン　度ド鑁バン沙シヤ南ナン

阿ア弊ビユ達ダ羅ラ　嚀ニ薩サ唾ト縛バ駄ダ敦トン　莎ソワ訶カ






　月王の身体は日にち輪りんのように光り、夜叉が招しよう来らいした鬼をことごとく討ち滅ぼした。

　ギェェーッ

　腕から血をしたたらせて厲鬼が月王に襲いかかった。





覽ラン　鑁バン！






　印を結んだ月王の指先から銀色の閃せん光こうが走った。じゅっと音をたてて厲鬼は消滅した。夜叉は黄金色に輝く月王を憎々しげに睨み付けた。

「よくも厲鬼を───」

　憤ふん怒ぬに夜叉の髪が逆立った。夜叉の身体が次第に膨ふくれ上がっていく。と、同時に口からのぞく牙はより太く、爪はより鋭く尖とがっていった。まとっている狩かり衣ぎぬが音をたてて裂けていく。夜叉は月王の三倍の大きさになった。もはや雅みやびやかな夜叉の面おも影かげはどこにもなかった。月王の前には一匹の巨大な鬼が立っていた。人の殻からを捨てて人外の異い形ぎようのものとなった夜叉・白びやく蓮れん鬼きは雷鳴のように吼ほえた。

　夜叉・白蓮鬼は剛ごう毛もうの密生した厚い胸に息をため込むと、熱風にしてそれを吐き出した。熱風にあおられ草は一瞬にして燃え上がった。熱風は月王を直撃した。しかし、黄金色の月王は毛筋ほどの影響も受けない。





曩ナウ莫マク　三サン滿マン多ダ　縛バ日ザ羅ラ　赧ダン　憾カン






　オンッと空気が揺れ、銀の閃光が黄金色の月王を包んだ。──光が退く。月王の手には不動明王の降ごう魔まの剣が握られていた。

『月王！　おまえはわしを越えた』

　月王の心に千の太夫の嬉うれしげな心話が届く。黄金色の月王は静かに剣を構え、叫んだ。

「白蓮鬼っ！」

　名を呼ばれてひるんだ夜叉・白蓮鬼に月王は剣を振りかざして切りかかった。夜叉・白蓮鬼は振り降ろされた剣をつかんだ。──が、剣はつかまれることなくあっさり夜叉・白蓮鬼の指を切り落とした。

　おおっ！

　夜叉・白蓮鬼の目が激怒で燃え上がる。巨大な牙をむきだして夜叉・白蓮鬼は月王を攻撃した。月王は猿ましらのごとく身軽に夜叉・白蓮鬼の攻撃をかわし、再び剣を構えた。夜叉・白蓮鬼の目が怒りでますます燃え上がる。

　美しかった狩衣はずたずたになって夜叉・白蓮鬼の身体にまとわりついている。夜叉・白蓮鬼はうるさそうに身体にまといつく狩衣の残ざん骸がいを打ち捨てた。剛毛におおわれた全身が白はく日じつのもとに現れた。夜叉・白蓮鬼は月王に切られた傷をぴちゃぴちゃ音をたててなめながら月王のすきをうかがった。
















　いきなり、鋭い鉤爪を月王に打ちおろした。月王は剣でそれを受け、なぎ払った。夜叉・白蓮鬼の腕が血の尾を引いて飛んだ。

　ぐおおっ！

　くぐもった怒りの声。月王の瞳が鋭く光る。

「覚かく悟ごっ！」

　月王はけさがけに剣を振り降ろした。身の凍こおるような悲鳴とともに、夜叉・白蓮鬼の身体は二つになった。鈍にぶい音をたてて夜叉・白蓮鬼の身体は大地に倒れ伏した。

　闘いは終わった。

　不動明王の剣は月王の手から陽炎かげろうのように消えていった。月王は感かん慨がい深げに夜叉・白蓮鬼を見おろすと一切を浄じよう化かするため、一いち字じ金きん輪りん王おう咒しゆをゆっくりとなえ始めた。





曩ナウ莫マク　三サン滿マン多ダ　没ボ駄ダ南ナン　唵オン　歩ボ魯ロ唵ン






　るいるいと討ちたおされた鬼の身体に白い清浄な光がともった。光はすべての鬼の身体を包み愛あい撫ぶするようにまたたくとふわりと浮いた。光はゆっくりと、次第に速度を増しながら天に昇っていった。

　木こ漏もれ日が差し、あたりはいつもの様相を取り戻した。白蓮鬼の歯し牙がにかかった無残な犠牲者の死体が、惨劇を生々しく語っていた。夜叉・白蓮鬼が憑坐よりましにしていた公きん達だちの死体も静かに横たわっている。夜叉のような美しさはなく、普通の、見る人に何の感動も与えない人だった。これも夜叉・白蓮鬼の毒牙にかかった悲しい犠牲者だった。

　透明な陽が射す。木漏れ日が揺れて鎮ちん魂こんの歌を歌った。音を拭ぬぐい去ったような静けさの中で、陽がそこにあるものをいたわるように暖めていった。







　十八、







『つき……おう』

　絶対的な静せい寂じやくの中で、月王は苦しげな心話を聞いた。月王は弾はじかれたように振り向き、走った。

「おじいさま、おじいさま」

　月王は藤菜に抱きかかえられた千の太夫のもとに駆かけ寄った。銀髪の輝きはそのままに、千の太夫の顔にはまったく血の色がなかった。

『わしはもう逝いく……。おまえはすっかり一人前になった。不動明王の降ごう魔まの剣──わしは借りることができなんだ。これで安心じゃ……安心して逝くことができる。月王、藤菜とどこまでもいっしょに行くのじゃ……。藤菜はわしらの遠い一族じゃ。藤菜はいまだに生まれていない赤子でな……すぐに、すぐに──。藤菜、月王と仲良くな』

　千の太夫の目から急速に光が失われていく。

『さあ、藤菜、わしをもう寝かせてくれ』

　藤菜は涙しながら太夫を楠くすのきの根元に横たえた。

「おじいさま……」

　月王は涙を流しながら首を振る。

『よいこじゃ──。よいこたちじゃ……』

　千の太夫はほうっと息を吐き、寄り添っている二人を見て頰笑んだ。

　────

　瞬またたきの間に太夫の身体は透明な光に包まれた。月王と藤菜はあまりの眩まぶしさに目を閉じた。二人が目を開いたとき、千の太夫の身体は消えていた。

「おじいさま、おじいさまーっ。おれはまだおじいさまの顔をよく見ておらぬ。おじいさまの顔を少しも覚えておらぬ。いやじゃ、いやじゃあっ」

　月王は千の太夫が横たわっていた所を撫なでさすりながら泣いた。

「月王、月王──」

　藤菜はその月王の背にしがみついて泣いた。ザワザワと楠が葉を鳴らした。二人は涙で汚れた顔を上げて楠を見た。

（よいこじゃ、よいこたちじゃ）

　二人は千の太夫の優しい心話を聞いた。二人は顔を見合わせた。藤菜が耳を澄ませるようにして目を閉じた。

「太夫さまが楠の中におられる……」

　藤菜はぽつりと呟つぶやいた。月王はえっというように藤菜を見た。藤菜は袖そでで涙を拭ぬぐって月王に笑いかけた。月王が目を見開いて藤菜を見つめる。藤菜は頷うなずいた。

「千の太夫さまはこの楠の中にあって、わたしたちを見ておられます」

　いつ飛んできたのか次郎丸が楠の枝にとまって二人を見おろしている。太郎丸は根元にうずくまっていた。月王はおそるおそる楠の幹みきに手を触れた。

　どくん！

　楠の脈打つ音が手に伝わった。

「おじいさまじゃ……」

　月王は涙を拭い幹に頰を寄せた。藤菜も月王にならい幹に頰を寄せる。二人は優しく頰笑み合った。二人の耳に太夫の息づかいが聞こえてきた。

　ぴく、と太郎丸の耳が動いた。頭を前足に乗せて寝そべっていた太郎丸は弾はじかれたように起き上がった。そして、低くうなると身を翻ひるがえして姿を消した。次郎丸も高い枝に行ってしまった。月王と藤菜が振り向くと須佐がいた。

「須佐、歩いたりして大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「なに、かすり傷じゃ。あそこでうなっておるやつよりよほどましじゃ」

　灌かん木ぼくの陰で比古丸が腕をおさえて苦しそうにうめいていた。須佐はちらりと比古丸を見て、楠の幹に触れた。

「千の太夫さまは楠になられたのか？」

「──というより、楠の一部になられた。おじいさまは楠の中でずっと里を見守ると言うておられる……」

「そうか──」

　低く言って須佐は楠を見上げた。月王はその目に涙が光るのを見逃さなかった。

　比古丸のうめき声が一段と大きくなった。須佐は肩をすくめて月王を見た。月王が心配そうに比古丸のそばに行った。比古丸はますますうめく。月王がその腕に触れたとたん、比古丸が悲鳴を上げた。

　その様子を見ていた須佐は苦笑した。比古丸の悲鳴に呼応したかのように背中の傷が痛んだ。須佐は自分の背の傷を手でなぞってみた。肩から斜ななめに五本の傷が走っていた。血は止まっていたが、ズン、と深い谷底から湧わきだしてくるような痛みが断続的に続いていた。

　その痛みがふっと軽くなった。訝いぶかしんで振り向くと藤菜が手をかざしていた。藤菜は半透明になって虹にじ色に光っている。須佐はぎょっと身体を硬こう直ちよくさせた。藤菜は人外のものになっていた。──しかしながらまがまがしさはない。須佐は緊きん張ちようを解いた。

「藤菜──？」

　須佐は呼びかけてみた。藤菜は何も言わず黙って頰笑んだ。そして、ふいっと須佐から離れて比古丸の手当てをしている月王の方へ行ってしまった。須佐は背の痛みがなくなっていることに気づいた。傷のあった場所に触れてみると傷はきれいにふさがっていた。

「ふ、ふ、藤菜っ！」

　半透明の藤菜を見て月王は叫んだ。その声は動転し冷静さはかけらもなかった。藤菜は人としての波動も匂いもまったく感じさせていない。月王の前にいる藤菜は〝人〟ではなくなっていた。

　藤菜が比古丸の腕に触れた。ぐしゃぐしゃにつぶれている比古丸の腕がゆっくり修復していく。まさしく奇跡だった。

「藤菜……」

　夢見るように月王は呼びかけた。醜い顔を魅惑的にほころばせて藤菜が頰笑んだ。比古丸がぽっかり口を開けて藤菜を見ている。驚きのあまり声が出ないといった様子だ。

　藤菜は比古丸の腕を治なおしてしまうと糸に引かれたように立ち上がった。藤菜は楠の正面に立ち、何かを受け取るように両腕を広げた。藤菜の身体は輝きを増した。その輝きとともに身体はますます透明になっていく。藤菜は楠に近づきその幹に触れた。そして吸い込まれるように幹みきの中に消えていった。

　成り行きを驚きの中で傍観していた月王は、はじかれたように立ち上がり、藤菜が消えた幹に触れた。

「藤菜、藤菜……。おじいさまを亡くしておまえまで失ってしまったらおれはどうしたらよいのじゃ……」

　月王はおろおろと楠の幹を撫で回した。そばに来ていた須佐もキツネにつままれたように幹に触れている。そのとき──




　どくん……




　楠が脈打った。──血脈ある人のように。千の太夫が楠に入ったときとは明らかに異なる脈動だ。力強く、生気に満ちている。

　月王と須佐は同時に楠に耳を当てた。




　ふふふふ……　あはは……




　楽しげな笑いが楠から聞こえた。一人二人の声ではない。大勢の人がさんざめきあっている。その中にまぎれもなく藤菜の声があった。

「藤菜の声じゃ！」

「おじいさまの声もする」

　月王と須佐は顔を見合わせた。

　細い声が耳に届いた。声が語りかける。須佐には聞き取れない細い細い声だった。月王の顔が日に照らされたように明るくなった。白い頰が桜色に紅こう潮ちようしている。須佐は問いかけるように月王を見つめた。

「藤菜は魂たましいになった一族に祝福されておるそうな。ほどなく帰ってくる。そうおじいさまが教えてくだされた。おれは覚えておらぬが、おれも一族の祝福をもらったそうじゃ」

　月王の言葉を聞いて須佐が軽く首を振り吐息をつく。

「まこと世は不思議であふれておる。このたびのことでおれはようやく合が点てんがいった。おまえも藤菜も人外の者であったのじゃな。──もっとも、同じ人外の者でも人に仇あだなす夜叉などとはまったく違うがの」

「……おれは人ではないのであろうか」

　月王は不安そうに須佐を見た。

「よくわからぬが、少なくともおれと同じではあるまい。おまえは真言を自在にあやつり、神仏と親しく交流する。人は苦しい修行をしてのち、神仏と交流すると聞いておる。山にこもる修しゆ験げん者じやのようにおまえは厳きびしい修行をしてはおらぬ。おまえは生まれたときから神仏に愛され守られておるのじゃ。それから──おれは夜叉の呪じゆ詛そで龍になった。が、おまえはおのれの力で白びやつ虎こになった。これは人のわざではあるまい」

　月王は黙って目を伏せた。しばらく何かを考え思い切ったように口を開いた。

「おれはこの里にいてよいのであろうか。人外の者ならここにいてはならないのではなかろうか──」

　須佐は月王の肩に手を置いて包み込むように笑った。

「──すまなかった、おれの言いようが悪かった。おまえがいなくなったら困るのは我らじゃ。大地の声、風の声、水の声を聞くのはおまえじゃ。我らには聞けぬ」

　月王は須佐の言葉にすがりつき、救いをもとめるように須佐を見上げた。

　須佐は頼るように自分を見つめる月王を見て、目をしばたたかせた。月王の顔と若苗の顔が重なって見えた。今の月王の瞳は、須佐に甘え、たよるときの若苗の瞳にそっくりだった。

　胸が熱くなった。須佐は新たにおのれの守るべき者を見つけた。須佐はすべてを包み込むように頰笑んだ。慈じ愛あいと包容の笑みだ。月王が千の太夫のようだと言ったあの頰笑みだ。

「──月王、おまえは良い伴はん侶りよを見つけた。藤菜がおまえと同族ならおまえは間違いなく幸せになれる。そしてこの里も永えい劫ごう、平へい穏おん安あん泰たいじゃ」

　それを聞いた月王の顔が花咲くように晴れやかになった。

　須佐は月王の肩に置いた手に力を込めた。藤菜なら──須佐は思った。藤菜なら、須佐の命が尽きても月王のそばにいるに違いない。この不思議な一族──。須佐は厳げん粛しゆくな気持ちで楠に触れた。

「ああっ！」

　二人の背後から驚きよう愕がくに満ちた叫びが上がった。比古丸だった。比古丸は目を見開いて楠の根元を指さしている。二人は比古丸が指さすところに視線を落とした。楠は根元を日にち輪りんのように輝かせていた。光が少しずつ幹を登ってくる。月王と須佐はあわてて楠から離れた。

　瞬間、強烈な光があたりを包んだ。とても目を開いていられる光ではない。三人は固く目を閉じた。光は少しずつ潮が引くように弱くなり、固く閉じた目は光を感じなくなった。

　月王はゆっくり目を開いた。光の残ざん滓しが目の奥にあってはっきり物を見ることができない。目を細めて楠を見た。楠のそばには見知らぬ少女がいた。

　ほっそりと優美な立ち姿。野に咲く百ゆ合りの白い肌。輝く星空の瞳。桃の唇。──花より美しい顔だった。

　月王はもう一度目を固くつぶり開いた。そこには藤菜がいた。美しいと言いがたい顔に誰より美しい笑みを浮かべた藤菜がいた。

「藤菜……」

「はい」

「藤菜！」

　月王は細い藤菜の身体をきつく抱きしめた。藤菜の気が月王を包む。充実した気力。月王は藤菜が生まれ変わったことに気づいた。自分と同じ、そして千の太夫と同じ気力を持つ者。藤菜が疑いなく同族だと信じられた。

　藤菜の心が自分に寄り添ってくるのがわかる。月王は藤菜を取り戻した。藤菜のぬくもりを全身で感じながら、月王は森しん羅ら万ばん象しよう、すべての神仏に感謝した。




　自然、森羅万象に愛される一族──




　夜叉は気力の充実した藤菜が人を越えた者になることを見抜いていた。醜い少女がただの人でないことを知っていたのだった。夜叉は成熟した藤菜を餌え食じきにしようと長大な時間を待ち、手元に置いていたのだ。

「比古、このことは口外無用ぞ！　月王も藤菜も同じ里の者じゃ。わかっていような」

　ぽっかり口を開けて二人を見ている比古丸に須佐はきつくクギを刺した。比古丸は須佐の言葉に夢中で頷うなずいている。

　須佐はかたく抱き合う二人を目を細めて見た。

「美しいな……。醜しこ女めの藤菜が絶世の美女に見える……」

「ああ、ほんに、天女のようじゃ」

　須佐は比古丸の呟つぶやきを聞いて思わず振り向いた。比古丸の顔はまぎれもなく真実を語っていた。

「おまえも藤菜が美しゅう見えるのか」

「見える。醜い姿と重なり合って藤菜の美しさが見える。あれがあのおなごの本当の姿なのじゃな……」

　比古丸はそう言って、ほうっとため息をついた。

　須佐はそんな比古丸を見て頰笑んだ。藤菜の魂の輝きは肉体を通して見えるものになっていた。もはや藤菜を〝醜女〟と罵ば倒とうする者は一人とていないだろう。

　ふと、須佐は夜叉の犠牲者達を見た。あの死体の中には小萩の死体もあるはずだ。今の比古丸にはそのことを考えるゆとりはないようだ。不可思議を目まの当たりにして呆ぼう然ぜんとしている比古丸が、理性を取り戻したとき間違いなく直面する悲しみを想って須佐の心は痛んだ。

　だが──と須佐は思った。悲しみは人から何もかも奪うばうが、やがては去っていく。鬼になり、須佐は悲しみを乗り越えた。比古丸とてそれは同じはずだ。

「のう、比古。月王のあるかぎり里は繁はん栄えいする。そう思わぬか？　たぶん、月王の血筋が続く間はずっと……」

　比古丸が力強く頷いた。須佐は唇くちびるをほころばせて頷き返した。

　しっかり抱き合っていた月王と藤菜が須佐に笑いかけ、誘うように手をのばした。二人は包むような笑顔を浮かべている。まるで血肉をわけた兄弟のように親しげに、慈愛を込めて──。須佐は二人に受け入れられたことを知った。須佐は新しい家族を手に入れたのだった。

　月王と藤菜は須佐の手を握にぎると声を合わせて歌いだした。





ひふみよ　いむなや

ここのたり

ふるべ

ゆらゆらとふるべ……






　しみいるような歌声は夜叉との闘いで傷ついた自然を癒いやしていった。燃えた草は芽め吹ぶき、折れた枝は新たな枝をのばした。

　二人の歌声は何もかも清浄に拭ぬぐっていく。無残に切り裂かれた犠牲者さえ美しいもとの姿で横たわっていた。自然の気がゆっくり包むように広がる。そして、何もかも優しく包んでいく。月王も、藤菜も、須佐も、比古丸も、すべてが自然と一体になった。

　心地よい透明な歌は続く。月王と藤菜の和声はいつまでも終わることなく森に響きわたっていた。







　あとがき




　はじめまして、櫻井牧です。

　お手に取って下さったあなた、そう、あなたです。これを（本文はまだでも）読んで下さっていることで、私とご縁ができました。今後もどうぞよろしく。

　この本を出していただいたことで、私はやっと作家としての第一歩を踏み出したことになります。もう、感激の嵐、感かん慨がい無む量りよう……。これでようやく物書く人の列に並ぶことができました。私、ぜったい物書く人になりたかったんです。

　かくいうこの私、投とう稿こう歴れきがハンパじゃありません。一般小説誌からこの富士見ファンタジアのようなジュブナイル小説まで〝募集〟の文字を見つけたなら小こ判ばん鮫ざめのようにくらいつく、そんなことを続けておりました。──それ以前は漫画の投稿ね。漫画家は小学生のときからなりたかったんだから。（いばり！　ってどうする）

　と、いうわけで、漫画家志望は小説家志望よりずっと年季が入ってます。最初に小説家ではなく〝物書く人〟と言ったのはこういうわけがあったのです。

　ずっと、漫画家志望でした。ほんとうにずっと──。でも恐ろしいことにちっとも芽が出ない。漫画雑誌の編集者にも〝読みやすいんだけどね……〟と冷たくされ、投稿しても下のほうの賞にしか入らない。それでもしつこい私はエンエン、エンエンと投稿を続けていたのです。これはお絵描きが大好きだったことと、作文が非常にヘタクソだったことが大きく影響しています。

　お話を考えるのは大好き[image: ハート]　スケッチブックや大学ノートにお話を山のようにストックしています。ただ、あんまり古いものは時代の流れってやつに置き去りにされていて今では役に立ちません。それでも設定や、発想の糧かてには十分なります。私の宝物です。

　閑かん話わ休題──

　絵が大好きでお話を考えるのも大好き、とくればもう漫画しかありません。作文がヘタだったので小説は私の発想外──。かくて、私の表現に漫画が向いていないと気づくまでのとんでもない回り道が始まったわけです。

　この作品も漫画にしようと考えていたお話でした。これを忠実に漫画に描き直したら何ページかかるか──。この作品は三十二ページの漫画にしようと考えたストーリーでした。この作品を読んで下さった方はおわかりでしょう。その枚数で納まる話ではないと。

　初めて小説を書いた日のことが忘れられません。自分の頭の中に浮かぶ情景を全てぶち込んでいいのです。うわあ、なんて気持ちいいんだ──。

　ちなみに、漫画の基本、十六ページの作品は五十枚から百枚までの小説に。二十四ページの作品は百二十枚ちょっとの小説になりました。今書けばもっと枚数が増殖するでしょう。

　漫画はそうはいきません。決められたページ数に合わせて画面構成して、切り捨てるエピソードは潔いさぎよく──で、読みやすいけど面白くない作品が出来上がるわけです。

　あ、本文を読んでいないあなた、誤解しないでくださいね。この作品はファンタジア長編大賞の審査の先生方が選んでくださったものですから品質は確かです。私は信じなくても先生方を信じて下さい。

　私の机の中に投稿しなかった描きかけの漫画が眠っています。下書きはすでに終わり、途中までペンも入っています。まさしく私の最後の漫画です。どうして投稿作品に仕上げなかったか──。すっかり忘ぼう却きやくの彼方かなたです。

　未練はありません。私は新しい表現方法を見つけましたから。ああ、小説という表現に出会えたのは本当に幸せでした。初めから小説家を目指している方には単なるバカに見えるかもしれませんが、物語の表現には小説もあるとほんとうに気づかなかったのです。

　文章をほとんど書いたことがなかったので、初めて書いた小説は今読みなおすとものすごくヘタです。もう、ほんとうにヘタです。破り捨てて初めから書き直したい──。

　でも、嬉々としてそれを投稿しました。厚こう顔がん無む恥ちなヤツです。書いたら何でも投稿、すべて投稿──。と、いう新人賞の選者にはとても迷惑な習慣のせいです。それから幾いく星せい霜そう……。書いた（投稿）作品は十本の指にはおさまりません。足の指がいります。

　作家を目指しているあなた、投稿を繰り返しているあなた、元気になりましたか？　この世にはこんなに投稿してようやく日の目を見るヤツもいるのです。初めて書いた作品でデビューしてしまう才能ある先生方が多い中で、こんなのろまのカメもいるのです。

　最後に──　私が目指す小説は〝面白い小説〟です。達者な小説でも、うまい小説でもありません。（もちろん、うまい文章はいつも書きたいと願っていますが……）

　面白い小説。それを書くのはあたりまえだ──と思うかもしれません。でも、これって相当難しいことなのです。自分が面白がることはとってもカンタンなんですけど──。

　ですから、読んで下さったあなたの指摘や意見はとても重要です。感想などいただけるととても嬉しい。叱しつ咤た、苦情、ここ不満だぞ、何でもけっこうです。（あ、でも、一番嬉しいのはここが面白かった、気に入った──というお言葉……）

　陰かげの声はああ申しておりますが、ほんとうにどんなお言葉でも嬉しいです。日々の糧かてにいたします。

　また、あなたにお会いできれば嬉しいです。読んで下さってありがとうございました。







　解説





安田　均






　ファンタジーっていうと、いかにもの西洋の騎士が活躍するものとか、アラビアンナイトのような異国風のものがまず連想されます。

　日頃、ぼくなども、そうした剣と魔法の世界を題材にした小説やゲームを書いたり、作ったりしているものですから、頭がどうしてもそちらの方に向かいがちになったりします。

　でも──

　よく考えてみると、自分は日本人なのに、どうしてそんなカタカナ名前が中心のものに浸り込んでいるのだろうと、たまに考えることもあります。まあ、このボーダーレス（国境なし）の時代に、そんなこたあどうでもいいんじゃないかい、と思ったりもするのですが、不思議といえば不思議でしょう。

　ただね、これってちょっと考えてみると、納得もできるのですよ。

　まず、あまりなじみのあるものは格好がよくない──例えばですよ、あなたのご両親がよほどセンス抜群の人でもない限り、あなた自身、自分の両親をカッコイイと思ったりできますか？　そりゃ、仲がよかったり、好きだったり、尊敬はしているかもしれません。

　でも、両親（片かた一方でもいいですよ）をカッコイイと思っている人は、特に若いうちは数が少ないんじゃないでしょうか。

　しかし、外から見ると、意外にこうした感想は的まと外はずれなのかもしれない。ひょっとしたら、親父は会社ではダンディ（死語かな、これは）だったり、お茶目だったりして、女の子にもてているかもしれない。あるいは、母親は近所の井戸端会議では、センスのいい人だということで、注目を集めているのかもしれない。

　近親なんとかという言葉もあるように、近くにあるものは、妙に泥臭くてもう一つだと思えたり、遠ざけてしまう原因になるようです。

　で、ついついファッションなども、海外のトレンドを追うことになったりする。遠くにあるものをカッコイイと追い求める──このあたりは、ファンタジーの魅力と重なる部分はまちがいなくあるでしょう。

　しかし、ファンタジーというのは、本当はこうした格好よさが先に立つものであると同時に、じつは根本に泥どろ臭くさいものも抱えてもいるのです。それは、もともとファンタジーが、世界の各地で、どこにでも存在する神話や伝説から生まれたのを見てもわかるように、非常に身近にあって、慣れ親しんできたものからも発しています。まあ、格好よい、格好よいと書いてきましたが、それが目障りなら、いかに現実に、〝ある〟もの（泥臭い）と、それではなしえない超えたところにある〝ありえざる〟もの（格好いい）とを融合させるか、と言い換えてもいいでしょう。そうした融合が、ファンタジーという現実を超えた視点の物語となるわけですが、そこから逆にいくぶんかでも現実の真の部分を映し出せていたら、それは感動的な、とてもすぐれたファンタジーになっていると言えるにではないでしょうか。

　ですから、よーく考えてみると、この日本を題材にして、身近なものでありながら、いかにそれを格好よく描くかというのも、ファンタジーの手法としてはとても大事なことではないかと思うのです。




　この『月王』は、そうしたところがすばらしくうまく描かれています。だけど、平安朝の日本なんて、じつはなじみがないじゃないか──その通り、じつはここで描かれる。お経ややまと歌なんかは、いまの日本では、ある意味でモンスターとかマジックアイテムなどより、なじみのないものです。その点では、すごくエキゾチックで、西洋中世を舞台にしているのと変わりありません。でも、けっこうこっちだって、カッコイイでしょう？歌やお経の漢字が読めなくても、言葉の意味がわからなくても、なにかそれらしい──しかも、よく見ると、いつもお経の最後には〝ソワカ〟という言葉が使われていたりして、雰ふん囲い気きは見事に伝わってきます。

　そして、結局、ここは日本なのです。平安朝といっても、ここでは都が描かれるわけではなく、地方のいかにもそれらしい村──日本の村が舞台です。このなじみ、この安心感、こうした根っこにある妙な泥臭さが、いかにもファンタジーらしい現実離れした時代や登場人物、事件とマッチして、楽しませてくれます。

　こうした作者の目のつけどころのよさは、もう一つあります。

　対比に、美と醜しゅうをもってきたこと。ファンタジーではよく、世界を抽象的に捕えるとき、善と悪、あるいは最近では、混沌と秩序などが使われます。こうした対立概念はまあ、ある特定のジャンルの小説によく用いられるお約束事とも考えられます。ちょっと昔のＳＦなら、ものごとを相対的に見る視点とか、社会派の小説なら、持てるものと持たざるもの、といったものです。

　こうした対立概念が、あまりにも強く使われると、ちょっとクサイとかマンネリだとか言われるのですが、これまでのファンタジーでは美と醜はあまり使わていないので、ここまで徹底して書かれると、ぼくにとっては新鮮でした。そりゃ、いかにもの少女マンガ風の登場人物だといった形でくくられると、あるいは、醜いアヒルの子じゃないか、と言われると、まあそうですねといわざるをえませんが、実はそういったパターンで割りきらずに、美と醜ということだけを考えると、これはけっこう奥が深いものです。

　例えば、これはこの作品に適用するのはポイントがずれていますが、そもそも平安朝の美人というのは、今の視点からしたら醜に見えるのじゃないかと言う点があります。百人一首など見ても、あきらかにお多福な感じですからね。現代風のモテ顔のしょうゆ顔なんて、平安時代でなら、いかにも貧相な醜い顔に映ることはまずまちがいないでしょう。ある意味で、美と醜は相対的だとも考えられるのです。

　もちろん、この作品ではそうした視点はとらずに、美と醜を絶対的なものとして書いてありますが、それを強調することが逆に、いま書いたような考えをふと思い起こさせたりしてくれます。

　もう一つ、目が見えることと見えないことの対比などもうまい。

　ハンディキャップのあるヒーローというのは、英雄物語ではよく存在しますが、それが消えたときにいったいどうなるのか？──月王と藤菜の対面シーンなどは、一種の緊張感をもって、読むものの胸に迫ってきます。これは架か空くうのファンタジーの世界で起こる物語ですが、ここでは凶暴な現実がその姿をあらわにして決断を迫ってきてもいるのです。

　こうした部分を見ると、この作品は相対立するものを、きれいに配置して、そのシンメトリー（均整）の魅力で読ませているのだなあということがよくわかります。その爽そう快かい感かん──まあ、これはわかりやすくて、単純だというようにもとられかねませんが、物語の原点であるファンタジーの楽しさを再発見させてくれると言うことで、ぼくはとても魅力的なことではないかと思います。

　さあて、この作者の第二作はどうなるのか？　キャラクターものかな？　それとも、今度は現代が舞台になるのかな？　大いに楽しみです。







　おまけの解説





富士見ファンタジア文庫編集部






　物語をつくるために生まれてきた人──ときどき、作家として活躍している人と話していると、そんなふうに感じる時があります。見た目は普通の人と変わらないのに、その人の中では確かにキャラクターや物語が実在し、息ずいているようです。その人の心のスクリーンにはさまざまな情景が映し出され、いろいろなクライマックスを見せてくれているのでしょう。そうしたものは、その人自身にとっては現実にある事柄や人々と同じくらい大事なものにちがいありません。いったいそういう人の脳みその中身はどうなっているんだろうと、現実主義者である編集者はちょっぴりうらやましく思ったりするのです。

　さて、この櫻井牧もそんなひとりに違いありません。彼女は本当にうれしそうに自分の作品の主人公やこれから書きたい物語について語るのです。彼女の中にはいろいろな物語があふれんばかりにひしめいているのでしょう。この作品をすでに読まれた方なら、そうした彼女のキャラクターや物語に対する愛情を感じ取っていただけたのではないでしょうか。ようやく作家としてのスタートラインに立った彼女ですが、これからさまざまな物語で我々をハラハラさせたり、喜ばせたり、涙ぐませたりしてくれることでしょう。そんな彼女のこれからに期待してください。




　とはいうものの──作家を育てるのはひとえに読者の力。さあ、友達に薦すすめよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう！










月つき王おう








櫻さくら井い　牧まき
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